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Step１＝美術館とは何か
Step２＝鑑賞理論（方法論 )
Step３＝造形理論（作品構造）
Step４＝理論の適用（実践）

学校教育に、なぜ美術（図工）という教科があるのか？

＜美術＝社会にとって有用な文化＞　？？

〈文化〉 という語　〈世の中が開けて生活水準が高まっている状態〉や 〈人類の理想を実現していく精神

の活動〉 を意味する場合と，〈弥生文化〉というように〈生活様式〉を総称する場合とがある。

美術＝西洋の概念の翻訳語（明治はじめの造語）

美術館（Step １）

（Step４）

見る方法

（Step２）

個人

<図０１＞

作品

（Step３）

美術をめぐって・授業・提出物について

授業のポイント

Ⅰ . 学校教育と美術

Ⅱ . 文化としての美術

Ⅲ . 美術という言葉

西洋

fine arts
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東洋

 artisan

造形美術　←　絵・彫・建・工

詩・音・演・舞

びじゅつを巡って

私は美術がわからない（美術は特殊なしろものか）

第 2回レポート　「私の・・・」

学生番号　氏　名

＜本文＞

……………………
……………………
……………………
……

＜感想＞

……………………
…………（5行以上）

注意（厳守事項）

①表紙は不要

②用紙サイズ：必ずA4
③分量＊２～ 3枚（ホッチキス止）

④必ず、その回の「授業の感想」や「疑問・質問・

要望」などを書き添えること

⑤鉛筆可ですが、文字を丁寧に書く。

＜乱暴な文字、汚い文字や用紙の際には再提出＞

レポートのスタイル
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Museumsaround the world
 世界のミュージアム

http://www.museum.or.jp/vlmp-J/world.html
Administrator
テキストボックス
ルーブルM（NHK出版）



PARIS
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国立近代美術館

オルセーＭ

　東西約１km、南北 300m の壮大なルーブル宮殿に 30 万点ものコレクションを収蔵する
世界最大級の美術館。展示品は絵画・彫刻・家具・工芸品まで幅広く、その歴史も古代から
19 世紀中ごろまでと膨大な長さにおよんでいる。

　＜入館者数＞　年間約３００万人。入館者の７０％の２００万人は、外国から。入館者の
半数は、６月から９月の四ヶ月間に集中している。こうした状況からも、観光型ミュージア
ムとも呼ばれている。

　＜規模＞　屋根面積６５０００m2、床面積４５０００m2、展示室の総計１９８室。収蔵品
の総数は約３０万点。これが７部門に分けられて学術的管理が行われる。　

　●古代オリエント部門（８万点）、●古代エジプト部門（５万５千点）、●古代ギリシャロ
ーマ部門（３万点）、●工芸美術（１万点）、●彫刻（６千点）、●デッサン（十万点）、●絵
画（１万５千点）

　ルーブル美術館の作品の大部分は収蔵庫に納めら
れている・特に考古学部門ではこの傾向が強い。絵
画部門では２１００点が公開されているにすぎな
い。

　＜職員＞　管理部門（１０名）、学芸部門（１００
うち学芸員５０名）、技術部門（９５名）、監視守衛
部門（４００名）、これに受付・売店など１２０名で、
総計７５０名。これにフランス美術館総局の機能（役
１００名）が加わる。
　＜予算＞年間の経費は約４５億円で、その三分の
一は美術館自身の収入でまかなわれ、残りは国家が
支出する。  

20 世紀アートのコレクションでは世界最大級

抜きん出た規模の巨大ミュージアム

近代美術の殿堂に生まれ変わった旧駅舎

　1986 年開館と、歴史は浅いものの、今やその人気はルーブル M と肩を並べるほどである。
展示内容は、ルーブルが古代から 19 世紀半ばまでに対し、1848 年～ 1914 年までの近
代美術 2 万点を所蔵する。特に印象派の作品が充実していることから、日本人にはとりわ
け人気がある。

　建物がかつては駅舎であったという点も興味深い。建築当時の内装や骨組みを残しつつ現
代の最新技術を施した約 10 年間の大改修により、見事な美術館によみがえった。地上、上
階、中階の順でまわればジャンル別および年代を追ってスムーズに見学できるようになって
いす。

20 世紀の近代美術が集まる私立Ｍ、1961 年オープン、マティス、ヂュフィで知られる

クロード・モネの「印象＝日の出」があるＭとして有名。私設のこじんまりしたＭ

実業家ギメの膨大な東洋美術コレクションから発足した。ヨーロッパにおける東洋美術研究
中心的存在。

マルモッタンＭ

ギメＭ

パリ市立近代Ｍ

ルーブルＭ

パリ ー その他の美術館

　総合文化施設である、「ポンピドー・センター」の４・５階にある、現代アートミュージアム。

空調設備をすべて外部に設置することで、独特のモダンなイメージを生み出した奇抜な建築
でも知られている。

　展示作品数は 1400 点で、世界各国の名作を数多くそろえ、ジャンルも絵画、彫刻、写真、
デザイン、映画、ニューメディア、建築など、多岐に渡っている。

　年代的に 2 部にわかれ、5 階では、近代コレクション（1905-60）の約 900 点。4 階の「現
代コレクション」では、それ以後のコンテンポラリーアートの大家たちの作品を鑑賞できる。
スケールの大きな、自由な発想の数々の作品に出会うことができる。

　中世以来、ヨーロッパの文化と芸術の中心地として君臨してきたパリには、数え切れないほどの美術館や博物館が存在する。ピカソＭ，
ロダンＭ、 ドラクロアＭ、 モローＭ、 マイヨールＭ， ブールデルＭ， ダリＭなど、巨匠たちのアトリエを公開した小美術館、由緒ある

宮殿や屋敷を利用していたり、前衛建築家によるモダンな設計のものまでがある。パリでの美術鑑賞には、どのような美術館があるのかを

事前によく研究しておく必要がある。

http://www.louvre.or.jp/
http://www.musee-orsay.fr/ORSAY/orsaygb/HTML.NSF/By+Filename/mosimple+index?OpenDocument
http://www.cnac-gp.fr/Pompidou/Accueil.nsf/tunnel?OpenForm
http://www.franceinformation.or.jp/paris/musee/musee.html#bj1
Administrator
テキストボックス
るるぶガイド

Administrator
テキストボックス
るるぶガイド



最大級の近現代アート専門美術館

ナショナルＧ

テート・モダン

大英博物館 大英帝国の威信を感じさせる世界最大ミュージアム

ヨーロッパ絵画の名作が大集合

　1759 年、ハンススローン卿の約８万点の収集品をもとにスタートした。
　人類の文化遺産を世界中から集結してある。古代ギリシャ風の建築は、1824 年から
３０年間かけて完成したもの。年間入場者数 500 万人　全長４キロとも言われる広大な館
内は、９０の展示室からなり次の８分野で構成されている。古代イギリス、コイン・版画・
素描、中世・ルネサンス、西アジア、古代エジプト、ギリシャ・ローマ、東洋美術、臨時
展示場。
　油絵が一点も無いというのも大英博物館のウリでもある。基本的には西欧・中近東のギ
リシャ・ローマ時代～中世のころまでの考古物（遺品）を展示していると考えるべき。新
設された白い光あふれるグレートコート（大ホール）と、歴史的な大ドーム天井のリーディ
ングルーム（旧図書館）は、息を呑む圧倒的な美しさである。

　1824 年．銀行家アンガステーン所有のラファエロ、レンブラントなど３８点を国が買
い取ったのがはじまり。「誰でも」「いつでも」「気軽に」作品鑑賞ができるように、ロンド
ンの中心地トラファルガー広場に面した一等地に設立され、入館料無料を貫き通している。
1855 年に、「国の定期予算」で絵画を買い取ってコレクションを増やすことを決定し、現
在では、1260 年から 1900 年までの西洋絵画を 2000 点以上所蔵し、世界有数の名作
コレクションとなった。訳せば　「国立絵画館」となるが、むしろインターナショナル絵画
館と呼ぶべきだろう。
　ここでは絵画だけが収集されており、その 2000 点のいずれの作品もが名画・名作ばか
りである。これほどの一級品が勢ぞろいしているさまを見たとき、英国のコレクション力
のすごさに圧倒される。展示作品は、教育的機能の一環として油絵の「模写」を許可している。
年間を通じて原寸サイズの模写に取り組んでいる多くの画家や研究者の姿を見ることがで
きる。

　2000 年に、テート・ギャラリーの分館として発電所跡地に建設された。おもに 20 世
紀以降の国際的な現代的な美術品を展示する。
　ここの展示は、「静物・人物・風景・歴史」の４つのテーマ別に構成されていることが特徴。
みずから「美術の実験室」と称して、年代別分類の排除以外にも、常設展示を設けず、展示
がえをしながら企画展をもよおすなど、アイディアや新たな試みにあふれている。
世界でいま一番あたらしい美術館のひとつといえる。

LONDON
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　これまで、ロンドンを代表するミュージアムは、　①大英博物館（ブリティッシュ M）、　②ナショナル G、　③テート・ブリテン、④テート・

モダンの、4 つの M であると言われてきた。そのほかに、ロンドンの中心をやや離れるが、ケンジントン地区にはもう一つの国立ミュージア

ム群がある。そこには、⑤自然史博物館（地球博物館を含む）、⑥科学博物館、⑦ヴィクトリア＆アルバート博物館（V&A-M）、他が集合し

ている。

　多くの日本人観光者は、①・②の二つの巨大ミュージアムを急ぎ足で駆け回り、ロンドンのミュージアムを十分に堪能した気分にさせられ

るようである。その証拠に、ケンジントン地区のミュージアムには日本人の姿を見ることはまれである。しかし、3 時間程度（半日コース）

のつもりで、ケンジントン地区の⑤～⑦のミュージアムに向かったならば、最初の一館を訪れた時点でめまいにおそそわれることだろう。そ

の一つ一つがあまりにも巨大で、しかも極めて完成度が高い展示だからである。⑤自然史博物館は、もともとは①大英博物館のメインジャン

ルを移転したもので、⑥科学博物館は、日本にある同様の M と異なり、その歴史性にウエイトを置いた M である。科学実験用具から、艦船

模型や実物の軍用機まで、ぎっしりと詰め込むように展示されている。英国のサイエンスの歴史性に圧倒されるであろう。さらに何よりも驚

かされるのは、⑦ V&A-M である。西欧の主要彫刻のレプリカ室にはじまり、あらゆる西欧の工芸品・家具・調度品が、これでもかといわん

ばかりに凝縮されている。ロンドンの M 鑑賞には、①大英博物館 + ②ナショナル G 鑑賞に、⑦ V&A-M をぜひ加え、丸二日を用意してほしい。

ロンドンの美術館について

http://www.thebritishmuseum.ac.uk/japanese/index.html
http://www.nationalgallery.org.uk/default.htm
http://www.tate.org.uk/modern/
http://www.tate.org.uk/britain/
http://www.nhm.ac.uk/index.html
http://www.vam.ac.uk/
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るるぶガイド
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るるぶガイド
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大英博物館フォト



1870 年「国民のための美術研究所 J として構想された．（1 万 3 千m2）

古代から現代まで 6 千年にわたる全世界の芸術の収集．

年間入場者数 500 万人（ルーブル M ＝ 300 万人〉

　　　　　　　　　　収載品の増大一セントラルパークヘ拡大

18 部門く３００万点〉

エジプト美術、ギリシャ・ローマ美術、古代オリエント美術、イスラム美術、

中世美術、アメリカン・ウイング、アフリカ・オセアニア美術、アジア美術、

ヨーロッパ絵画　ヨーロッパ彫刻・鼓飾美術、武器甲群、服飾研究所、素描、

楽器　版画・写共、20 世紀美術、ロバート・レイマンコレクション、

リンスキー・コレクション

アメリカ国籍を持つアーティストの作品収蔵と支援

教科書的ミュージアム

グッゲンハイム M

ホイットニー M

NY 近代 M

メトロポリタン M 百科全書的ミュージアム

世界有数の現代アートの宝庫

1959 年．ソロモン・R・グッゲンハイム（鉱山業で成功した父親を持つ）

が

20 年間に収集した現代アートをもとに投立．

投計者＝フランク・ロイド・ライト　＜帝国ホテルの設計者＞

螺旋状（床 3 度の傾斜）．建築の奇抜さ．美術館としての使いづらさ．

1931 年女流彫刻家ガートリュード・ホイットニー女史＜鉄道王の祖父を持つ＞

20 世紀アメリカ美術の一大コレクション

建築＝立方体的な固まり．

現代アーティストの発掘と支援プロジェクト

1929 年、現代の視覚芸術全般にわたる啓蒙を目的として設立

世界屈指のヨーロッパ近代美術のコレクション（10 万点）

絵画・彫刻・写共・建築・映画・産業デザイン

セザンヌ以降 1960 年代までの名品の収載

世界の美術館教育をリードする教育部を持つ（1938 年設置、年間予算 2 億円）

多様な教育プログラムの開発と実験

1939 年に現在地に設置、1984 年に大改築　＜都市再開発的構想＝ミュージアムクワー〉

10 年後に再度増改築プロジェクト　＜谷口吉生のプランに決定〉

NEW YORK
5

http://www.moma.org/
http://www.guggenheim.org/
http://www.metmuseum.org/
http://www.whitney.org/
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United States　美術館　NY-ART.com

http://www.new-york-art.com/Mus.htm
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 ( １６年  ３月２７日から ) 〈貸館〉 札幌アーティスト ・ イン ・ レジデンス展

  １６年  ４月　４日 （日） まで

  １６年  ４月１７日 （土） から 〈貸館〉 近代日本画に見る女性たち

  １６年  ５月２３日 （日） まで

  １６年  ６月　２日 （水） から 香月泰男展
  １６年  ７月１１日 （日） まで

  １６年  ７月１９日 （月） から ピカソ展
  １６年  ８月２９日 （日） まで 　幻のジャクリーヌ ・ コレクション 　

  １６年  ９月１１日 （土） から 流政之展
  １６年１０月２４日 （日） まで

  １６年１０月３１日 （日） から 〈貸館〉 北方圏アートプロジェクト 国際美術展２００４

  １６年１１月２１日 （日） まで

  １６年１１月２３日 （火） から 〈貸館〉 北海道テキスタイル協会２０周年記念展

  １６年１２月　２日 （木） まで

  １６年１２月１０日 （金） から 　アミューズランド２００５
  １７年　１月１６日 （日） まで

  １７年　１月２６日 （水） から 〈貸館〉 ヴィクトル ・ ユゴーとロマン派展

  １７年　２月２０日 （日） まで

  １７年　２月２７日 （日） から 米谷雄平展　
  １７年　３月２７日 （日） まで

１６年　４月１０日 （土） から 　日本近代洋画への道
　１６年  ５月３０日 （日） まで

　１６年  ６月　５日 （土） から 　牧野四子吉展　 
　１６年  ７月１８日 （日） まで

　１６年　７月２４日 （土） から 　石山寺と紫式部展
　１６年　９月　５日 （日） まで

  １６年　９月１１日 （土） から 　特別所蔵品展
　１６年１０月２４日 （日） まで 　題名のない展覧会　
　１６年１０月３０日 （土） から 　小熊秀雄と画家たちの青春展

　１６年１２月１９日 （日） まで

  １６年１２月２５日 （土） から 　特別所蔵品展
　１７年　３月１３日 （日） まで 　（道北版） 北国の名品展　
  １７年　３月１９日 （土） から 　〈貸館〉 純生美術会６０周年記念展

　１７年　３月２７日 （日） まで

１６年  ４月１１日 （日） から 　フランス１９世紀絵画展
　１６年  ５月１６日 （日） まで

　１６年　５月２９日 （土） から 　リートフェルトの色とかたち
　１６年  ７月１９日 （月） まで

　１６年  ７月２４日 （土） から 　世界の絵本作家展
　１６年  ９月　５日 （日） まで

　１６年  ９月１２日 （日） から 　スーパーリアリズム展
　１６年１１月　７日 （日） まで

　１６年１１月１４日 （日） から 　現代女流書１００人展
　１６年１２月２３日 （木） まで

  １７年　１月　５日 （水） から 　〈貸館〉 第５９回　行動展 

　１７年　１月１３日 （木） まで

  １７年　１月１８日 （火） から 　〈貸館〉 第３５回　北海道教職員美術展 

　１７年　１月３０日 （日） まで

　１７年  ２月　５日 （土） から 　特別所蔵品展
　１７年  ３月２４日 （木） まで 　函館美術館コレクション選　

道立近代美術館

道立旭川美術館

道立函館美術館

1977 年 7 月札幌のほぼ中心部にオープ

ン。主として明治以後の本道美術の流れか

ら、各分野のすぐれた作品を系統的に収集・

保存。

また、同時に国内外の近代以後の作品、特

にガラス工芸、パスキンを中心とするエ

コール・ド・パリの作品なども積極的に収

集し、総合的な近代美術館を目指す。 

1982（昭和 57）年オープン。

道北地域のすぐれた美術作品および木の造形

作品や彫刻を系統的に収集・保存するととも

に国内外の各種展覧会を企画実施するなど、

道北地域の美術文化の振興のための活動を広

く進めている。

北海道立函館美術館は、函館および道南地

域における美術文化センターとして 1986

年 9 月に開館した。以来、｢ 道南の美術 ｣｢

東洋美術と書 ｣｢ 文字記号に関わる現代美

術 ｣ を中心とする近代以降のすぐれた作品

を収集する一方、さまざまな時代、分野に

わたる企画展を開催し、講演会や、講座を

はじめとする多彩な教育普及活動を展開し

ている。

各、道立美術館の目的と 16 年度「特別展」スケジュール

http://www.dnp.co.jp/museum/icc-j.html
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２、 日本の地方美術館

■地方美術館＝効率美術館＜㍼ 50年代＞

　　　道立・県立・市立

１、文化会館　←　公民館
　　
２、博物館

３、美術館　　　

■行政のハコモノ好き

文化活動
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３、展示内容（2種類）

①　常設展示（コレクション展）
　　　　　　その美術館の所有作品

②　企画展示（特別展）

　　　　　他の美術館から借用
　　　大都市のMは独自企画可能
　　　　一級作品もある

　注意：貸館は、新聞社などM以外が企画実施
企画のタライ廻し
すぐれた作品を、長期に貸し出す？？

４、名品展→二流展？？

超有名作家　秀作・凡作　　名　画　幻の

並の作家の凡作　並の作品　　名品

無名作家の作品　　駄作　　　数・色合わせ

「名品展」を観に行ったんだけど？？
もともと　　　　なんだから

仕方ない　←　正直言ったら客がこない

①国立西洋美術館

②東京国立博物館　＜東博＞
　　　（本館、東洋館、平成館、法隆寺宝物館）

③東京都美術館＜都美館＞
　　　

　（竹橋）国立近代美術館（近美）
　（木場）東京都立現代美術館（現美）

★根津美術館（南青山）

★水戸芸術館（茨城）　
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１６年  ４月　６日 （火） から 　特別所蔵品展
　１６年  ５月２６日 （水） まで 　ローゼンクイスト
　１６年  ６月　４日 （金） から 　安野光雅 ・ 絵本ワールド
　１６年  ７月１４日 （水） まで

　１６年  ７月２３日 （金） から 　〈貸館〉 松浦武四郎 ・ 時代と人びと 　 
　１６年　８月２２日 （日） まで

　１６年　９月　３日 （金） から 　ピカソマティスと２０世紀の画家たち
　１６年１０月１３日 （水） まで 　フォーヴィスムとキュビスム
　１６年１０月２２日 （金） から 　歌麿 ・ 国貞 ・ 広重ども浮世絵展 　
　１６年１２月　１日 （水） まで

　１６年１２月　７日 （火） から 　名作ファンタジーとの再会
　１７年　１月２３日 （日） まで 　ピノッキオ★その誕生から現代まで 
　１７年　１月２９日 （土） から 　特別所蔵品展
　１７年　３月１３日 （日） まで 　森の薫り、 巴里 （パリ） の風 
　１７年　３月２０日 （日） から 　〈貸館〉 回想 ・ 佐藤克教展

　１７年　３月３１日 （木） まで

１６年　４月１７日 （土） から 　特別展

　１６年　６月３０日 （水） まで 　華麗なる１７世紀 ヨーロッパ絵画
　１６年　７月１０日 （土） から 　特別展

　１６年　９月１５日 （水） まで 　ヤン ・ ヤンセンの世界
　１６年　９月２５日 （土） から 　特別展

  １６年１１月２３日 （火） まで 　佐藤忠良のスケッチブック展
　１６年１２月　４日 （土） から 　所蔵品展

　１７年　１月３０日 （日） まで 　光のワンダーランド　
　１７年　２月　５日 （土） から 　所蔵品展

　１７年　３月３１日 （木） まで 　光と影の彼方に

道立帯広美術館

道立釧路芸術館

平成３年９月に開館。

道東ゆかりの代表的な作家の作品と、こ

れに関連する作品、近現代の版画やポス

ターを中心としたプリントアートを収集

し、特色あるコレクションづくりをめざ

す。

また、フランス 19 世紀のバルビゾン派

の作品などを核に、田園風景や農村風俗

を主題とした西洋の美術作品を収集。

美術分野に加え、音楽などさらに広い分野

を対象として芸術の伝統・普及を図り、美

術作品の収集と保存、多彩な企画による展

覧会、多様な芸術表現の紹介、教育普及、

芸術に関する情報提供、調査研究を通し、

釧根地域の芸術文化の振興発展に資する役

割を担うことを目指している。
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http://kcweb.city.kushiro.hokkaido.jp/sg-center/bijutsukan/bijutsu.html


東博　本館外観

東博展示状況
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尾形光琳「カキツバタ図屏風」を所蔵する

日本的美術館の典型　（建物＋庭園＋茶室）

①　東京国立博物館　＜東博＞

東博－案内文面より
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★根津美術館

 本館　日本の美術

縄文から近代まで、日本美術の流れをつかむ

時代別展示 (2 階 ) と陶磁、浮世絵などの分野

別展示 (1 階 ) で構成。日本の美と心をご覧く

ださい。    

 東洋館　東洋の美術 ・ 考古遺物

中国、朝鮮半島、東南アジア、西域、インド、

西アジア、エジプトなどの美術と工芸、考古

遺物を展示。東洋美術の小旅行をお楽しみく

ださい。    

 平成館　日本の考古遺物・寄贈品展示室

考古遺物で日本の歴史をたどる考古展示室と

寄贈品の展示室。考古展示室では縄文時代の

火焔土器や、弥生時代の銅鐸、古墳時代の武

人埴輪など、教科書でみたあの作品にあえま

す。    

 法隆寺宝物館　法隆寺献納宝物

奈良・法隆寺から皇室に献納された宝物 300

件あまりを収蔵・展示。正倉院宝物と双璧を

なす古代美術のコレクションは必見です。  

http://www.tnm.go.jp/jp/servlet/Con?pageId=X00/processId=00
http://www.nezu-muse.or.jp/
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当
時
外
国
に
散
逸
し
た
日
本
の
浮
世
絵
を
収

＜西洋美術館 HP より＞

水
戸
市
長(

当
時)�

佐
川
一
信 

　

田
園
�
太
陽
�
風
�
目
に
う
つ
る
広
大

な
水
の
ひ
ろ
が
り
�
県
都
で
あ
り
な
が
ら
�

美
し
い
自
然
�
豊
か
な
風
土
に
め
ぐ
ま
れ

た
水
戸
市
に
�
水
戸
芸
術
館
が
七
年
に
わ

た
る
構
想
を
経
て
平
成
２
年
３
月
２
２
日

開
館
し
た
�

　

芸
術
館
が
�
美
術
館
で
も
コ
ン
サ
�
ト
ホ
�
ル
で
も
演
劇
ホ
�

ル
で
も
な
い
�
三
大
芸
術
の
総
括
と
し
て
�
芸
術
館
�
と
し
て
決

定
さ
れ
た
背
景
に
は
次
の
よ
う
な
事
情
と
経
過
が
あ
�
た
�

　

ま
ず
�
文
化
の
基
礎
を
な
す
�
�
言
語
�
の
美
学
と
し
て
の
演

劇
を
シ
�
イ
ク
ス
ピ
ア
中
心
に
上
演
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
考
え

方
が
あ
�
た
�
ま
た
�
県
立
近
代
美
術
館
と
緊
張
・
調
和
し
な
が
ら
�

相
乗
効
果
を
ね
ら
う
と
い
う
発
想
か
ら
現
代
美
術
ギ
�
ラ
リ
�
が

検
討
さ
れ
た
�
さ
ら
に
�
水
戸
に
は
良
質
で
適
正
規
模
の
コ
ン
サ
�

ト
ホ
�
ル
が
な
く
�
市
民
の
文
化
施
設
へ
の
期
待
は
�
コ
ン
サ
�

ト
ホ
�
ル
に
相
当
程
度
集
ま
�
て
い
た
�

　

か
か
る
状
況
は
�
素
直
に
�
芸
術
館
�
構
想
へ
と
連
な
�
て
く

る
わ
け
で
あ
る
が
�
そ
れ
は
決
し
て
個
別
分
野
の
接
ぎ
木
的
な
も

の
で
は
な
く
�
具
体
的
に
物
象
化
さ
れ
る
な
か
に
普
遍
的
な
も
の

を
表
現
す
る
技
術
・
知
的
な
活
動
と
し
て
の
芸
術
性
を
追
求
し
な

が
ら
�
集
合
化
し
統
合
化
す
る
芸
術
活
動
で
も
あ
る
と
い
う
点
で
�

従
来
型
の
文
化
施
設
と
は
異
な
�
て
い
た
�

　

国
際
的
な
視
野
に
立
�
て
新
し
い
芸
術
文
化
を
市
民
と
共
に
創

造
す
る
芸
術
館
は
�
我
々
が
芸
術
文
化
の
枠
を
集
め
る
壮
大
な
計

画
で
あ
る
�

　

 

磯
崎
氏
設
計
に
よ
る
ア
�
ト
・
タ
ワ
�
・
ミ
ト
�
Ａ
Ｔ
Ｍ
�
は
�

シ
エ
ナ
の
塔
の
よ
う
に
�
水
戸
市
民
が
新
し
い
街
づ
く
り
へ
の
決

意
を
宿
し
た
も
の
で
あ
り
�
街
並
の
変
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
ろ
う
�

　

そ
し
て
芸
術
館
は
�
水
戸
市
民
の
精
神
史
に
新
し
い
１
ペ
�
ジ

を
刻
み
�
結
果
と
し
て
わ
が
国
文
化
状
況
へ
の
一
つ
の
提
言
に
な

る
と
考
え
る
�

公募展の展示状況

集
し
た
こ
と
も
有
名
で
す
�
こ
れ
ら
約
八
千
点
の

浮
世
絵
は
現
在
�
上
野
の
東
京
国
立
博
物
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
ま
す
�

　

松
方
氏
は
こ
れ
ら
の
コ
レ
ク
シ
�
ン
を
も
と
に

し
て
�
東
京
に
共
楽
美
術
館
を
設
立
し
�
日
本
で

西
洋
の
美
術
作
品
を
見
る
機
会
を
提
供
し
よ
う
と

考
え
て
い
ま
し
た
が
�
１
９
２
７
年
の
経
済
恐
慌

に
よ
�
て
こ
の
計
画
は
陽
の
目
を
み
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
�
経
済
状
況
の
悪
化
に
よ
る
コ

レ
ク
シ
�
ン
の
散
逸
�
イ
ギ
リ
ス
で
の
倉
庫
火
災

に
よ
る
コ
レ
ク
シ
�
ン
の
消
失
な
ど
に
よ
�
て
�

現
在
で
は
当
時
の
膨
大
な
コ
レ
ク
シ
�
ン
の
全
貌

を
知
る
こ
と
は
不
可
能
と
な
�
て
い
ま
す
� 

　

そ
の
中
に
あ
�
て
�
当
館
の
松
方
コ
レ
ク
シ
�

ン
と
は
�
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
フ
ラ
ン
ス
に
残

さ
れ
�
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
�
て

一
旦
フ
ラ
ン
ス
の
国
有
財
産
と
な
�
た
後
�
日
本

に
寄
贈
返
還
さ
れ
た
絵
画
１
９
６
点
�
素
描
８
０

点
�
版
画
２
６
点
�
彫
刻
６
３
点
�
合
計
３
７
０

点
の
作
品
か
ら
な
る
コ
レ
ク
シ
�
ン
の
こ
と
を
さ

し
て
い
ま
す
� 

祝賀行事に消えるはずだった 「水戸市政 100 周年記念予算 100 億円」 を使い、 文化施設を作った市長

9

東
京
都
美
術
館
は
�
大
正
１
５
年

に
東
京
府
美
術
館
と
し
て
建
設
さ

れ
�
７
０
余
年
に
わ
た
り
�
美
術

団
体
の
公
募
展
会
場
と
し
て
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
�

　

昭
和
５
０
年
新
館
完
成
を
機
に

従
来
か
ら
の
公
募
展
会
場
と
し
て

の
役
割
に
加
え
�
美
術
館
と
し
て

の
本
来
の
活
動
で
あ
る
企
画
展
や

美
術
普
及
活
動
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
�
平
成
７
年
４
月
東
京
都

現
代
美
術
館
の
開
館
に
伴
い
同
館

に
事
業
の
一
部
を
移
管
し
�
現
在

で
は
公
募
展
会
場
の
ほ
か
�
新
聞

社
等
と
の
共
催
展
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
�

③　東京都美術館　＜都美館＞

②　国立西洋美術館

★水戸芸術館　

　　　国立西洋美術館　常設展案内
本館１階 

ロダンとフランス近代彫刻 

本館２階 
17 世紀以前のイタリア絵画 

中世後期 ・ ルネサンスの北方絵画 

17 世紀のフランドル絵画、 他 

17 世紀のオランダ、 スペイン、 フランス絵画 

18 世紀の絵画 

新館２階 
新古典主義から印象派の絵画 

モネとロダン  
新館１階 

印象派後の諸傾向 

20 世紀の絵画 

http://www.tobikan.jp/
http://www.nmwa.go.jp/index-j.html
http://www.arttowermito.or.jp/atm-j.html
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入
場
無
料
だ
か
ら
好
き
な
絵
満
喫  

　

世
界
の
美
術
館
の
な
か
で
�
ロ
ン
ド
ン
・
ナ
シ

�
ナ
ル
・
ギ
�
ラ
リ
�
が
一
番
好
き
だ
と
答
え
る

人
が
多
い
�
い
つ
行
�
て
も
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気

で
�
何
よ
り
も
展
示
作
品
が
粒
ぞ
ろ
い
だ
�
作
品

の
集
め
方
が
極
端
に
走
ら
ず
�
ど
こ
と
な
く
�
中

庸
の
美
徳
�
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
い
い
�

ニ
�
ル
・
マ
グ
レ
ガ
�
氏
�
現
大
英
博
物
館

館
長
�
は
�
ナ
シ
�
ナ
ル
・
ギ
�
ラ
リ
�
の
常

設
展
示
が
入
場
無
料
で
あ
る
こ
と
の
意
義
を
強
調

し
�
そ
の
理
由
を
ふ
た
つ
挙
げ
て
い
る
�

　
　

ひ
と
つ
�
英
国
で
は
い
ま
だ
に
階
級
意
識
が

強
く
�
ま
た
海
外
か
ら
の
移
民
も
多
い
�
入
場
無

料
の
方
針
を
貫
く
こ
と
に
よ
�
て
�
芸
術
が
す
べ

て
の
人
に
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
�

ふ
た
つ
�
ま
と
ま
�
た
額
の
入
場
料
金
を
取

る
よ
う
に
な
れ
ば
�
た
と
え
ば
昼
食
の
あ
と
ち
�

�
と
立
ち
寄
�
て
自
分
の
好
き
な
絵
と
向
か
い
合

う
�
と
い
�
た
鑑
賞
方
法
が
と
り
に
く
く
な
る
�

わ
が
国
の
美
術
館
と
は
事
情
が
異
な
る
と
は
い

え
�
こ
れ
は
正
論
だ
と
思
う
�

バ
ブ
ル
の
つ
け

　

そ
れ
で
も
続
く
ハ
コ
モ
ノ
行
政

　

デ
パ
�
ト
美
術
館
や
企
業
系
の
美
術
館
が
軒
並

み
縮
小
�
閉
館
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
中
�
逆
に

公
立
美
術
館
�
博
物
館
の
新
装
が
相
次
い
で
い
ま

す
�
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
葉
山
新
館
が
開
館

し
た
の
を
は
じ
め
�
大
阪
に
あ
る
国
立
国
際
美
術

館
が
新
築
移
転
�
石
川
で
も
金
沢
２
１
世
紀
美
術

館
が
�
２
０
０
５
年
に
は
長
崎
県
立
美
術
館
�
さ

ら
に
０
６
年
に
は
大
規
模
な
国
立
ナ
シ
�
ナ
ル
ギ

�
ラ
リ
�
が
オ
�
プ
ン
し
ま
す
�

こ
の
ほ
か
に
も
市
町
立
な
ど
で
も
次
々
と
公

立
美
術
館
が
開
館
予
定
で
す
が
�
こ
う
し
た
美
術

館
建
設
構
想
は
バ
ブ
ル
期
に
計
画
さ
れ
て
い
た
も

の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
�
ま
だ
ま
だ
ハ
コ
モ
ノ
行
政

の
目
玉
に
な
�
て
い
る
よ
う
で
す
�
と
こ
ろ
が
経

済
状
況
は
低
迷
し
た
ま
ま
で
�
公
立
美
術
館
の
台

所
事
情
は
ど
こ
も
火
の
車
�
作
品
の
購
入
資
金
が

減
額
さ
れ
�
維
持
運
営
費
さ
え
抑
制
さ
れ
て
い
る

有
り
様
な
の
で
す
�

　

文
化
行
政
は
中
身
が
伴
�
て
こ
そ
充
実
し
ま

す
�
入
れ
物
が
豪
華
に
で
き
あ
が
�
て
も
�
い
い

企
画
を
打
ち
出
し
�
運
営
す
る
事
が
お
ろ
そ
か
に

な
�
て
は
臥
竜
点
睛
を
欠
い
て
し
ま
い
ま
す
�

　

一
方
�
こ
こ
ま
で
館
が
増
え
る
と
�
ど
ん
な
内

容
の
展
覧
会
を
開
く
か
�
学
芸
員
の
力
量
が
試
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
す
�
し
か
し
管
理
す
る
行
政
側

の
締
め
付
け
が
厳
し
く
�
学
芸
サ
イ
ド
で
意
図
し

た
企
画
は
採
用
さ
れ
に
く
い
状
況
で
す
�
�
内
容

は
二
の
次
で
�
と
に
か
く
人
が
入
る
展
覧
会
を
や

り
な
さ
い
の
一
点
張
り
で
す
よ
�
�
美
術
を
理
解

し
な
い
館
長
が
天
下
�
て
く
る
ん
で
す
か
ら
�
と

い
�
た
学
芸
員
の
不
満
を
�
私
は
各
所
で
幾
度
と

な
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
�

購
入
費
ゼ
ロ
だ
�
て

　

東
京
都
現
代
美
術
館

　

公
立
美
術
館
は
外
見
こ
そ
立
派
で
す
が
�
中
身

は
お
粗
末
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
�
９
５
年
に

東
京
の
木
場
に
開
館
し
た
東
京
都
現
代
美
術
館

は
�
建
物
床
面
積
が
３
万
３
千
平
方
メ
�
ト
ル
を

超
す
日
本
最
大
の
美
術
館
で
す
�
鳴
り
物
入
り
で

開
館
し
た
の
に
�
年
間
約
１
６
億
円
も
の
赤
字
を

出
し
�
０
１
年
か
ら
民
間
経
営
者
を
新
館
長
に
迎

え
ま
し
た
�
不
要
な
所
蔵
品
を
売
却
し
�
外
国
車

の
フ
�
ラ
リ
�
の
展
示
会
な
ど
を
開
い
て
経
費
改

善
を
図
�
て
い
ま
す
�

２
０
０
０
�
０
３
年
度
の
作
品
購
入
費
は
ゼ
ロ 

�

作
品
購
入
費
が
ゼ
ロ
に
な
�
た
こ
と
は
�
ま
た
た

く
間
に
こ
の
狭
い
業
界
に
知
れ
わ
た
り
�
画
商
か

ら
の
売
り
込
み
は
パ
タ
�
と
途
絶
え
た
�
困
る
の

は
美
術
市
場
の
動
向
に
関
す
る
情
報
が
入
�
て
こ

な
く
な
�
た
こ
と
だ
�　

購
入
費
が
ゼ
ロ
で
は
�
展
覧
会
を
開
か
せ
て

欲
し
い
と
す
ら
言
い
に
く
く
な
る
�
美
術
品
の

継
続
的
な
収
集
こ
そ
美
術
館
活
動
の
基
本
だ
ろ
う

が
�
時
に
そ
れ
は
展
覧
会
の
実
現
に
と
�
て
不
可

欠
の
条
件
と
も
な
る
�
現
代
美
術
を
扱
う
美
術
館

は
�
パ
ト
ロ
ン
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
の
で
あ

る
� 

６
人
の
天
才
学
芸
員
？

　

六
本
木
に
�
国
立
新
美
術
館
�

建
設
中
の
�
国
立
新
美
術
館
�
は
�
２
０
０
０

平
方
メ
�
ト
ル
の
展
示
室
が
七
つ
も
あ
る
と
い

う
�
横
浜
美
術
館
の
展
示
室
は
全
部
合
わ
せ
て
も

約
３
０
０
０
平
方
メ
�
ト
ル
で
あ
る
�
こ
の
新
美

術
館
が
０
７
年
の
春
に
開
館
す
る
と
�
首
都
圏
の

美
術
展
業
界
に
大
き
な
影
響
が
出
る
も
の
と
予
想

さ
れ
る
�　

�
国
立
新
美
術
館
�
は
上
野
の
東
京

都
美
術
館
と
同
様
�
所
蔵
品
を
一
切
も
た
な
い
�

七
つ
の
展
示
室
の
う
ち
五
つ
は
団
体
展
専
用
と
な

る
�
美
術
団
体
に
と
�
て
気
に
な
る
の
は
�
上
野

に
比
べ
て
使
用
料
が
ど
れ
だ
け
上
が
る
か
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
�
私
が
関
心
を
も
つ
の
は
�
残
る
２

室
で
年
に
合
計
８
本
開
催
さ
れ
る
と
い
う
大
型
企

画
展
で
あ
る
�
そ
の
う
ち
の
数
本
は
自
前
の
展
覧

会
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
�
文
化
庁
が
付
け
る

予
算
に
は
限
り
が
あ
る
�
多
く
は
新
聞
社
・
テ
レ

ビ
局
の
企
画
と
財
布
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ

う
�
そ
れ
に
し
て
も
わ
ず
か
６
人
の
学
芸
員
で
こ

れ
だ
け
の
仕
事
を
こ
な
す
の
は
至
難
の
業
だ
�

観
て
な
い
の
に
金
と
る
の
？

　

西
洋
美
術
館　

観
覧
料
の
配
分　
　
　
　
　
　

　

国
立
の
美
術
館
・
博
物
館
の
展
覧
会
予
算
は
少

な
い
�
国
立
西
洋
美
術
館
の
場
合
�
特
別
料
金

を
取
る
展
覧
会
は
ふ
つ
う
年
３
回
開
催
し
て
い
る

が
�
そ
の
な
か
で
自
前
の
展
覧
会
は
１
本
だ
け
�

や
や
玄
人
向
け
の
内
容
を
も
つ
�
比
較
的
金
の

か
か
ら
な
い
展
覧
会
だ
�
観
覧
料
は
大
人
ひ
と
り

８
０
０
円
少
々
�
ほ
か
の
２
本
は
新
聞
社
・
テ
レ

ビ
局
を
共
催
者
と
す
る
�
巨
額
の
金
を
か
け
た
展

覧
会
だ
�
原
則
と
し
て
経
費
は
全
額
共
催
者
が
負

担
す
る
�
こ
ち
ら
は
観
覧
料
が
通
常
１
３
０
０
円
�

そ
の
う
ち
４
２
０
円
が
�
以
前
は
国
庫
に
�
現
在

は
独
立
行
政
法
人
の
財
布
に
入
り
�
残
り
は
す
べ

て
新
聞
社
・
テ
レ
ビ
局
の
も
の
と
な
る
�
４
２
０

円
と
は
国
立
の
美
術
館
・
博
物
館
の
常
設
展
観
覧

料
�
消
費
税
込
み
�
に
当
た
る
�
特
別
展
を
見
る

人
は
�
見
て
も
見
な
く
て
も
常
設
展
の
観
覧
料
を

払
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
�
悪
代
官
が
ピ
ン

ハ
ネ
す
る
よ
う
な
も
の
だ
と
批
判
す
る
共
催
者
も

い
る
�
そ
の
背
景
に
は
大
規
模
展
開
催
の
コ
ス
ト

の
高
騰
が
あ
る
�
し
か
し
国
立
の
美
術
館
・
博
物

館
と
し
て
は
�
こ
の
金
が
入
ら
な
け
れ
ば
や
�
て

い
け
な
い
� 

本
場
は
ガ
ラ
ス
キ
じ
�

　

�
ゆ
�
た
り
鑑
賞
米
国
�
と
�
混
雑
日
本
�  

　

１
０
年
前
�
国
立
西
洋
美
術
館
は
�
連
日
�
バ

�
ン
ズ
・
コ
レ
ク
シ
�
ン
展
�
の
来
館
者
で
爆
発

し
そ
う
だ
�
た
�
公
園
内
に
は
朝
か
ら
�
い
つ

果
て
る
と
も
し
れ
な
い
長
蛇
の
列
が
で
き
�
入
館

待
ち
５
時
間
と
も
報
じ
ら
れ
た
�
入
場
者
総
数

１
０
７
万
人
�
最
終
日
２
万
４
０
０
０
人
�
図
録

販
売
数
５
０
万
部
�
救
急
車
の
出
動
７
回
�
作
品

借
用
料
４
５
０
万
ド
ル
�
等
々
�
バ
�
ン
ズ
財
団

外
観
�
�
バ
�
ン
ズ
・
コ
レ
ク
シ
�
ン
展
�
は
�

展
覧
会
開
催
の
半
年
前
ま
で
は
�
ご
く
わ
ず
か
の

美
術
関
係
者
を
除
け
ば
�
バ
�
ン
ズ
と
い
う
名
す

ら
誰
も
知
ら
な
か
�
た
�
�
売
り
�
は
遺
言
に
よ

る
�
門
外
不
出
�
�
そ
れ
に
�
非
公
開
�
と
い
う

伝
説
が
付
い
て
ま
わ
�
た
�
作
品
を
展
示
し
て
い

る
フ
�
ラ
デ
ル
フ
�
ア
の
バ
�
ン
ズ
邸
の
改
修
費

調
達
を
目
的
に
�
裁
判
所
の
許
可
を
得
て
�
ワ
シ

ン
ト
ン
�
パ
リ
�
東
京
に
貸
し
出
さ
れ
た
展
覧
会

だ
�
実
は
そ
の
あ
と
さ
ら
に
３
都
市
を
巡
回
し
た

と
聞
く
�
�

巡
回
し
て
い
た
作
品
が
バ
�
ン
ズ
邸
に
戻
�

た
�
と
い
う
小
さ
な
記
事
が
新
聞
に
載
�
た
�
数

日
後
�
東
京
・
杉
並
の
お
医
者
さ
ん
か
ら
電
話

を
も
ら
�
た
�
老
母
が
�
バ
�
ン
ズ
展
�
を
見

に
い
き
た
い
と
言
�
た
が
�
あ
ま
り
の
混
雑
に
あ

き
ら
め
さ
せ
た
�
フ
�
ラ
デ
ル
フ
�
ア
に
連
れ
て

行
き
た
い
の
で
ア
ド
バ
イ
ス
を
�
と
い
う
用
件
だ

�
た
�
週
３
日
は
公
開
し
て
い
る
の
で
開
館
の
日

時
を
確
認
す
る
よ
う
に
�
観
覧
料
は
１
ド
ル
の
は

ず
�
３
０
番
街
駅
か
ら
タ
ク
シ
�
で
１
５
分
く
ら

い
�
�
�
２
�
３
カ
月
た
�
て
同
じ
お
医
者
さ
ん

10
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か
ら
丁
重
な
礼
状
が
届
い
た
�
母
と
２
人
で

心
ゆ
く
ま
で
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
�
バ

�
ン
ズ
邸
は
驚
く
ほ
ど
す
い
て
い
ま
し
た
� 

少
し
の
工
夫
な
の
に
ネ

　

三
鷹
の
森
ジ
ブ
リ
美
術
館

ジ
ブ
リ
美
術
館
は
予
約
入
館
制
を
採
用
�
�
ま
も

り
神
�
の
ロ
ボ
�
ト
兵
も
じ
�
く
り
と
楽
し
め
る
� 

　

ま
ず
�
好
ま
し
い
鑑
賞
に
必
要
な
観
覧
者
ひ
と

り
当
た
り
の
会
場
の
面
積
を
決
め
よ
う
�
こ
れ
で

観
覧
者
数
の
上
限
が
定
ま
る
�
あ
と
は
会
期
の
初

日
か
ら
最
終
日
ま
で
�
一
日
の
開
館
時
か
ら
閉
館

時
ま
で
�
平
均
し
て
ぴ
�
た
り
人
が
入
る
よ
う
に

工
夫
す
る
�
そ
の
た
め
に
は
日
時
指
定
の
前
売
り

券
を
売
る
�
た
と
え
ば
３
月
１
２
日
の
午
前
１
０

時
か
ら
１
１
時
の
あ
い
だ
に
入
館
し
て
下
さ
い
と

い
�
た
制
限
を
つ
け
る
�
夜
間
割
引
を
徹
底
す
る

一
方
�
土
�
日
�
祝
日
は
観
覧
料
金
を
上
げ
る
�

等
々
�
こ
の
種
の
方
策
は
欧
米
の
美
術
館
で
は
常

識
と
な
�
て
い
る
が
�
わ
が
国
で
は
い
�
こ
う
に

実
現
し
な
い
�
そ
れ
は
な
ぜ
か
�

　

一
般
に
新
聞
・
テ
レ
ビ
が
出
資
す
る
大
型
展
で

は
開
催
に
途
方
も
な
い
経
費
が
か
か
る
�
で
き
る

だ
け
多
く
の
人
を
入
れ
て
赤
字
を
少
な
く
し
た

い
�
あ
わ
よ
く
ば
も
う
け
た
い
と
い
う
の
が
美

術
館
を
含
む
主
催
者
の
本
音
で
あ
る
�
せ
�
か
く

開
催
す
る
の
だ
か
ら
ひ
と
り
で
も
多
く
の
人
に
見

せ
て
あ
げ
た
い
と
い
う
感
情
が
こ
れ
に
拍
車
を
掛

け
る
�
だ
か
ら
�
こ
の
種
の
展
覧
会
は
い
つ
に
な

�
て
も
お
祭
り
騒
ぎ
の
域
を
脱
し
な
い
�
�
鑑
賞
�

と
�
お
祭
り
��
あ
な
た
は
ど
ち
ら
を
選
び
ま
す

か
？

も
�
と
安
く
な
る
ノ
ニ

　

ぜ
ひ
欲
し
い　

国
の
美
術
品
補
償

　

展
覧
会
開
催
の
経
費
は
近
年
上
昇
の
一
途
を
た

文
化
の
お
値
段 

　

横
浜
美
術
館　

１
円
は
高
い
？　

 

　

横
浜
美
術
館
を
運
営
す
る
た
め
に
�
お
じ
い
ち

�
ん
�
お
ば
あ
ち
�
ん
か
ら
生
ま
れ
た
ば
か
り
の

赤
ち
�
ん
に
至
る
ま
で
�
横
浜
市
民
は
毎
日
ひ
と

り
１
円
ず
つ
払
�
て
い
る
と
聞
い
た
ら
�
皆
さ
ん

ど
う
思
い
ま
す
か
？　

近
年
�
予
算
が
大
幅
に
削

減
さ
れ
て
き
た
の
で
い
ま
で
は
１
円
を
割
�
て
い

る
が
�
２
�
３
年
前
ま
で
は
�
人
件
費
�
光
熱
費

を
含
め
て
１
日
当
た
り
３
５
０
万
円
ほ
ど
か
か
�

た
�
横
浜
市
の
人
口
は
約
３
５
０
万
人
�
だ
か
ら
�

ひ
と
り
当
た
り
１
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
�
こ
れ

が
文
化
・
芸
術
の
値
段
と
い
う
も
の
な
の
だ
ろ
う
�

こ
の
１
円
が
高
い
の
か
安
い
の
か
�
私
に
も
ピ
ン

と
こ
な
い
�
年
間
の
光
熱
費
が
１
億
５
０
０
０
万

円
と
い
�
た
方
が
理
解
し
や
す
い
か
も
し
れ
な

い
�
横
浜
美
術
館
に
来
て
よ
く
わ
か
�
た
こ
と
は
�

当
然
と
は
い
え
�
こ
の
ま
ち
で
は
文
化
や
芸
術
が

予
算
上
福
祉
や
清
掃
と
ま
�
た
く
同
じ
テ
�
ブ
ル

の
上
に
の
�
て
い
る
こ
と
で
あ
る
�
市
民
生
活
を

支
え
る
市
の
予
算
の
中
で
�
美
術
館
も
ま
た
市
民

生
活
に
と
�
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を

理
解
し
て
も
ら
う
の
は
�
と
く
に
不
況
下
に
お
い

て
は
容
易
で
な
い
�美
術
館
は
役
に
立
つ
と
こ
ろ
�

楽
し
い
と
こ
ろ
と
い
う
こ
と
を
�
し
つ
こ
く
訴
え

て
い
く
ほ
か
は
な
い
�

大
切
な
役
割 

　

も
う
一
つ
�
公
立
美
術
館
の
大
切
な
役
割
と
し

て
�
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
教
育
施
設
と
し
て
の
位

置
を
占
め
て
い
ま
す
�
単
な
る
展
示
ス
ペ
�
ス
で

は
な
く
教
育
普
及
の
ス
ペ
�
ス
な
の
で
す
�
子
供

が
優
れ
た
美
術
に
接
す
る
機
会
を
作
る
こ
と
は
�

大
人
の
責
任
で
す
�
美
術
館
は
学
校
と
連
携
し
�

感
性
豊
か
な
子
供
た
ち
を
育
て
る
義
務
が
あ
る
�

よ
く
�
花
は
美
し
い
�
と
か
�
�
海
や
空
は
青

い
�
と
か
�
一
般
的
に
言
う
が
�
こ
の
表
現
は
決

し
て
正
確
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�
花
だ
�
て
美
し
い

花
ば
か
り
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
�
海
や
空
だ
�

て
変
化
し
ま
す
�
直
に
見
て
こ
そ
�
�
こ
の
花
が
�

こ
の
空
が
�
と
言
え
る
の
で
す
�
美
術
館
で
の
美

の
発
見
は
�
心
の
感
動
で
す
�
芸
術
の
味
わ
い
は
�

感
動
と
の
出
会
い
で
あ
り
�
そ
れ
が
生
活
の
糧
に

な
る
の
で
す
�

　

２
０
０
２
年
４
月
か
ら
�
新
学
習
指
導
要
領
に

小
学
校
の
図
画
工
作
や
中
学
校
の
美
術
で
�
鑑
賞

を
充
実
す
る
方
針
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
�
文
部
科

学
省
も
同
時
期
か
ら
国
立
美
術
館
・
博
物
館
の
常

設
展
を
小
中
学
生
は
年
間
通
じ
無
料
に
し
た
の
は

大
い
に
歓
迎
で
す
�

美
術
館
の
�
倒
産
�　

？

　

美
術
館
も
生
ま
れ
た
時
は
皆
に
祝
福
さ
れ
る
�

前
途
は
洋
々
�
銀
の
ス
プ
�
ン
を
く
わ
え
て
生

ま
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
気
に
な
る
�
と
こ
ろ
が

１
０
年
た
つ
か
た
た
な
い
う
ち
に
�
金
食
い
虫
の

ド
ラ
息
子
の
よ
う
に
言
わ
れ
�
揚
げ
句
の
は
て
は

勘
当
と
い
う
こ
と
に
な
る
�

　

い
ま
が
け
�
ぷ
ち
に
立
た
さ
れ
て
い
る
の

は
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
だ
�
維
持
費
年
間

１
億
５
０
０
０
万
円
に
対
し
�
収
益
は
た
�
た

の
８
０
０
万
円
�
昨
年
１
０
月
末
�
兵
庫
県
芦

屋
市
は
大
胆
な
行
政
改
革
実
施
計
画
を
発
表
し

た
�
美
術
博
物
館
に
つ
い
て
は
民
間
委
託
を
検
討

し
�
０
６
年
度
末
ま
で
に
そ
れ
が
実
現
し
な
い
場

合
は
�
売
却
ま
た
は
閉
館
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
�

こ
れ
ま
で
に
も
民
間
経
営
の
小
規
模
美
術
館
の
閉

館
は
続
い
て
い
た
�
デ
パ
�
ト
が
運
営
す
る
�
美

術
館
�
は
す
で
に
大
半
が
姿
を
消
し
て
い
る
�
し

か
し
�
税
収
減
を
理
由
に
公
立
美
術
館
が
閉
館
す

る
と
い
う
話
は
き
い
た
こ
と
が
な
い
�
芦
屋
市
立

美
術
博
物
館
が
閉
館
す
る
こ
と
に
で
も
な
れ
ば
�

そ
れ
は
全
国
の
公
立
美
術
館
・
博
物
館
に
雪
崩
�
な

だ
れ
�
現
象
を
ひ
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
�

そ
も
そ
も
何
な
ん
だ
！

　

そ
も
そ
も
公
立
の
美
術
博
物
館
と
は
一
体
何
を

す
る
と
こ
ろ
な
の
か
�
そ
う
い
う
確
認
�
覚
悟
が

で
き
て
い
な
い
の
に
�
事
業
収
入
だ
け
で
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ス
ト
を
み
ろ
�
と
い
う
の
は
そ
も
そ
も
不

格
言
で
す

そ
れ
は
�
通
り
過
ぎ
る
あ
な
た
次
第
で
す
よ

私
が
墓
場
に
な
る
か　

宝
庫
に
な
る
か
�

語
る
か
沈
黙
す
る
か
�ど
ち
ら
に
す
る
か
は
�

あ
な
た
自
身
が
決
め
る
こ
と
で
す
�

友
よ　

欲
す
る
こ
と
な
く
�

こ
こ
に
入
�
て
は
い
け
ま
せ
ん

こ
の
文
章
は
�
フ
ラ
ン
ス
国
立
人
類
学

博
物
館
の
入
口
の
壁
に
掲
げ
て
い
る
銘
文
で

す
�
要
は
�
博
物
館
へ
何
の
目
的
も
な
く
�

何
も
求
め
ず
来
て
は
だ
め
で
す
よ
�
と
い
う

こ
と
で
す
�
こ
の
こ
と
は
美
術
館
に
も
適
用

さ
れ
る
教
訓
だ
と
思
い
ま
す
�

可
能
で
�
が
ん
ば
�
て
も3

0

％
く
ら
い
が
限
度

で
す
�
つ
ま
り
税
金
を
投
入
す
る
こ
と
の
大
義
名

分
�
意
味
は
何
な
の
か
�
考
え
て
お
く
必
要
が
あ

る
し
�
当
然
そ
れ
に
市
民
が
同
意
す
る
こ
と
が
必

要
な
の
で
す
�

　

美
術
館
を
行
政
が
持
つ
こ
と
の
意
味
で
す
が
�

今
の
と
こ
ろ
は
教
育
委
員
会
の
社
会
教
育
の
機
能

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
�
さ
ら
に
博
物

館
法
で
い
え
ば
�
美
術
品
の
収
集
と
保
存
�
研
究
�

普
及
教
育
な
ど
の
機
能
が
あ
り
ま
す
�
ま
ず
そ
う

い
う
こ
と
に
対
し
て
�
お
金
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
な
い
と
い
け
な
い
�

全
国
的
に
み
て
も
収
益
率
が
４
・
５
％
と
い
う
と

こ
ろ
が
あ
る
�
こ
れ
は
も
う
�
全
国
的
に
公
立
美

術
館
が
公
費
で
は
も
は
や
立
ち
行
か
な
い
�
つ
ま

り
税
金
を
投
入
し
な
け
れ
ば
立
ち
行
か
な
い
と
い

う
こ
と
�
本
来
�
入
場
料
や
事
業
収
入
で1

0
0

％

運
営
で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
�
税
金
を
使

�
て
で
も
維
持
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
役
割
と
い

う
も
の
が
�
公
共
施
設
に
は
必
ず
あ
る

ど
�
て
い
る
�　

美
術
品
を
借
り
る
際
に
は
当
然

な
が
ら
保
険
を
掛
け
る
�
海
外
か
ら
借
り
る
場
合
�

保
険
料
率
は
評
価
額
の
０
�
１
５
％
未
満
だ
�
た
�

と
こ
ろ
が
�
９
月
１
１
日
�
２
０
０
１
年
同
時
多

発
テ
ロ
�
�
を
境
に
こ
の
率
は
倍
以
上
に
は
ね
上

が
�
た
�
掛
け
金
が
１
億
５
０
０
０
万
円
を
超
す

展
覧
会
も
あ
る
�
主
催
者
と
し
て
は
観
覧
料
を
値

上
げ
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
�
そ
ん
な
こ
と
を
し
た

ら
客
離
れ
が
進
む
だ
け
だ
�

現
在
日
本
巡
回
中
の
�
大
英
博
物
館
展
�
で
も
�

多
額
の
保
険
が
掛
け
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い 

　

そ
こ
で
最
近
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
�
美

術
品
の
国
家
補
償
制
度
で
あ
る
�
海
外
か
ら
美

術
品
を
借
り
る
場
合
�
政
府
が
保
険
会
社
に
代

わ
�
て
賠
償
責
任
を
負
う
と
い
う
も
の
で
�
欧

米
で
は
広
く
採
用
さ
れ
て
い
る
�
ア
メ
リ
カ
で

は
１
９
７
５
年
に
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
て
以

来
�
２
７
年
間
に
政
府
が
支
払
�
た
賠
償
金
は
２

件
�
１
０
万
４
７
０
０
ド
ル
で
あ
�
た
と
聞
く
�

わ
が
国
で
も
か
な
り
前
か
ら
文
化
庁
�
新
聞
各
社
�

全
国
美
術
館
会
議
�
加
盟
約
３
５
０
館
�
が
導
入

を
要
望
し
て
き
た
が
�
大
蔵
省
�
財
務
省
�
は
な

ぜ
か
拒
み
続
け
て
き
た
�　

と
も
か
く
�
財
務
大

臣
谷
垣
先
生
�
ご
勇
断
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
�

11



カラー図版②

上の絵を見て感想を書いてみようと言われて、ハイな、って書ける人は、何人いるでしょうか？。
読書感想文は誰でも書いたことがあるでしょうが、実は、美術感想文は、ほとんどの人が書いたことがないのです。でもやってみましょう。
この作業が、美術鑑賞講座のすべての出発点ですヨ。

左
の
絵
を
見
て

　
　

感
じ
た
こ
と
を

　
　
　
　

書
い
て
く
だ
さ
い

 
 

①　
少
年
美
術
館
の
為
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(

志
賀
直
哉

)

　

美
術
鑑
賞
の
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
だ
ら
う
が
�
私

の
経
験
か
ら
言
う
と
�
総
て
自
分
の
実
感
に
頼
�
て
�

そ
れ
で
素
直
に
理
解
し
�
段
段
に
進
ん
で
行
く
の
が
一

番
安
全
な
正
し
い
方
法
だ
と
思
ふ
�

　

最
初
か
ら
美
術
史
に
頼
�
て
�
こ
れ
は
有
名
な
絵

で
�
立
派
な
作
だ
さ
う
だ
と
い
ふ
の
で
�
本
当
に
そ
れ

が
�
自
分
の
力
で
理
解
消
化
さ
れ
な
い
ま
ま
に
通
過

し
�
進
ん
で
他
の
も
の
へ
鑑
賞
を
移
す
と
い
ふ
や
り
方

は
進
歩
が
早
い
や
う
に
見
え
て
�
実
は
空
洞
を
残
し
�

又
後
戻
り
し
て
そ
れ
を
埋
め
な
く
て
は
な
ら
ぬ
や
う
な

こ
と
に
な
る
�
こ
の
や
り
方
で
は
自
分
の
勘
が
養
は
れ

な
い
�
美
術
研
究
家
と
い
ふ
も
の
は
色
々
細
か
い
こ
と

を
知
�
て
ゐ
て
�
そ
れ
を
精
し
く
本
に
書
く
の
で
�
読

者
は
美
術
を
理
解
す
る
為
に
は
さ
う
い
う
事
ま
で
一
々

知
�
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
と
い
ふ
気
に
な
り
�
色
々

な
事
を
�
知
る
�
に
急
に
な
り
�
作
品
そ
の
も
の
か
ら

直
接
�
感
ず
る
�
事
が
疎
か
に
な
る
�

　

そ
れ
は
鑑
賞
の
本
道
で
は
な
い
�
研
究
家
に
と
�
て

必
要
な
事
が
必
ず
し
も
鑑
賞
家
に
と
�
て
は
必
要
で
な

い
事
も
幾
ら
も
あ
る
�
誰
も
彼
も
が
専
門
家
の
真
似
を

し
て
�
部
分
的
な
細
か
い
事
を
知
ら
う
と
し
�
却
�
て

大
切
な
事
を
見
落
と
し
て
ゐ
る
や
う
な
場
合
が
よ
く
あ

る
�

　

二
十
年
程
前
�
奈
良
に
住
ん
で
ゐ
た
頃
�
仏
教
美
術

研
究
会
と
い
ふ
大
体
は
素
人
で
�
そ
れ
に
少
数
の
玄
人

の
混
�
た
会
が
あ
�
て
�
あ
る
時
�
私
は
臨
時
会
員
に

な
�
て
甲
山
の
如
意
輪
観
音
を
見
に
行
�
た
事
が
あ

る
�
私
は
一
緒
に
行
�
た
の
だ
が
�
仏
像
を
厨
司
か
ら

出
し
て
貰
ふ
と
�
皆
は
そ
れ
で
も
五
六
分
は
静
か
に
眺

め
て
ゐ
た
が
�
そ
れ
か
ら
は
観
音
像
を
逆
様
に
し
て
懐

中
電
灯
で
腹
の
内
側
を
調
べ
た
り
�
巻
尺
を
出
し
て
肩

か
ら
ひ
ぢ
ま
で
寸
法
を
計
�
て
ノ
�
ト
に
つ
け
る
や

ら
�
ま
る
で
洋
服
で
も
拵
へ
る
よ
う
な
騒
ぎ
で
�
私
は

さ
う
い
ふ
連
中
と
の
美
術
行
脚
は
一
遍
で
懲
り
て
し

ま
�
た
�

美
術
を
好
き
に
な
る
の
は
い
い
が
�
通
が
る
興
味
が
主

に
な
ら
ぬ
よ
う
注
意
す
る
方
が
い
い
�
陶
磁
器
の
鑑
賞

に
し
て
も
�
本
な
ど
で
土
の
事
な
ど
が
精
し
く
な
る

と
�
陶
器
そ
の
も
の
全
体
を
鑑
賞
す
る
よ
り
も
�
先
ず

裏
の
釉
の
か
か
�
て
ゐ
な
い
あ
た
り
を
虫
眼
鏡
で
し
き

り
に
調
べ
�
そ
し
て
通
を
伝
ふ
�
か
う
い
ふ
鑑
賞
の
仕

方
を
私
は
好
ま
な
い
�

　

自
分
の
勘
を
正
し
く
�
段
々
に
発
達
さ
す
よ
う
に
す

る
の
が
一
番
い
い
�
然
し
そ
れ
に
は
相
当
永
い
年
月
が

か
か
る
が
�
そ
れ
で
得
た
鑑
賞
力
は
本
物
で
�
借
り
も

の
で
は
な
い
か
ら
�
他
の
美
術
の
鑑
賞
に
も
応
用
が
利

き
�
少
し
づ
づ
で
も
進
む
楽
し
み
が
あ
る
�

　

ゴ
�
ホ
が
美
し
い
と
か
�
ル
オ
�
が
い
い
と
か
本
で

教
へ
ら
れ
�
自
身
の
幼
稚
な
鑑
賞
力
で
は
解
ら
な
い
の

を
鵜
呑
み
に
感
心
し
て
了
ふ
の
は
却
�
て
本
当
の
理
解

を
遅
ら
せ
る
場
合
が
あ
る
�
実
感
で
感
心
す
る
よ
う
に

な
る
ま
で
は
素
直
に
分
か
ら
な
い
な
ら
�
分
か
ら
な
い

と
し
て
置
く
ほ
う
が
い
い
�

　
　

�
志
賀
直
哉
全
集
�
第
１
７
巻
�
岩
波
書
店1

9
7

さ
て
�
ア
ナ
タ
は
�

美
術
の
鑑
賞
と
は
�

　

ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
？

　

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
？

と
�
お
困
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
�

こ
れ
か
ら
�
そ
の
疑
問
に

お
応
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
�

で
も
�
そ
の
た
め
に
は
�

ア
ナ
タ
に
も
�
活
動
し
て
も
ら
わ

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
�

見
て
・
考
え
て
・
さ
ら
に
見
る
�

そ
の
う
ち
に
�
誰
で
も
美
術
通
に

�
　

�　

？

マ
ズ
は
�
左
の
辞
書
的
意
味
を
ご

ら
ん
あ
れ

12



　
　
　
　
　
　
　

変
だ
な
�
て
思
い
ま
せ
ん
か
？

今
日
は
�
美
術
鑑
賞
講
座
そ
の
１
で
す
�

実
は
�

辞
書
を
見
て
も
あ
い
ま
い
な
美
術
鑑
賞
�

鑑
賞
と
は
�
ど
の
よ
う
な
活
動
な
の
か
を
考
え

ま
す
�

ま
ず
は
�

自
分
の
実
感
こ
そ
が
鑑
賞
だ
と

さ
り
げ
な
く
答
え
て
い
る

志
賀
直
哉
の
文
章
を
読
ん
で
く
だ
さ
い
�

　

あ
な
た
は
�

　
　

そ
う
だ
�
そ
の
と
お
り
だ
よ
直
哉
君
！

　
　
　
　

�
て
賛
同
で
き
る
で
し
�
う
か
�

鑑
賞
に
つ
い
て
は
�
幾
つ
か
の
考
え
方
が
あ
り

ま
す
�
ど
の
よ
う
な
鑑
賞
の
方
法
が
あ
る
の
か

を
考
え
ま
し
�
う
・

　

�
鑑　

賞
�
芸
術
作
品
を
味
わ
い
理
解
す
る
こ
と
�

　
　
　
　

�
絵
画
を―

す
る
�
�
音
楽―

�
　
　

�
大
辞
林
�

�
鑑
賞
眼
�
芸
術
作
品
を
深
く
味
わ
い
�
そ
の
性
質
・
効　
　

　
　
　

果
・
価
値
な
ど
を
明
ら
か
に
し
得
る
能
力
�

�
鑑　

賞
�　

鑑
賞
も
受
容
的
美
意
識
を
さ
す
こ
と
は
観
照
や
享

受
と
同
様
で
あ
る
が
�
主
と
し
て
芸
術
の
場
合

に
適
用
さ
れ
�
か
つ
特
に
対
象
に
つ
い
て
積
極

的
な
価
値
認
識
の
意
味
を
ふ
く
む
も
の
で
�
厳

密
な
美
学
上
の
用
語
と
し
て
は
あ
ま
り
使
用
さ

れ
な
い
�　

�
美
学
事
典
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

味
わ
う
こ
と
と　
　
　
　

理
解
す
る
こ
と
と
は　
　

　
　
　
　

違
う
で
し
�
？

辞
書
的
意
味
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MEMO

Administrator
テキストボックス
ミレー（GREAT　ARTISTS　９６　抜粋

Administrator
テキストボックス
ミレー　（中山：少年美術館のために）

Administrator
テキストボックス
ミレー　種を蒔く人

Administrator
テキストボックス
ミレーとバルビゾン派（小学館大全集）

Administrator
テキストボックス
ゴッホ　アルルの跳ね橋

Administrator
テキストボックス
ゴッホ　タンギー爺さん

Administrator
テキストボックス
ゴッホ　星月夜

Administrator
テキストボックス
ゴッホ「アルルの寝室」

Administrator
テキストボックス
ゴッホ「オーベールの教会」

Administrator
テキストボックス
ゴッホ「椅子とパイプ」

Administrator
テキストボックス
ゴッホ晩年と自画像（巨匠の世界）

Administrator
テキストボックス
ゴッホ　近代絵画（小林秀雄）



　　

絵画を見て、何を感じ・考えるか

Ａ、イタリア人のダンスの先生が、生徒の踊りをチェッ
クしているように見える。

Ｂ、どこかの都会の郊外の結構高さのあるマンションの
一室の天気の良い土曜日の午後という気がする。

Ｃ、椅子の色が良い。
Ｄ、妙な髪形と髪の色
Ｅ，色使いが自分の好み
Ｆ，嫌い、特に顔が気持ち悪い。手や足の組み
方が不自然。

Ｇ、ナイーブな感じ
Ｈ、物憂げな表情にも穏やかな表情にも見える
Ｉ，柔らかい雰囲気、静か
Ｊ，きれいな女の人だ
Ｋ，多分男なんだろうが、オカマみたいな顔をし
てる。

Ｌ，殺風景だなあ。
Ｍ，年齢は 20歳代後半のようだ。
Ｎ，顔だけ妙にリアルで、体は平面的。

Ｏ、壁のたての線が曲がっているように感じる。
Ｐ、影がない。
Ｑ，肌に色味がない。
Ｒ，輪郭線が強い。線が目立つ。

Ｓ、男か女か区別できない。
Ｔ、どういう服を着ているかわからない。
Ｕ，上に着ている白いものは何だろう。
Ｖ，どちらから光が当ってるのかわからない。
Ｗ，奥行きのないバックはわざとなんだろうか。
Ｘ，腰から尻が真っ黒でよくわからない。
Ｙ，この人はなぜこんな格好をしてるのかな。
Ｚ，どんな画材で描かれてるのかな
a，ポーズしてるのか、考え事してるのかな。
b．この人は作者とどういう関係にあるのかな。

c、作者はもっとリアルに描けるはずなのに、な
ぜこういう描き方をしたのかな、と考えると、
力の抜けた気だるい感じを出したかったから
だと思う。

d、この人の着ている上着の赤と、タイツの赤が同
じだから、上下つながっているタイツかな。

e，体格からして男だとおもうけれども、色っぽい
目つき、顔つき。

f，都会の生活を自由気ままに楽しむ青年ぽいかな
。でも、やっぱり、気ままな生活の中にも悩
みをかかえていそうだな。

①　連想

②　好き嫌い

■　主観的な感想

④　疑問

　鑑賞記録ー H10/11 月　釧教大美術科 1年生 11 名

⑤　自問自答

g、ピカソの絵だ
h，構図はオーソドックス
i，制作時期は 19世紀末～ 20世紀初期ぐらい。
j，人物自体は斜めだが、支えるように構図が重い
三角形になっていると思う。

k，絵具を平らに塗っているのに、頬や顎、脚にも
肉感や厚みがある。

■　客観的事実

■　客観性が強い感想

●ピカソ作　「腕を組んで座るサルタンバンク」

カラー図版③

基
本
は
�

感
想

感
想
ナ
ン
テ
�

　
　
　

と
い
う
勿
れ
�

　
　
　
　
　
　

下
の
図
の
よ
う
に

感
想
は

　
　
　

志
賀
直
哉
セ
ン
セ
イ

　
　
　
　

が
い
う
�
実
感
�
だ
と
思
い
ま
す
�

私
た
ち
は
�
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
�
�
読
書
感

想
文
�
な
る
も
の
は
書
い
た
覚
え
が
あ
る
で

し
�
う
が
�
美
術
感
想
文
は
�
ほ
と
ん
ど
の
人

が
書
い
た
こ
と
は
な
い
で
し
�
う
�

美
術
感
想
文
を
書
く
こ
と
で
�

美
術
の
感
想
力
も
�
育
成
で
き
る
は
ず
で
す
�

　

左
記
の
�

　

赤
瀬
川
サ
ン
の
文
章
を
ご
覧
く
だ
さ
い
�

　

ス
バ
ラ
シ
イ
感
想
文
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
�

で
も
�
感
想
文
も
�
実
は
�
サ
ン
プ
ル
を
見
て
�

�
ソ
ウ
カ
�
コ
ン
ナ
風
ニ
書
ケ
バ
良
イ
ノ
カ
�

�
て
こ
と
を
知
�
た
上
で
な
け
れ
ば
�
な
か
な

か
書
け
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
�

　

皆
さ
ん
も
書
い
て
見
ま
し
�
う
�

一
気
に
�
確
実
に
�
感
想
力
が
つ
き
ま
す
ヨ
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感
想
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

Administrator
テキストボックス
鑑賞教育における観察段階の指導　１

Administrator
テキストボックス
鑑賞教育における観察段階の指導　２



与謝蕪村　「鴉　図」

不
思
議
な
人
物
像
だ
�
人
物
像
で
は
あ
る
け
ど
�
そ
れ
以

前
に
ピ
カ
ソ
の
絵
で
あ
る
�
ピ
カ
ソ
の
絵
が
た
ま
た
ま
人

物
像
の
形
を
し
て
い
る
�
そ
う
い
う
妙
な
印
象
を
受
け
る
�

赤
い
色
を
使
�
て
い
る
け
ど
�
ひ
ん
や
り
と
冷
た
い
�
そ

の
冷
た
さ
が
気
持
ち
い
い
�

ぼ
く
は
い
わ
ゆ
る
金
持
ち
に
な
�
た
こ
と
は
な
い
が
�
お

金
持
ち
の
持
�
て
い
る
一
種
の
冷
た
さ
�
冷
た
さ
と
い
�

て
悪
け
れ
ば
一
種
の
冷
静
が
�
こ
の
絵
の
感
じ
な
の
だ
ろ

う
か
と
思
�
た
り
す
る
�
変
な
た
と
え
に
な
�
て
し
ま
�

た
�

非
常
に
明
晰
な
印
象
を
受
け
る
の
で
あ
る
�
き
�
ち
り
と

つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
�
端
が
ば
ら

ば
ら
と
ほ
ど
け
て
い
て
�
少
し
ほ
つ
れ
た
り
し
て
い
る
�

で
も
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
�
こ
の
絵
を
貫
い
て
い
る
主
軸

は
明
晰
で
あ
る
�

人
物
を
描
い
て
い
る
け
ど
�
人
物
の
描
写
で
は
な
い
の
だ
�

人
物
の
形
を
借
り
て
�
色
を
塗
り
�
線
を
引
い
て
い
る
�

そ
の
ほ
う
が
手
続
き
が
簡
単
だ
か
ら
そ
う
し
て
い
る
と
い

う
ふ
う
で
�
そ
こ
の
と
こ
ろ
に
ひ
ん
や
り
と
し
た
気
持
ち

よ
さ
を
感
じ
る
�
ピ
カ
ソ
の
絵
が
た
ま
た
ま
人
物
像
の
形

を
し
て
い
る
�
と
書
い
た
の
は
そ
の
感
覚
の
こ
と
な
の
だ
�

そ
の
く
せ
こ
の
人
物
は
目
が
生
き
て
い
る
�
じ
�
と
確
実

に
何
か
を
見
て
い
る
�
で
も
見
て
い
る
の
は
マ
ナ
コ
だ
け

で
�
そ
こ
に
繋
が
る
頭
の
中
で
は
別
の
こ
と
を
考
え
て
い

る
�
だ
か
ら
困
る
の
だ
�

こ
の
絵
で
も
わ
か
る
よ
う
に
�
具
象
で
は
あ
る
け
ど
�
描

芥
川
賞
作
家
の
美
術
感
想
文

塗
�
残
�
�
描
�
�
雪
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

こ
の
絵
で
は
鴉
も
い
い
け
ど
�
私
は
雪
が
好
き
だ
�
白
い

紙
の
上
に
薄
墨
で
背
景
を
塗
り
こ
め
な
が
ら
�
そ
の
塗
り
残

し
を
点
々
と
上
手
く
配
し
て
雪
と
し
て
い
る
�
風
も
や
ん
で

�
か
な
り
ボ
タ
ン
雪
ふ
う
の
も
の
が
�
ひ
ら
ひ
ら
と
舞
い
落

ち
て
い
る
�
そ
の
ひ
ら
ひ
ら
と
ば
た
つ
い
た
感
じ
が
な
ん
と

も
い
え
な
い
�
た
し
か
に
風
の
な
い
日
に
降
る
雪
な
ん
て
こ

う
い
う
も
の
だ
�
こ
れ
が
し
か
し
�
白
い
絵
具
の
筆
で
描
い

た
雪
よ
り
も
は
る
か
に
迫
�
て
見
え
る
の
は
ど
う
い
う
こ
と

か
�

　

ふ
つ
う
な
ら
�
塗
り
残
す
と
い
う
面
倒
な
こ
と
を
せ
ず
に

�
白
い
絵
具
で
雪
を
点
々
と
描
い
て
い
く
は
ず
で
あ
る
�
し

か
し
こ
の
絵
で
は
�
背
景
を
薄
墨
で
塗
り
こ
め
な
が
ら
�
そ

の
薄
墨
を
何
と
な
く
塗
り
残
し
て
い
く
と
�
そ
の
塗
り
残
し

が
け
�
こ
う
い
い
感
じ
の
雪
に
な
�
て
く
る
�
う
ん
�
こ
れ

は
い
い
ぞ
と
�
ま
た
あ
ち
こ
ち
塗
り
残
し
て
い
き
な
が
ら
�

こ
の
手
法
を
見
つ
け
た
の
は
こ
の
と
き
が
は
じ
め
て
か
�
あ

る
い
は
す
で
に
手
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
た
か
は
知
ら
な

い
が
�
と
に
か
く
塗
り
残
し
て
描
く
と
い
う
快
感
を
味
わ
い

な
が
ら
塗
り
進
め
て
い
く
う
ち
に
�
そ
の
画
面
が
ま
す
ま
す

雪
は
ら
は
ら
の
空
間
に
で
き
あ
が
�
て
い
く
�
こ
の
背
景
の

雪
は
気
持
ち
い
い
�

　

蕪
村
は
文
人
画
の
大
家
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
�
文
人
画
と

い
え
ば
文
人
の
余
技
の
絵
に
な
る
か
ら
素
人
の
絵
と
い
う
こ

と
で
あ
る
�
そ
う
す
る
と
素
人
の
絵
の
大
家
と
い
う
変
な
こ

と
に
な
る
の
だ
け
ど
�
そ
こ
は
じ
つ
に
面
白
い
と
こ
だ
と
思

う
�
何
事
も
プ
ロ
が
素
晴
ら
し
い
と
は
限
ら
な
い
�
い
�
た

ん
プ
ロ
と
な
る
と
身
に
つ
け
た
技
術
に
縛
ら
れ
て
身
軽
な
振

る
舞
い
が
で
き
な
く
な
�
て
し
ま
う
の
だ
�
い
わ
ば
プ
ロ
の

悲
哀
で
あ
る
�
プ
ロ
は
�
画
業
の
ほ
か
に
何
も
無
い
一
本
道

を
進
み
�
そ
の
道
の
な
く
な
�
た
先
ま
で
進
ん
で
超
プ
ロ
と

な
る
�
一
方
�
素
人
に
は
や
は
り
甘
さ
が
あ
る
�
そ
の
甘
さ

が
過
激
な
ほ
ど
に
な
り
�
超
素
人
と
な
�
た
と
こ
ろ
で
プ
ロ

を
凌
駕
す
る
こ
と
が
�
時
と
し
て
あ
る
�
プ
ロ
の
作
法
に
頓

着
し
な
い
で
�
自
分
自
身
の
感
覚
だ
け
で
横
滑
り
し
て
�
そ

の
ま
ま
最
長
不
倒
距
離
に
ま
で
達
し
た
と
き
だ
�

超
素
人
と
超
プ
ロ
と
な
れ
ば
�
こ
れ
は
ど
ち
ら
も
甲
乙
つ
け

が
た
い
�

蕪
村
の
絵
を
見
て
い
て
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
た
�
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名
画
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本
�
日
本
画
編
�
赤
瀬
川
源
平�

光
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�
�
�
�
�
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9
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�

1
8
0
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写
的
で
は
な
い
の
だ
�
形
は
人
間
な
の
だ
け
ど
�
非
常
に
金

属
的
な
感
触
で
あ
る
�
金
属
か
�
石
膏
か
�
他
の
合
金
か
わ

か
ら
な
い
け
ど
�
そ
れ
が
人
体
と
そ
�
く
り
な
形
を
成
し
て

い
る
�
そ
の
感
覚
に
す
ご
く
共
感
す
る
の
だ
�

ぼ
く
に
お
金
が
あ
�
た
ら
自
分
で
買
い
た
い
�
と
思
�
た
�

　
ぼ
く
は
買
い
た
い
か
�
そ
う
で
も
な
い
か
�
と
い
う
の
を
絵

を
見
る
尺
度
に
し
て
い
る
�
も
ち
ろ
ん
と
て
も
�
そ
ん
な
何

億
も
の
大
金
は
な
い
�
で
も
も
し
大
金
が
あ
れ
ば
�
そ
れ
を

支
払
う
用
意
は
あ
る
�
い
ざ
と
い
う
と
き
に
は
好
き
な
絵
を

買
う
準
備
だ
け
は
し
て
お
か
な
い
と
い
け
な
い
�
と
い
う
の

は
半
分
叶
わ
ぬ
冗
談
で
は
あ
る
の
だ
け
ど
�
そ
れ
が
い
ち
ば

ん
よ
い
絵
の
見
方
だ
と
思
�
て
い
る
�　

　

�
線
を
使
�
た
不
思
議
な
手
法
�

こ
の
絵
は
明
晰
な
空
気
の
中
に
不
思
議
さ
が
含
ま
れ
て
い

る
�
不
思
議
さ
の
一
番
は
�
背
景
の
壁
に
残
さ
れ
て
い
る

人
物
ら
し
き
デ
�
サ
ン
の
跡
だ
�
こ
の
絵
で
は
そ
う
い
う
描

き
残
し
の
デ
�
サ
ン
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
�
さ
ば
さ

ば
�
と
大
雑
把
に
塗
ら
れ
た
古
い
漆
喰
の
よ
う
な
壁
面
が
い

い
�
こ
の
壁
の
色
の
い
い
加
減
さ
が
あ
�
て
�
こ
の
絵
の
み

ず
み
ず
し
さ
が
保
た
れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
�

そ
の
上
に
�
そ
�
け
な
く
�
細
い
フ
リ
�
ハ
ン
ド
の
筆
の
線

で
�
ひ
�
ろ
ひ
�
ろ
と
�
と
り
あ
え
ず
と
い
う
感
じ
で
�
右

側
の
線
な
ど
は
ち
�
�
と
傾
い
て
し
ま
�
た
り
し
て
い
る
�

そ
の
と
り
あ
え
ず
の
感
じ
が
気
持
ち
い
い
�
画
面
左
側
の
�

上
か
ら
二
本
目
の
線
な
ど
�
引
き
始
め
の
ち
�
�
と
い
�
た

と
こ
ろ
で
絵
具
が
べ
ち
�
�
と
多
め
に
つ
い
て
し
ま
�
て
�

ま
あ
し
�
う
が
な
い
か
と
い
う
感
じ
が
�
す
�
す
�
と
し
た

隙
間
風
で
�
呼
吸
が
楽
だ
�

そ
し
て
い
ち
ば
ん
好
き
な
の
が
�
壁
の
曲
が
り
角
の
と
こ

ろ
で
�
二
つ
の
二
本
線
の
間
を
繋
ぐ
ち
�
�
と
し
た
Ｓ
字
形

の
曲
線
�
お
そ
ら
く
こ
こ
に
ち
�
�
と
し
た
ク
ラ
シ
�
ク
な

曲
面
を
持
つ
幅
広
の
木
が
横
に
打
ち
つ
け
て
あ
る
の
だ
ろ
う

が
�
そ
の
わ
ず
か
な
表
現
に
じ
つ
に
愛
嬌
が
あ
る
�

ピ
カ
ソ
だ
な
あ
と
思
う
�
そ
れ
も
ヨ
�
ロ
�
パ
人
の
ピ
カ
ソ

だ
な
あ
と
思
う
の
で
あ
る
�

こ
の
絵
は
線
の
絵
な
の
だ
�
い
わ
ば
抽
象
の
線
で
あ
�
て
�

対
象
を
見
な
が
ら
の
描
写
の
線
で
は
な
い
の
で
あ
る
�

筆
を
置
い
た
と
き
�
気
持
ち
よ
か
�
た
だ
ろ
う
と
想
像
す
る
�

す
�
�
と
神
霊
に
交
わ
�
た
よ
う
な
気
分
に
な
�
て
�
そ
の

す
ぐ
後
に
は
も
う
次
の
キ
�
ン
バ
ス
に
向
か
�
て
い
た
の
だ

ろ
う
�

　
　
　

�
日
本
に
あ
る
世
界
の
名
画
入
門
�
赤
瀬
川
源
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

ピ
カ
ソ　

�
腕
を
組
ん
で
す
わ
る
サ
ル
タ
ン
バ
ン
ク
�

15

鴉
が
二
羽
と
い
う
こ
と
は
夫
婦
だ
ろ
う
�

あ
る
い
は
友
達
同
士
�
仕
事
仲
間
�
た
ま
た
ま
出
会
�
た
と

い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
が
�
こ
の
二
羽
の
並
ぶ
感
じ
は
夫
婦

で
あ
る
�
鴉
だ
か
ら
番
�
つ
が
い
�
と
い
う
の
か
�

�
寒
い
で
す
わ
ね
�

�
寒
い
�

�
雪
で
す
わ
ね
�

�
雪
だ
�

�
風
が
や
み
ま
し
た
ね
�

�
う
ん
�
や
ん
だ
�

�
晶
子
は
ど
う
し
た
の
か
し
ら
�

�
残
業
だ
ろ
う
�

�
夕
べ
も
遅
く
帰
�
て
き
て
�

�
あ
い
つ
も
年
ご
ろ
だ
�

�
夕
飯
食
べ
る
の
か
し
ら
�

�
さ
あ
�

と
い
う
会
話
が
�
音
声
に
は
な
ら
な
い
け

ど
�
こ
の
鴉
の
た
た
ず
ま
い
か
ら
放
射
さ

れ
て
い
る
�

　

絵
�
中
�
会
話
�
聞
�
�
�

Administrator
テキストボックス
黒いもの（水墨画と語らう)
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�
絵
の
前
に
立
�
て
�

 
 
 
 
 
 
 
 
 

　

 

美
術
評
論
家　

�
中
山
公
男
�

　

絵
の
前
に
立
�
て
み
よ
う
�

　

絵
の
前
に
立
�
て
い
れ
ば
�
そ
の
絵
は
必
ず
何
か
を

語
り
か
け
て
く
れ
る
�
も
�
と
も
声
高
の
絵
も
あ
れ
ば
�

容
易
に
語
�
て
く
れ
な
い
絵
も
あ
る
�
概
し
て
絵
画
は
�

音
楽
ほ
ど
直
接
的
に
心
の
中
に
入
�
て
き
て
く
れ
な
い

と
い
�
て
よ
い
�

　

見
る
と
い
う
の
は
よ
り
主
体
的
な
作
業
だ
し
�
と
き

に
は
か
な
り
知
的
な
作
業
だ
と
い
�
て
よ
い
か
ら
で
あ

る
�
と
は
い
�
て
も
�
最
初
は
�
き
わ
め
て
感
覚
的
な

印
象
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
し
か
な
い
�
絵
を
一
べ
つ
し
た

だ
け
で
何
か
の
印
象
を
感
ず
る
と
い
う
の
は
�
受
動
的

な
作
業
だ
か
ら
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
�
こ
の
最
初
の

一
べ
つ
と
最
初
の
印
象
の
あ
と
で
�
視
線
は
画
面
の
あ

ち
こ
ち
を
さ
ま
よ
い
�
あ
る
い
は
題
名
と
ひ
き
く
ら
べ

な
が
ら
�
絵
の
主
題
や
テ
�
マ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

作
業
が
始
ま
る
�

　

第
一
印
象
と
は
違
�
た
印
象
が
生
ま
れ
て
く
る
か
も

し
れ
な
い
�
思
わ
ぬ
美
し
さ
を
発
見
し
た
り
�
不
思
議

な
形
を
発
見
す
る
か
も
し
れ
な
い
�
し
か
し
�
よ
い
作

品
を
じ
�
く
り
見
る
琴
を
す
す
め
た
い
�
画
家
た
ち
の

目
と
心
に
�
君
た
ち
の
目
と
心
が
次
第
に
接
近
し
�
同

調
す
る
の
を
待
つ
こ
と
で
あ
る
�
画
家
た
ち
の
心
の
振

幅
に
君
た
ち
の
心
の
振
幅
が
同
調
し
て
く
れ
れ
ば
�
君

た
ち
は
�
そ
こ
に
新
し
い
世
界
を
発
見
し
た
こ
と
に
な

る
�
け
れ
ど
も
�
こ
こ
に
い
く
つ
か
の
問
題
が
横
た
わ

�
て
い
る
�

　

ひ
と
つ
は
好
き
嫌
い
の
問
題
で
あ
る
�

　

あ
る
絵
に
は
比
較
的
容
易
に
同
調
し
う
る
の
に
�
他

の
あ
る
絵
に
対
し
て
は
接
近
し
に
く
い
�
そ
れ
ど
こ
ろ

か
嫌
悪
感
す
ら
も
つ
か
も
し
れ
な
い
�
大
多
数
の
人
が

美
し
い
と
感
じ
て
い
る
も
の
に
対
し
て
も
�
あ
る
人
は

拒
否
反
応
を
示
す
こ
と
も
あ
り
う
る
�
絵
を
見
る
と
い

う
こ
と
が
少
な
く
と
も
最
初
は
感
覚
的
な
作
業
で
し
か

あ
り
え
な
い
と
す
れ
ば
�
こ
の
種
の
好
き
嫌
い
は
や
む

を
え
な
い
こ
と
で
あ
る
�
好
き
な
も
の
を
大
事
に
す
る

こ
と
で
あ
る
�
好
き
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
�
理
解
へ

の
最
初
の
手
が
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
�
だ
が
�
同
時
に

注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
�
嫌
い
な
も
の
も
ま
る
�
き

り
捨
て
去
ら
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
�
多

く
の
人
々
の
鑑
賞
に
た
え
て
い
る
絵
は
�
と
う
ぜ
ん
そ

れ
な
り
の
す
ば
ら
し
さ
を
持
つ
も
の
と
考
え
て
よ
い
�

ま
し
て
美
術
史
上
に
名
を
残
し
て
い
る
巨
匠
た
ち
の
作

品
は
�
君
た
ち
の
好
き
嫌
い
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
�
厳

然
と
し
て
存
在
し
続
け
る
�
時
代
を
へ
て
�
多
く
の
人
々

の
目
で
選
び
抜
か
れ
て
き
た
存
在
で
あ
る
か
ら
だ
�
そ

し
て
い
つ
か
は
君
た
ち
に
も
そ
れ
が
納
得
で
き
る
は
ず

だ
か
ら
で
あ
る
�
嫌
い
な
も
の
は
�
そ
れ
ま
で
そ
�
と

し
ま
�
て
お
く
こ
と
で
あ
る
�

　

第
二
は
�
知
的
な
理
解
の
問
題
で
あ
る
�

　

絵
画
は
色
彩
と
形
と
い
う
感
覚
的
素
材
と
�
そ
し
て

さ
ら
に
�
そ
の
主
題
�
テ
�
マ
に
よ
�
て
も
�
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
こ
と
を
物
語
�
て
い
る
�
も
の
の
見
方
と
い

う
の
は
�
こ
の
場
合
�
感
覚
的
な
見
方
で
あ
る
と
同
時

に
�
そ
の
画
家
の
人
生
観
�
自
然
観
�
世
界
観
で
も
あ

る
�
そ
う
考
え
れ
ば
�
一
枚
の
絵
は
�
一
冊
の
書
物
に

匹
敵
す
る
の
で
あ
る
�

　

書
物
を
読
む
に
は
�
言
葉
も
�
あ
る
程
度
以
上
の
知

識
も
必
要
で
あ
る
�
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
�
絵
画
の
場

合
で
も
�
そ
れ
相
応
の
知
識
が
必
要
と
な
�
て
く
る
�

宗
教
絵
画
や
神
話
画
と
こ
と
な
り
近
代
絵
画
は
�
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
�
主
題
の
点
で
は
さ
ほ
ど
の
知
識
を
必

要
と
し
な
い
�
そ
れ
で
も
な
お
�
よ
り
よ
い
理
解
の
た

め
に
は
あ
る
程
度
の
知
識
が
必
要
と
さ
れ
る
�
絵
の
前

に
立
�
た
と
き
�
き
�
と
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問
が
生
ま
れ

る
�
そ
の
問
い
を
解
く
の
は
楽
し
い
と
い
え
な
い
だ
ろ

う
か
�

  　
　

�
絵
の
前
に
立
�
て
�  

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

岩
波
ジ
�
ニ
ア
新
書
�1

9
8
0

作品を見るあなた」＝作者　

作者になりきること
（＝追体験・追創作）　

カラー図版①

私
が

示

す

例

は

�

偉

大

な

日

本

の

画

家

葛
飾
北
斎
�
１
７
６
０
�

１
８
４
９
�
の
色
彩
版
画
で

あ
る
�
鑑
賞
者
が
普
通
の
イ

ギ
リ
ス
人
で
あ
る
と
考
え
よ

う
�
彼
は
何
も
特
別
な
こ
と

を
考
え
ず
に
�
角
を
ま
わ
�

て
�
ふ
と
こ
の
絵
の
前
に
立

ち
止
ま
�
た
と
す
る
と
�
彼

は
眼
を
み
は
り
�
息
を
こ
ろ
し
�
お
そ
ら
く
は
声
を
上
げ
る

で
あ
ろ
う
�

感
受
性
に
恵
ま
れ
た
人
は
絵
の
前
に
立
ち
止
ま
�
て
�

長
い
間
分
析
し
た
の
ち
に
始
め
て
楽
し
い
と
思
う
わ

け
で
は
な
い
だ
ろ
う
�
わ
れ
わ
れ
は
初
め
ひ
と
め
見
て
好
き

に
な
る
か
嫌
い
に
な
る
か
す
る
�
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
け

る
心
の
作
用
を
説
明
す
る
た
め
に
多
く
の
学
説
が
た
て
ら
れ

た
�
瞬
間
的
な
省
察
を
認
め
る
学
説
の
う
ち
で
�
も
�
と
も

成
功
し
て
い
る
の
は
感
情
移
入
の
学
説
で
あ
る
�

こ
の
学
説
は
美
学
者
テ
オ
ド
�
ル
・
リ
�
プ
ス
に
代

表
さ
れ
る
�
�
感
情
移
入
�
�E

in
fu

h
lu

n
g
)

と
い

う
言
葉
は
�
�
同
情
�
�S

ym
p
a
th

y)
の
類
似
語
と
し
て

E
m

p
a
th

y

と
訳
さ
れ
��
同
情
�
が
共
に
感
ず
る
と
い
う
の

と
同
様
に
��
感
情
移
入
�
は
中
へ
感
ず
る
こ
と
を
意
味
す
る
�

わ
れ
わ
れ
が
不
幸
な
人
に
同
情
す
る
と
き
に
は
�
他
人
の
感

情
を
自
分
の
な
か
に
も
う
一
度
感
ず
る
の
で
あ
る
�
わ
れ
わ

れ
は
芸
術
作
品
を
鑑
賞
す
る
と
き
�
自
分
を
芸
術
作
品
の
形

態
の
な
か
に
投
げ
こ
む
�
そ
し
て
感
情
は
�
そ
こ
に
見
出
す

も
の
�
す
な
わ
ち
そ
こ
に
占
め
る
大
き
さ
に
よ
�
て
決
定
さ

れ
る
の
で
あ
る
�

こ
の
日
本
の
版
画
を
み
る
と
き
�
わ
れ
わ
れ
の
注
意
は

小
船
の
な
か
の
人
物
に
向
け
ら
れ
�
そ
の
危
険
な
状

態
に
同
情
を
感
ず
る
に
違
い
な
い
�
感
情
は
崩
れ
か
か
る
大

波
に
呑
み
こ
ま
れ
�
そ
の
涌
き
か
え
る
動
き
の
な
か
に
入
り
�

波
の
高
ま
り
と
重
力
と
の
緊
張
を
感
ず
る
の
で
あ
る
�

　
　
　

�
�
芸
術
の
意
味
�
ハ
�
バ
�
ド
・
リ
�
ド

② 

ふ
つ
う
西
洋
の
芸
術
論
の
中
で
�
鑑
賞
と
い
う

も
の
が
問
題
に
な
る
場
合
に
は
�
よ
く
�
追
体
験
�

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
�
つ
ま
り
作
家
が
作
品

を
つ
く
り
ま
す
が
�
そ
れ
は
一
つ
の
元
体
験
で
あ
り

ま
す
�
も
の
を
観
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
�
絵

具
や
言
葉
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
�
一
タ
�

チ
�
一
タ
�
チ
�
心
の
緊
張
が
積
み
あ
が
�
て
�
最

後
に
作
品
が
出
来
上
が
る
�
そ
の
元
体
験
を
�
い
わ

ば
ほ
か
の
人
が
あ
と
か
ら
追
�
か
け
て
追
体
験
す
る

の
が
芸
術
の
鑑
賞
だ
�
と
い
う
の
が
代
表
的
な
説
明

で
あ
り
ま
す
�

　
　

�
芸
術
�
日
本
人
の
美
意
識
�p

1
1

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
正
和
：
劇
作
家

　
　
　
　

③
作
品
の
鑑
賞
や
解
釈
は
つ
ね
に
そ
の
い
わ
ゆ
る
追

創
作
の
体
験
に
お
い
て
こ
そ
可
能
で
す
�
�
と
こ

ろ
で
�
す
で
に
鑑
賞
が
追
創
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
�

ま
ず
そ
れ
は
創
作
と
同
時
に
�
作
品
に
よ
る
自
我
の

客
観
化
�
自
己
自
身
と
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の

意
味
を
に
な
う
筈
で
す
�
つ
ま
り
人
間
の
自
己
発
見

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
�
鑑
賞
者
は
作
品
の
中
に

ま
さ
し
く
作
者
と
重
な
る
自
己
の
姿
を
見
出
す
の
で

す
�
か
よ
う
に
真
の
鑑
賞
と
は　

作
家
の
生
命
の
泉
�

す
な
わ
ち
作
品
に
お
い
て
�
創
作
者
と
鑑
賞
者
と
の

生
が
共
感
し
�
一
つ
に
な
る
べ
き
な
の
で
す
か
ら
�

鑑
賞
者
は
ま
た
作
品
を
媒
介
と
し
て
創
作
者
と
の
コ

ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
を
も
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
�　

　
　
　
　
　
　

�
美
術
教
育
学
へ
の
道
�p

p
1
1
9
-
1
2
0

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
本
正
男　

�
元
東
京
芸
大
学
長
・
芸
術
学
�

　
　
　
　
　

　

追
体
験
�
追
創
作
�
と
い
う
考
え
方　

④　

感
情
移
入
と
い
う
考
え
方

⑤
鑑
賞
の
考
え
方

　

鑑
賞
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え

方
が
あ
り
ま
す
�
こ
こ
で
は
�

②
か
ら
⑨
ま
で
の
例
を
挙
げ
ま

し
た
�

　

あ
な
た
は
ど
の
よ
う
に
考
え

ま
す
か

Administrator
テキストボックス
まんが「浮世絵」

Administrator
テキストボックス
まんが「江戸時代の美術」

Administrator
テキストボックス
まんが「奇抜な画家」



美について」
 （講談社新書、1973）

美とは何か、どのように

考えたらよいのかを、い

たって簡単に身近な例を

もとに解説してくれる。

著者の今道友信は東大美

学の教授

「あの人、美術のことにとても詳しいけど、なにが
好きかってたずねられても答えられないのよ」
　　　　　　　　　　ジェームズサーバーの漫画

「まなざしの
　　レッスン」
　
本書は、東京大学教養

学部で行われた講義を

もとに書き下ろされ、

教科書の体裁をとった

「実践的美術書」である。

しかし、ここで主眼と

されているのは西洋絵

画の概説ではなく、鑑

賞に役立つ知識や、具

体的な絵の見方を示しながら、「最終的にあなた独自

の絵の見方を作り上げるための、有効な土台となるこ

と」である。神話画における「アトリビュート（象徴物）」

や、聖書の世界、絵画制作のシステムなど、作品理解

のための「知的な手続き」は実に奥が深い。

⑧

⑦

⑨
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�
�
�
�
わ
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�
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自
分
�
好
�
�
�
�
�
わ
�
�
�
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

絵
の
前
に
�
ほ
ん
の
少
し
の
間
で
も
立
ち
止
ま
り
�
な

に
か
頭
の
中
に
考
え
が
浮
か
ん
だ
り
�
疑
問
を
抱
い
た

時
に
は
�
批
評
と
い
う
行
為
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
�
一
つ
の
絵
を
見
て
か
ら
隣
の
絵
に
眼
を
移
し
�

そ
こ
に
な
に
か
し
ら
違
い
が
あ
る
と
か
�
似
通
�
た
点

が
あ
る
と
気
づ
く
の
は
認
識
�
あ
る
い
は
識
別
の
行
為

で
す
�
分
析
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
し
�
う
�
美
術
批
評

と
美
術
鑑
賞
は
ご
く
近
し
い
間
柄
に
あ
�
て
�
ど
ち
ら

も　

美
術
史
に
通
じ
る
道
筋
な
の
で
す
�

サ
�
バ
�
の
ウ
イ
�
ト
に
溢
れ
る
漫
画
は
�
素
人
が
�
専

門
家
�
を
相
手
に
し
た
と
き
よ
く
言
い
訳
に
持
ち
出

す
�
美
術
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
�
自
分
の
好

き
な
も
の
は
わ
か
る
�
と
い
う
言
い
回
し
を
�
う
ま
く

ひ
�
く
り
か
え
し
た
も
の
で
す
�
好
き
に
な
る
の
が
知

る
た
め
に
と
て
も
大
切
で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
�
好

き
に
な
る
た
め
に
は
知
る
こ
と
が
ど
う
し
て
も
必
要
で

す
�
こ
の
二
つ
を
う
ま
く
結
び
つ
け
�
ほ
ど
よ
く
釣
り

合
い
を
と
り
な
が
ら
�
深
め
�
発
展
さ
せ
て
ゆ
く
の
は

決
し
て
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
�

　
�
�
�
�
�
�
�

��
�
�
�
�
美
術
史
�
�
�
�
�
�
社�
�

�
　
　
　
　
　

　
　

見
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

　
　
　
　
　
　
�

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

私
は
今
�
セ
ザ
ン
ヌ
の
風
景
画
を
見
�
こ
れ
を
理
解
す

る
�
な
ぜ
な
ら
�
私
は
か
つ
て
同
様
の
眺
め
を
自
然
の

な
か
に
見
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
�
自
然
は
永
続

的
な
も
の
�
永
遠
な
も
の
で
あ
る
が
�
変
遷
す
る
芸
術

様
式
と
い
う
も
の
は
�
そ
の
時
か
ぎ
り
の
も
の
で
あ
る
�

し
た
が
�
て
わ
れ
わ
れ
は
現
実
の
自
然
を
体
験
す
る
こ

と
に
よ
�
て
�
す
べ
て
の
時
代
の
芸
術
家
を
あ
る
程
度

ま
で
は
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
�
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
を
見

た
後
で
野
外
に
出
た
私
は
�
そ
の
自
然
の
中
に
彼
の
芸

術
を
見
て
取
る
�
こ
う
し
て
私
は
彼
か
ら
見
る
こ
と
を

学
ん
だ
の
で
あ
る
�
芸
術
作
品
と
は
�
ひ
と
つ
の
気
質

�
タ
ン
ペ
ラ
マ
ン
�
を
通
し
て
眺
め
ら
れ
た
自
然
の
一

部
で
あ
り
�
一
方
�
私
は
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
を
私
な
り
の

気
質
に
し
た
が
�
て
見
て
い
る
の
で
あ
る
�
結
局
次
の

よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
�
す
な
わ
ち
�
美
術
愛

好
家
は
�
自
然
も
芸
術
も
ひ
と
し
く
�
同
じ
自
分
の
眼

で
眺
め
る
�
た
だ
そ
の
見
方
に
関
し
て
は
�
芸
術
家
が

あ
る
方
向
を
示
唆
し
て
く
れ
る
�
美
術
愛
好
家
は
自
然

か
ら
芸
術
作
品
を
理
解
す
る
こ
と
を
学
び
�
芸
術
作
品

か
ら
は
自
然
を
享
受
す
る
こ
と
を
学
ぶ
の
で
あ
る
�

　
　
　
　
　
　
　
　
�

芸
術
�
芸
術
批
評�

　
　
　

�
絵
の
見
方
�
を
学
ぶ
こ
と

 
 
 
 
 

東
大
助
教
授
�
西
洋
近
代
美
術
史
� (

三
浦 
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絵
な
ど
自
分
の
目
で
自
由
に
見
れ
ば
よ
い
と
す
る

考
え
方
に
は
�
実
は
大
き
な
錯
誤
が
あ
る
と
私
は
思
�

て
い
ま
す
�
た
と
え
そ
う
意
図
し
た
と
し
て
も
�
私
た

ち
は
必
ず
し
も
�
�
自
分
の
限
�
で
�
見
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
�
�
自
由
に
�
挑
め
て
い
る
わ
け
で
も
な
い

の
で
す
�
ど
こ
か
で
読
ん
だ
話
�
ど
こ
か
で
聞
き
か
じ

�
た
断
片
的
知
識
が
自
分
の
絵
の
見
方
に
ま
�
た
く
作

用
し
て
い
な
い
と
言
い
切
れ
る
人
が
は
た
し
て
い
る
で

し
�
う
か
�
西
洋
絵
画
を
お
ぼ
ろ
げ
に
知
�
た
の
は
歴

史
の
教
科
書
の
挿
絵
と
い
う
人
も
か
な
り
多
い
で
し
�

う
�
美
術
が
好
き
で
よ
く
展
覧
会
に
行
く
人
な
ら
ば
�

当
然
画
集
や
美
術
書
に
も
あ
る
程
度
親
し
ん
で
い
る
は

ず
で
す
�
こ
の
よ
う
に
��
視
線
�
は
本
来
決
し
て
�
無

垢
�
で
は
な
い
�
見
る
と
い
う
行
為
は
学
ぶ
も
の
で
あ

り
�
ま
な
ざ
し
は
�
す
で
に
�
教
育
さ
れ
て
い
る
の
で
す
�

意
識
的
で
あ
れ
無
意
識
的
で
あ
れ
�
ま
た
ど
ん
な
に
さ

さ
や
か
で
あ
�
て
も
�
払
た
ち
は
私
た
ち
な
り
の
�
見

方
�
を
身
に
つ
け
た
上
で
�
美
術
に
相
対
し
て
い
る
こ

と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん　

最
初
は
お
ず
お
ず
と
�
他
人

の
眼
�
を
借
り
て
�
�
不
自
由
に
�
絵
を
眺
め
て
い
る

の
で
す
�
と
す
る
な
ら
ば
�
�
撫
拡
な
ま
な
ざ
し
�
が

存
存
し
え
な
い
以
上
�
中
途
半
端
で
あ
る
よ
り
は
�
も

�
と
し
�
か
り
し
た
装
備
を
持
�
た
方
が
実
り
多
い
と

私
は
提
案
し
た
い
の
で
す
�
重
要
な
こ
と
は
む
し
ろ
最

初
に
適
切
な
�
型
�
を
学
習
し
て
し
ま
う
�
そ
れ
な
り

の
�
こ
つ
�
を
マ
ス
タ
�
し
て
し
ま
う
こ
と
で
�
後
は

そ
れ
を
自
分
に
合
う
よ
う
に
少
し
ず
つ
修
正
し
て
い
け

は
よ
い
の
で
す
�
こ
こ
で
�
�
型
�
に
は
め
る
の
が
良

く
な
い
と
い
う
考
え
方
を
持
ち
だ
す
の
は
�
人
間
は
生

き
て
い
く
上
で
何
ら
か
の
�
型
�
や
�
モ
デ
ル
�
に
基

づ
い
て
現
実
認
識
や
価
値
判
断
を
行
�
て
い
る
事
実
を

あ
ま
り
に
軽
視
し
た
�
素
朴
な
意
見
に
す
ぎ
ま
せ
ん
�

�
絵
の
見
方
�
だ
け
が
例
外
で
あ
る
は
ず
は
な
い
の
で

す
�
急
い
で
つ
け
加
え
て
お
く
と
�
私
は
別
に
独
自
の

�
感
性
�
も
�
個
性
�
も
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
�
た
だ
�
無
か
ら
有
は
生
れ
な
い
し
�
�
感

性
�
も
学
ば
れ
る
余
地
が
あ
る
こ
と
�
他
者
の
模
倣
か

ら
出
発
し
な
い
�
独
創
的
個
性
�
は
存
在
し
な
い
こ
と

を
�
も
う
少
し
意
識
し
て
も
よ
い
と
思
�
て
い
る
だ
け

で
す
�
逆
に
い
え
ば
�
�
個
性
�
や
�
独
創
性
�
は
後

か
ら
付
け
加
わ
�
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
�

　
　
　

 

�
ま
な
ざ
し
の
レ
�
ス
ン
�　

 

東
京
大
学
出
版
会
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0
0
1

�
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絵
画
を
読
む　

�若
桑
�
�
�
�

わ
れ
わ
れ
美
術
史
家
は
�
展
覧
会
を
組
織
し
�
全
集
に

解
説
を
書
き
�
と
き
に
は
テ
レ
ビ
に
よ
�
て
美
術
作
品

の
解
説
を
行
�
て
き
が
�
絵
画
�
芸
術
�
解
釈
の
方
法

論
や
そ
の
実
践
過
程
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
十
分
な
啓

蒙
を
お
こ
な
�
て
こ
な
か
�
た
�
い
わ
ば
�
解
釈
の
結

果
だ
け
を
押
し
付
け
て
�
鑑
賞
者
が
絵
画
と
対
面
し
た

と
き
に
�
自
分
で
解
釈
す
る
方
法
に
つ
い
て
教
え
る
と

い
う
こ
と
は
し
て
こ
な
か
�
た
の
で
あ
る
�
そ
れ
に
は

主
と
し
て
二
つ
の
原
因
が
あ
る
と
思
う
�
も
�
と
も
強

固
な
原
因
は
�
絵
画
と
い
う
も
の
は
解
釈
す
る
も
の
で

は
な
く
�
自
ら
感
ず
る
も
の
で
あ
り
�
個
人
的
な
感
受

に
の
み
か
か
わ
る
感
性
的
体
験
に
つ
い
て
は
い
か
な
る

ノ
ウ
ハ
ウ
も
あ
り
え
な
い
と
い
う
�
一
般
に
か
な
り
広

範
に
流
布
し
た
信
念
で
あ
る
�
そ
の
た
め
に
一
般
常
識

に
根
拠
を
置
く
美
術
ジ
�
�
ナ
リ
ズ
ム
は
�
�
美
術
鑑

賞
�
に
�
学
問
的
�
臭
い
が
混
入
す
る
こ
と
を
敬
遠
し
�

詠
嘆
的
・
感
情
的
・
印
象
的
感
想
を
も
�
て
最
良
と

し
て
き
た
の
で
あ
る
�
�
美
術
鑑
賞
は
理
屈
で
は
な
い
�

自
分
が
い
い
と
思
え
ば
そ
れ
で
た
く
さ
ん
だ
�
と
い

う
反
発
も
多
い
�
私
は
そ
の
こ
と
に
反
対
も
否
定
も
し

な
い
�
�　

だ
が
�
事
実
に
つ
い
て
の
知
識
は
�
感
受

性
を
深
め
こ
そ
す
れ
決
し
て
そ
れ
を
抹
消
し
な
い
�
芸

術
は
感
性
の
み
に
よ
�
て
制
作
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
�
人
間
の
も
つ
あ
ら
ゆ
る
能
力
や
技
術
や
経
済
的
関

係
に
よ
�
て
生
み
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
�
も
し
そ
う
で

あ
れ
ば
�
そ
れ
を
総
合
的
に
理
解
し
よ
う
と
�
か
り
に

望
む
な
ら
ば
�
鑑
賞
者
も
知
性
や
知
識
や
洞
察
力
を
働

か
せ
る
の
は
当
然
で
あ
る
�
美
術
史
は
�
そ
の
他
の
歴

史
と
違
�
て
�
イ
メ
�
ジ
に
よ
る
世
界
の
解
釈
で
あ
り
�

イ
メ
�
ジ
に
よ
る
世
界
の
記
録
で
あ
り
�
さ
ら
に
は
イ

メ
�
ジ
に
よ
�
て
の
み
表
現
す
る
こ
と
の
で
き
た
�
思

考
や
感
情
の
表
象
�
し
る
し
�
だ
か
ら
で
あ
る
�

　
　
　
　
　
　
　

絵
画
�
読
�

��
�
�
�
�
�
入
門
�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
�
�
�
�
�
�

⑥



子どもレベル

一般大衆レベル

研究者レベル

愛好家レベル

Ⅰ　観察 ・ 記述
 1. 主観的　　（感想）  ①連想
    ②好き嫌い
    ④疑問
    ⑤自問自答

 ２.客観的　　　　 　③客観的感想　
　　　　　　　　　　　　　   （事実観察）
 

Ⅱ　分析 ・ 解明
 美学、 芸術学、 美術史、 制作技法
　　　　　　（イコノグラフィー）

Ⅲ　解釈 ・ 価値把握
 歴史的価値判断
 　　（イコノロジー）

( ０）　物語
 1. 個人的な記憶
　　　２. 連想
　　　　　　　（画面外へジャンプ） 感想

批 評

連想

今
日
の
内
容
は
�
感
想
の
次
の
ス
テ
�
プ

は
何
か
�
そ
し
て
最
終
的
に
鑑
賞
活
動
は

ど
こ
ま
で
ス
テ
�
プ
が
あ
る
の
か
と
い
�

た
�
鑑
賞
活
動
の
全
体
的
な
�
プ
ロ
セ
ス

を
見
渡
す
こ
と
を
ま
ず
目
的
と
し
ま
す
�

さ
ら
に
�
人
間
の
知
的
発
達
段
階
か
ら
い
�

て
�
そ
う
し
た
鑑
賞
の
プ
ロ
セ
ス
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
�
ど
の
よ
う
な
方
法
が
考

え
ら
れ
る
の
か
と
い
�
た
�
教
育
方
法
に

つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
�

どのような場面なのか？

向かって左がわの男（二人連れ）の会話

向かって右側の男の会話

カラー図版④
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イコノグラフィーと

イコノロジー　

一
般
大
衆
は
�
最
初
の
Ⅰ
観
察
記
述
レ
ベ

ル
が
ほ
と
ん
ど
�
そ
れ
に
加
え
て
�
す
で

に
知
�
て
い
る
知
識
に
よ
る
簡
単
な
レ
ベ

ル
で
の
分
析
や
解
明
が
行
わ
れ
て
い
る
�

ひ
と
わ
た
り
見
渡
し
て
か
ら
�
そ
の
後
で

行
わ
れ
る
の
は
自
分
が
す
で
に
知
�
て
い

る
範
囲
の
知
識
を
動
員
し
て
�
作
品
の
意

味
を
読
み
取
ろ
う
と
す
る
作
業
で
す
�
つ

ま
り
分
析
活
動
で
す
�
こ
う
し
た
作
業
は
�

誰
で
も
が
行
�
て
い
る
一
般
的
な
活
動
で

し
�
う

19

◆
図
像
学
�
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
�
�　
　

　
　
　
　
　

i
c
o
n
o
g
r
a
p
h
y
 
(

ず
ぞ
う
が
く)

　
●
主
題
判
定
の
学

イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
イ
�Ic

o
n

･
o
g
ra

p
h

y

�
は
�
美
術
研

究
の
一
部
門
で
�
美
術
作
品
に
表
現
さ
れ
た
主
題
や
�
そ
の

意
味
を
取
り
扱
う
�
語
源
的
に
い
え
ば
�
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
�

と
は
�
ギ
リ
シ
�
語
のe

ik
6

n

�
像
�
と
�gr

叩h
e
in

�
記

述
す
る
�
の
２
つ
の
文
字
か
ら
成
り
立
�
て
い
る
よ
う
に
�

像
の
記
述
を
意
味
し
て
い
る
�　
　

は
じ
め
は
�
古
代
肖
像
の
学
を
意
味
し
�
古
代
ギ
リ
シ

�
・
ロ
�
マ
時
代
の
�
絵
画
か
ら
メ
ダ
ル
に
い
た
る
�
美
術

一
般
の
画
像
に
関
す
る
研
究
が
主
と
さ
れ
て
い
た
�
し
か
し
�

今
日
一
般
的
に
�
図
像
学
は
�
美
術
作
品
の
�
特
に
キ
リ
ス

ト
教
美
術
作
品
の
主
題
や
�
そ
の
意
味
を
研
究
ず
る
学
問
と

さ
れ
て
い
る
�
し
た
が
�
て
�
キ
リ
ス
ト
教
図
像
学
は
��
キ

リ
ス
ト
教
の
種
々
の
要
素―

典
礼
・
教
義
・
歴
史
な
ど
の
一

が
�
芸
術
作
品
の
な
か
に
�
い
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
に

つ
い
て
の
研
究
�
マ
ル
セ
ル･

パ
コ
�
�
で
あ
る
�

　
図
像
学
は
�
神
を
含
め
た
人
間
の
像
が
表
現
さ
れ
た
美

術
作
品
し
か
そ
の
対
象
と
し
な
い
と
い
う
意
味
に
お
い
て
�

美
術
史
よ
り
制
限
�
狭
い
領
域
�
さ
れ
て
い
る
�
美
術
史
上

で
は
無
視
で
き
な
い
建
築
や
装
飾
類
は
�
図
像
学
の
対
象
に

な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
�
そ
れ
ゆ
え
�
回
教
徒
や
ユ
ダ
ヤ
教

徒
の
よ
う
に
�
具
体
的
な
神
の
姿
の
表
現
を
禁
止
し
�
建
築

や
装
飾
に
し
か
創
造
の
意
欲
を
示
さ
な
か
�
た
民
族
の
美
術

は
�
美
術
史
上
で
は
重
要
で
あ
�
て
も
�
図
像
学
上
で
は
�

何
ら
価
値
を
も
た
な
い
の
で
あ
る
�

　

そ
の
代
り
�
図
像
学
は
�
美
術
史
で
は
重
視
す
る
作
品
の

良
し
悪
し
を
決
定
ず
る
美
的
評
価
の
問
題
に
は
係
わ
ら
ず
�

美
術
史
で
は
興
味
を
示
さ
な
い
２
流
�
３
流
の
作
品
で
も
そ

の
対
象
に
な
り
う
る
�
と
い
う
意
味
に
お
い
て
は
�
美
術
史

よ
り
よ
り
広
い
領
域
を
含
ん
で
い
る
�

す
な
わ
ち
�
図
像
学
的
観
点
で
は
�
作
品
の
質
を
判
断

ず
る
よ
り
も
�
作
品
を
量
的
に
収
集
す
る
こ
と
の
方
が
重
要

な
の
で
あ
る
�
凡
庸
な
作
品
も
�
偉
大
な
芸
術
家
に
よ
�
て

創
造
さ
れ
た
優
れ
た
作
品
も
同
列
に
置
か
れ
�
作
品
の
優
劣

は
�
問
題
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
�

　
　

キ
リ
ス
ト
教
が
世
を
支
配
し
�
ま
だ
芸
術
家
と
い
う
自

意
識
の
な
い
時
代
�
そ
れ
ゆ
え
美
術
作
品
の
美
的
価
値
よ
り

伝
教
育
的
な
価
値
に
重
き
が
置
か
れ
て
い
た
西
洋
中
世
時
代

の
美
術
は
�
特
に
そ
の
主
題
�
内
容
�
に
関
す
る
知
識
な
し

に
そ
の
美
術
を
理
解
す
る
こ
と
は
�
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近

い
の
で
あ
る
�　
　

　

◆
図
像
解
釈
学
�
イ
コ
ノ
ロ
ジ
�
�　

 

　
　
　
　
　

ic
o
n
o
lo

gy
 
(

ず
ぞ
う
か
い
し
や
く
が
く)

●
図
像
を
記
述
�
解
釈
す
る
学

　　

美
術
作
品
の
意
味
内
容
を
�
背
景
の
真
理
や
世
界
観
に
ま

で
彫
り
す
す
ん
で
解
釈
す
る
学
問
�
古
く
はC

・
リ
�
パ
の

�
イ
コ
ノ
ロ
ギ
ア
�
の
よ
う
な
寓
意
の
タ
ブ
ロ
�
で
知
ら
れ

る
が
�
現
在
で
は
そ
の
よ
う
な
図
像
の
分
類
�
記
述
を
行
な

う
レ
ヴ
�
ル
を
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
�
�
�
図
像
学
�
と
呼
ん
で

イ
コ
ノ
ロ
ジ
�
と
は
区
別
す
る
�　

　

第
２
次
大
戦
後
の
学
界
に
決
定
的
影
響
を
与
え
た
の
は
�

A

・
ヴ
�
�
ル
ブ
ル
ク
の
思
想
を
受
け
た
パ
ノ
フ
ス
キ
�
で

あ
る
�
彼
は
カ
�
シ
�
ラ
�
の
象
徴
形
式
の
哲
学
に
多
大
の

影
響
を
受
け
�
普
遍
的
な
図
像
解
釈
の
方
法
を
提
案
�
実
践

し
た(

�
イ
コ
ノ
ロ
ジ
�
研
究1

9
3

9

�

パ
ノ
フ
ス
キ
�
に
よ
れ
ば
図
像
の
解
釈
は
以
下
の
３
段
階
を

経
て
行
わ
れ
る
と
し
た
�
�
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
�
�
は
�
慣
習

的
主
題
�
の
層
に
関
わ
り
�
イ
コ
ノ
ロ
ジ
�
が
�
本
質
的
意

味
・
内
容
�
を
扱
う
と
さ
れ
る
�

 

①
自
然
的
観
察

　
　

日
常
的
レ
ベ
ル
に
お
け
る
対
象
の
認
識
�
記
述

②
伝
習
的
主
題
解
明
�
慣
習
的
主
題
�

特
定
の
歴
史
的
�
文
化
的
条
件
の
下
で
成
立
し
た
図
像

の
意
味
の
分
析
�
解
釈 

●　

ic
o
n
o
graph

y

③
内
的
意
味
�
本
質
的
意
味
・
内
容
�　

図
像
の
本
質
的
意
味
に
対
す
る
総
合
的
直
観
の
適
用

と
�
そ
れ
に
よ
る
文
化
の
普
遍
的
原
理
の
把
握　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

★ 
 
ic

o
n
o
lo

gy�

　

第
２
次
大
戦
後
�
図
像
学
の
学
的
地
位
は
急
速
に
高
ま
り
�

そ
れ
ま
で
の
様
式
史 S

tilg
e
s
c
h

ic
h

te
 

に
代
わ
�
て
現
代

美
術
史
学
の
主
流
を
成
す
か
の
よ
う
な
観
を
呈
し
�
ま
た
そ

の
適
用
範
囲
は
美
術
史
学
の
み
な
ら
ず
�
歴
史
�
社
会
�
心

理
学
等
�
人
文
科
学
の
広
い
分
野
に
及
ん
で
い
る
�
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美的
発達段階
とは

アビゲル ・ ハウゼン ・ リサーチ ・ チャート概念図

ここの人は何でも出来る
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ選手・ｴｷｽﾊﾟｰﾄ
もちろんハッピー

Interest
Skills
Ability           全部ある
Experience
knowledge

もっと出来る人がいること
が分かってくる
最も効果を与えやすい

寝返り、ハイハイしか無いレパ

ートリー。

でも不幸ではない

（思　考　形　態） domains  category of thought

A    　　   B        　  C             D            ・　　　・　　　・       

× 1) × 2)

× 3) × 4)

△ 1)
△２)

△３)

△４)

☆ 1)

☆２)

新説

鑑賞能力の
   発達段階

（複雑さの度合い）
 degree of complexity

Ⅰ、観察・記述

Ⅱ、分析・解明

Ⅲ、解釈・
　　　価値把握

Stage 1

Stage 3

Stage 4

Stage 5

Stage 2

個
人
が
幼
い
頃
か
ら
成
長
す
る
に
つ
れ
て

鑑
賞
能
力
も
次
第
に
変
化
・
発
達
し
て
い

く
わ
け
で
す
が
�
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
発

達
し
て
い
く
の
か
�
そ
れ
を
明
確
に
し
た

も
の
が
�
鑑
賞
能
力
の
発
達
段
階
�
で
す

�
ア
ビ
ゲ
ル
ハ
ウ
ゼ
ン
リ
サ
�
チ
チ
�
�
ト

概
念
図
�
は
�
人
間
の
�
美
的
�
反
応
・
思
考
・

判
断
な
ど
の
特
徴
を
分
類
し
て
５
段
階
の

カ
テ
ゴ
リ
�
化
を
図
�
た
も
の

　

リ
テ
ラ
シ
�
�L

ite
ra

c
y)

と

は
�
一
つ
の
集
団
が
情
報
の
媒
体

�
言
語
�
の
規
約
的
意
味
を
共
有
す

る
こ
と
で
あ
り
�
表
現
と
理
解
の

能
力
を
意
味
す
る
�
一
般
的
に
は

�
言
葉
の
読
み
書
き
能
力
�
を
さ
す
�

　

そ

れ

に

対

し
�

ビ

ジ

�

ア

ル
・

リ

テ

ラ

シ

�
�V

is
u

a
l 

L
ite

ra
c
y

�
は
�
視
覚
言
語
の
読

み
書
き
能
力
�
を
意
味
す
る
用
語

と
し
て
�
言
語
リ
テ
ラ
シ
�
と
の

対
比
の
中
で
用
い
ら
れ
る
�

　

ビ
ジ
�
ア
ル
・
リ
テ
ラ
シ
�
は
�

言
語
で
い
え
ば
＜
話
す
聞
く
＞
に

あ
た
る
生
得
的
な
能
力
を
�
視
覚

と
い
う
媒
体
の
性
格
に
応
じ
て
操

作
す
る
手
法
や
�
要
素
を
理
解
し

受
容
し
解
釈
す
る
と
い
�
た
�
＜

読
み
書
き
＞
に
相
当
す
る
能
力
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
来
た
�

人
間
の
感
覚
機
能
の
一
部
で
あ
る

�
視
覚
�
は
�
生
理
学
的
メ
カ
ニ
ズ

ム
か
ら
言
�
て
も
自
然
的
で
あ
る
�

私
た
ち
は
視
覚
を
�
何
等
の
学
習

あ
る
い
は
努
力
を
必
要
と
し
な
い

生
来
の
能
力
と
し
て
単
純
に
受
け

入
れ
て
い
る
�
そ
の
よ
う
な
視
覚

を
�
言
語
・
文
法
・
リ
テ
ラ
シ
�

と
い
�
た
用
語
と
結
び
つ
け
�
造

形
領
域
に
お
け
る
コ
ミ
�
ニ
ケ
�

シ
�
ン
を
構
造
的
に
分
析
し
よ
う

と
し
た
の
はG

・
ケ
ペ
シ
�
で
あ
�

た
�

　

彼
は
色
彩
や
形
態
は
言
語
同
様

に
強
力
な
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン

機
能
を
持
�
て
い
る
と
考
え
�
�
視

覚
言
語
�
と
い
う
考
え
を
デ
ザ
イ

ン
の
み
な
ら
ず
�
絵
画
の
領
域
に

ま
で
拡
大
し
�
科
学
的
に
分
析
し

解
釈
し
よ
う
と
し
た
� 

　

ケ
ペ
シ
�
が
発
見
し
た
視
覚
言

語
の
原
理
は
�
人
間
世
界
を
と
り

ま
い
て
い
る
環
境
が
�
視
点
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
で
如
何
に
美
し
い

も
の
で
あ
る
か
を
気
づ
か
せ
る
も

の
で
あ
�
た
�

 　

た
だ
し
�
従
来
の
ビ
ジ
�
ア
ル
・

リ
テ
ラ
シ
�
研
究
は
�
言
語
リ
テ

ラ
シ
�
を
意
識
し
す
ぎ
�
言
語
と

同
様
に
論
理
的
に
体
系
化
し
よ
う

と
試
み
た
が
ゆ
え
に
�
行
き
詰
ま

り
状
態
に
陥
�
て
し
ま
�
た
�
�
人

間
の
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン
の
中

で
�
視
的
コ
ミ
�
ニ
ケ
�
シ
�
ン

は
ま
さ
に
無
政
府
的
で
あ
り
�
方

法
論
を
欠
い
て
い
る
�
視
的
コ
ミ
�

ニ
ケ
�
シ
�
ン
に
お
い
て
何
が
適

切
で
効
果
的
か
と
い
う
判
断
は
�

好
み
あ
る
い
は
主
観
的
評
価
に
任

さ
れ
て
お
り
�
言
語
で
い
え
ば
リ

テ
ラ
シ
�
と
呼
ぶ
も
の
に
期
待
す

る
一
定
の
水
準
を
実
現
し
よ
う
と

い
う
よ
う
な
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な

い
�
� 

　

ビ
ジ
�
ア
ル
・
リ
テ
ラ
シ
�

は
�
一
部
の
デ
ザ
イ
ナ
�
や
訓
練

を
積
ん
だ
芸
術
家
の
み
が
を
扱
う

こ
と
が
で
き
る
特
殊
な
能
力
と
し

て
の
状
況
に
あ
る
の
が
実
状
で
あ

る
と
言
え
よ
う
�
問
題
と
な
�
て

い
る
の
は
�
そ
う
し
た
専
門
家
レ

ベ
ル
に
向
け
た
教
育
方
法
で
は
な

く
�
広
い
一
般
大
衆
の
レ
ベ
ル
�

す
な
わ
ち
ビ
ギ
ナ
�
の
た
め
の
教

育
シ
ス
テ
ム
の
開
発
で
あ
る
� 

　

視
覚
要
素
の
最
も
簡
単
な
要
素

を
明
ら
か
に
し
�
十
分
な
時
間
を

か
け
た
視
的
要
素
と
の
関
わ
り
合

い
を
経
て
�
は
じ
め
て
心
で
使
用

す
る
こ
と
が
出
来
る
�
従
来
の
芸

術
家
の
養
成
や
技
術
訓
練
と
い
�

た
側
面
を
脱
し
�
言
語
と
同
様
に

万
人
に
よ
�
て
学
ば
れ
る
能
力
と

し
て
の
視
点
か
ら
の
教
育
方
法
の

開
発
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
�

ビ
ジ
�
ア
ル
・　

リ
テ
ラ
シ
�
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Stages  of Aesthetic Development

Ａ，作品を見る時間が極めて短い　
Ｂ、作品について話す時間も極めて短い、
Ｃ，内容と自分の経験とを結び付ける、
Ｄ，主観的な反応のみ、自分の主観を言うことに満足している、
Ｅ，好き嫌いを明確に表現する、
Ｆ，鑑賞行動にシステムが無い、質問も浮かんでこない、
Ｇ，作者の存在を意識しない、
Ｈ，自分の経験のみで語る、
Ｉ，無知に根ざしたオープンさを持ち、思考を止める制限がない

Ｊ，作品を理解したいと望んでいる
Ｋ，理解するためのテクニックを学ぽうとする
Ｌ，質問が浮かんでくる
Ｍ，私はこう思う．．・なぜならばと言えるようになる
Ｎ，見て感じたことを、作品の中の情報により理論的に説　    

明しようとする　　　
Ｏ，部分だけでなく、全体との関係で見ることが出来る
Ｐ，作者の存在に気づいている、作者の意図を見つけようと

する。
Ｑ，特別な美術言語は必要ない
Ｒ，自分が知らないことに気づいている
Ｓ，いろいろな解釈をすることができる。
    局部的な知識をもつ

Ｔ，作品の善し悪しを言わない
Ｕ，自分の判断を言わない、他の情報を重視している　　　
Ｖ，作品をとりまく情報だけに興味がある
Ｗ，全部知っていないから分からないと思っている
Ｘ，情報に価値を置く
Ｙ，正しい判断をしたいと願っている

Ｚ，作品を自分で翻訳、解釈する姿勢がある
Aa, 自分の知っているある範囲の知識にわりと満足している
Ab, アートが自分にとって意味のあることを理解している

Ac, 美術に対する膨大な情報量を持っている
Ad, 自分が知らないことをストップさせない
Ae, 既知の情報から推測して理解していく
Af, 喜びをもって考えたり理解していく
Ag, アートは最良の友であり空気のように必要な存在となっ

ている。
Ah, 興味も知識もユニバーサル .アートなら何でも興味がある
Ai, 情報に裏付けられた自信ゆえのオープン

Accountive  Stage 

Constructive Stage 

Classifying Stage 

Interpretive Stage 

Re-Creative Stage 

Stage 1

Stage 2

Stage 3

Stage 4

Stage 5

　　　Abigail Housen ;　Massachusetts College of ART 
    “Validating a Measure Aesthetic Development for Museums and Schools “1992

ステージの特徴

美
的
発
達
段
階
の
確
認
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こ
れ
ら
す
べ
て
の
上
に
広
々
と
し
た
天
空
が
あ
る
�
大
き

な
雲
に
覆
わ
れ
�
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
の
ぞ
く
青
空
も
�
す
�

き
り
晴
れ
わ
た
�
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
�

　

灰
色
の
空
は
�
地
面
か
ら
一
挙
に
画
面
の
上
端
ま
で
覆
い

つ
く
し
て
い
る
�
暗
い
褐
色
系
の
色
調
と
沈
ん
だ
青
灰
色
の

色
調
に
よ
る
�
こ
の
絵
の
力
強
い
色
彩
配
合
の
中
に
あ
�
て

は
�
光
の
出
る
幕
は
ど
こ
に
も
な
い
と
い
�
た
具
合
で
あ
る
�

　

画
面
の
中
央
に
た
だ
一
箇
所
�
光
が
射
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
り
�
一
筋
の
光
線
が
は
る
か
遠
方
か
ら
微
笑
み
の
よ
う

に
訪
れ
て
�
雲
の
ひ
と
ひ
ら
を
輝
か
せ
て
い
る
�
こ
の
大
き

な
四
角
い
絵
は
�
荘
重
な
�
感
じ
で
�
ラ
イ
ス
ダ
�
ル
に
つ

い
て
な
ら
�
�
グ
ラ
�
ヴ
�
�
と
い
う
用
語
を
使
�
て
も
誤

用
に
な
る
恐
れ
は
な
い
��
ま
た
�
低
音
な
の
に
非
常
に
よ

く
通
る
響
き
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
�

　

私
の
メ
モ
に
は
�
こ
れ
ら
に
加
え
て
�
金
色
の
額
縁
の
中

で
素
晴
ら
し
く
引
き
立
つ
�
と
あ
る
�
つ
ま
る
と
こ
ろ
�
私

が
こ
の
絵
を
取
り
上
げ
て
こ
れ
ほ
ど
力
を
入
れ
て
語
�
た
の

は
�
次
の
結
論
に
到
り
た
い
が
た
め
だ
�
た
と
言
�
て
も
よ

い
�

　

個
々
の
細
部
の
価
値
�
形
態
の
美
し
さ
�
表
現
の
雄
大
さ
�

そ
し
て
こ
め
ら
れ
た
感
情
の
深
さ
�
こ
れ
ら
に
加
え
�
こ
の

絵
は
純
粋
な
装
飾
と
し
て
見
た
場
合
に
�
さ
ら
に
い
�
そ
う

瞭
目
に
値
す
る
比
類
な
い
作
品
な
の
で
あ
る
�

　

こ
こ
に
は
ラ
イ
ス
ダ
�
ル
の
す
べ
て
が
あ
る
�
堂
々
と
し

て
格
調
高
く
�
見
る
者
を
わ
ざ
わ
ざ
魅
惑
し
よ
う
と
は
し
な

い
�
魅
惑
的
な
の
は
偶
然
そ
う
な
�
た
と
こ
ろ
だ
け
で
あ
る
�

そ
れ
で
い
て
�
人
の
心
を
強
く
惹
き
つ
け
て
し
ま
う
�
見
る

者
に
徐
々
に
明
ら
か
に
な
�
て
ゆ
く
�
深
い
内
面
性
を
そ
な

え
て
い
る
�

に
置
か
れ
た
最
前
景
の
二
人
に
は
�
後
退
す
る
ゆ
と
り
が
な

く
な
�
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
は
ず
で
あ
る
�
�
＊
１
�　

　

読
者
も
す
で
に
よ
く
ご
存
じ
の
は
ず
だ
が
�
�
夜
警
�
は

ほ
と
ん
ど
理
解
し
が
た
い
作
品
と
見
倣
さ
れ
て
い
る
�
そ
し

て
�
こ
の
見
方
の
是
非
は
と
も
か
く
と
し
て
�
�
夜
警
�
の

絶
大
な
名
声
の
一
部
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
由
来
す
る
�
�

　

情
景
は
曖
昧
で
�
ほ
と
ん
ど
何
事
も
起
こ
�
て
い
な
い
た

め
�
見
る
者
は
興
味
を
一
点
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
�
最
初
の
着
想
に
内
在
す
る
欠
点
�
全
体
の
構
想
を
た
て
�

人
物
を
配
置
し
�
ポ
�
ズ
を
と
ら
せ
る
�
そ
の
や
り
方
の
中

に
あ
る
一
種
の
不
決
断―

―
―

こ
れ
は
そ
も
そ
も
の
始
め
か

ら
あ
ら
わ
に
な
�
て
い
る
�

　

あ
る
者
は
行
進
し
�
あ
る
者
は
立
ち
止
ま
る
�
マ
ス
ケ
�

ト
銃
に
火
薬
を
詰
め
る
者
�
弾
丸
を
こ
め
る
者
�
さ
ら
に
は

発
砲
す
る
者
ま
で
い
る
�
鼓
手
は
太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
肖
像

の
た
め
の
ポ
�
ズ
を
と
り
�
旗
手
は
少
し
芝
居
が
か
�
て
見

え
を
切
�
て
い
る
�

　

要
す
る
に
�
肖
像
画
に
ふ
さ
わ
し
く
動
き
を
固
定
さ
せ
ら

れ
た
群
衆
と
い
う
わ
け
で
�
私
の
間
違
い
で
な
け
れ
ば
�
動

き
に
関
す
る
か
ぎ
り
�
こ
の
絵
の
中
で
い
か
に
も
絵
に
な
る

ピ
ト
レ
ス
ク
な
特
徴
は
こ
れ
だ
け
で
あ
る
�

　

要
す
る
に
�
全
体
の
構
成
に
は
本
当
ら
し
さ
も
な
け
れ
ば
�

ピ
ト
レ
ス
ク
な
思
い
つ
き
も
ほ
と
ん
ど
見
出
せ
な
い
�
で
は

一
人
ひ
と
り
の
人
物
な
ら
も
�
と
よ
く
描
か
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
�
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
�
人
物
に
つ
い
て
も
�
と

く
に
優
れ
た
表
現
と
し
て
注
目
す
べ
き
箇
所
は
皆
無
で
あ

る
�

　

一
目
瞭
然
な
の
は
�
ど
う
考
え
て
も
不
合
理
な
�
人
物
同

士
の
大
き
さ
の
不
釣
り
合
い
で
あ
る
�
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
描

The Night Watch (The Militia Company of Captain Frans Banning Cocq 
and of Lieutenant Willem van Ruytenburgh). 1642. Oil on canvas. 
Rijksmuseum, Amsterdam, the Netherlands

Rembrandt. Self-Portrait. 1640. Oil on 
canvas. National Gallery, London, UK.

絵画を読む
「オランダ・ベルギー
　　　　　　絵画紀行」

フロマンタンが 120 年前に記述した
名著が蘇った。プルーストも、かの
地を訪れる時に携えたとされる名美
術批評である。
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ロ
イ
ス
ダ
�
ル

　
　

�
ヴ
�
イ
ク
の
風
車
�
を
読
む

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
が
�
い
か
に
画
面
を

克
明
に
読
み
上
げ
て
い
く
か
を

参
考
に
し
て
ほ
し
い
�

　

フ
�
ン
・
デ
ル
・
ホ
�
プ
美
術
館
の
�
川
の
眺
め
�
�
図
�

は
�
ラ
イ
ス
ダ
�
ル
の
こ
の
高
貴
で
荘
厳
な
様
式
の
最
高
の

表
現
で
あ
る
�
こ
の
絵
は
�
風
車
�
と
呼
ば
れ
る
方
が
ず
�

と
適
切
で
あ
ろ
う
が
�
そ
う
な
�
た
ら
�
同
じ
題
材
を
扱
う

画
家
た
ち
は
み
な
不
利
な
立
場
に
追
い
こ
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
�
ラ
イ
ス
ダ
�
ル
は
こ
の
主
題
に
�
ま
さ
に
典
型

と
な
る
よ
う
な
�
比
較
を
絶
し
た
表
現
を
与
え
て
し
ま
�
た

か
ら
で
あ
る
�

　

手
短
に
説
明
す
る
と
�
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
こ
ん

な
情
景
で
あ
る
�

　

場
所
は
お
そ
ら
く
マ
�
ス
川
沿
い
の
ど
こ
か
�
右
手
は
岸

辺
で
土
地
は
徐
々
に
高
く
な
り
�
木
立
や
家
並
み
が
見
え
る
�

そ
し
て
そ
こ
に
他
を
圧
し
て
�
黒
い
風
車
が
そ
び
え
て
い
る
�

風
に
回
る
風
車
の
翼
は
画
面
の
ず
�
と
上
の
方
に
あ
る
�
杭

を
並
べ
た
防
波
堤
に
�
大
河
の
水
が
ゆ
�
た
り
と
打
ち
寄
せ

て
い
る
�
静
ま
り
か
え
�
た
穏
や
か
な
水
流
の
表
現
が
素
晴

ら
し
い
�

　

は
る
か
彼
方
に
は
地
平
線
の
一
角
が
わ
ず
か
ば
か
り
�
か

す
か
に
�
お
ぼ
ろ
げ
に
�
し
か
も
は
�
き
り
と
際
立
�
て
見

え
て
い
る
�
地
平
線
を
背
景
に
小
舟
の
白
い
帆
が
浮
か
び
上

が
る
�
風
を
ま
�
た
く
は
ら
ま
ず
に
�
平
ら
に
張
�
て
い
る

こ
の
白
い
帆
は
�
き
わ
め
て
繊
細
微
妙
な
ヴ
�
ル
�
ル
を
も

�
て
描
か
れ
て
い
る
�

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
�
夜
警
�
を
読
む　

　　

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
は
�
こ
の
�
夜
警
�
を
手
厳
し

　

く
批
判
す
る
�
し
か
し
�
最
後
に
彼
は
�
�

　

�
夜
警
�
は
お
よ
そ
魅
力
の
な
い
絵
だ
�
こ
う
私
が
言
�

た
と
し
て
も
�
ど
な
た
も
驚
か
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
�
が
�

こ
の
よ
う
な
事
態
は
�
絵

画
芸
術
の
傑
作
に
お
い
て

類
例
が
な
い
こ
と
だ
�

　

�
夜
警
�
は
見
る
者
を

驚
か
せ
�
困
惑
さ
せ
�
圧

倒
す
る
�
し
か
し
�
第
一

印
象
で
わ
れ
わ
れ
を
惹
き

つ
け
て
虜
に
し
て
し
ま
う

よ
う
な
魅
力
は
全
然
持
ち

合
わ
せ
な
い
�
こ
の
絵
の
第
一
印
象
は
�
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に

不
快
な
も
の
で
あ
る
�

　

ま
ず
第
一
に
�
こ
の
絵
は
視
覚
の
論
理
と
厳
密
さ
に
反
し

て
い
る
�
視
覚
と
い
う
も
の
は
�
習
慣
と
し
て
�
は
�
き
り

し
た
形
�
明
確
な
理
念
�
明
瞭
か
つ
大
胆
に
表
現
さ
れ
た
着

想
を
好
ま
し
く
感
じ
る
も
の
な
の
だ
�
こ
の
絵
を
見
る
者
は
�

ど
う
い
う
わ
け
か
�
想
像
力
も
理
性
も
ど
ち
ら
も
中
途
半
端

な
満
足
し
か
得
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
予
感
を
覚
え
る
�
さ
ら

に
ま
た
�
最
も
誘
惑
さ
れ
や
す
い
人
で
も
こ
の
絵
の
虜
に
な

る
ま
で
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
り
�
そ
こ
に
至
る
前
に

あ
れ
こ
れ
反
撥
ず
る
こ
と
だ
ろ
う
と
漠
然
と
感
じ
る
の
で
あ

る
�

　

画
中
の
人
物
と
鑑
賞
者
の
間
に
は
�
舞
台
と
客
席
を
区
切

る
フ
�
ト
ラ
イ
ト
の
列
の
よ
う
な
境
界
が
立
ち
は
だ
か
�
て

い
る
も
の
だ
�
し
か
し
�
こ
の
場
所
で
は
�
い
わ
ば
フ
�
ト

ラ
イ
ト
の
列
は
あ
ま
り
に
近
く
ま
で
迫
�
て
い
る
�
も
し�
夜

警
�
を
仔
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
�
や
や
無
謀
と
も
い
え
る

画
中
の
人
物
配
置
の
た
め
に
�
額
縁
と
す
れ
す
れ
の
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

技
法
は
完
璧
の
域
に
達
し
て
い
る
が
�
し
か
も
用
い

ら
れ
て
い
る
手
段
は
ご
く
単
純
な
も
の
だ
�
こ
う
し
た
作
品

に
ふ
さ
わ
し
い
画
家
の
人
と
な
り
を
想
像
し
て
み
る
と
し
よ

う
�
作
品
の
傍
ら
に
ラ
イ
ス
ダ
�
ル
そ
の
人
を
置
い
て
み
て

い
た
だ
き
た
い
�
私
が
正
し
い
と
す
れ
ば
�
生
真
面
目
な
夢

想
家
に
し
て
燃
え
る
心
の
持
ち
主
�
直
截
な
精
神
を
そ
な
え

た
寡
黙
な
人
と
い
う
�
重
層
的
だ
が
矛
盾
し
た
と
こ
ろ
の
な

い
イ
メ
�
ジ
が
�
読
者
の
脳
裏
に
浮
か
ん
で
く
る
こ
と
で
あ

ろ
う
�

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
�
オ
ラ
ン
ダ
ベ
ル
ギ
�
紀
行
�
下
�
�
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写
に
弱
点
が
あ
る
の
も
目
に
つ
く
し
�
正
当
な
根
拠
も
な
い

の
に
各
人
の
性
格
づ
け
を
し
よ
う
と
し
て
�
画
家
が
困
惑
し

て
い
る
ら
し
い
の
も
見
て
と
れ
る
�

　

隊
長
は
大
き
す
ぎ
�
副
官
は
小
さ
す
ぎ
る
�
し
か
も
�
副

官
は
コ
�
ク
隊
長
と
並
ん
で
小
さ
く
見
え
る
だ
け
で
な
く
ｌ

―

隊
長
の
体
格
は
彼
を
圧
倒
し
て
い
る
�
他
の
脇
役
た
ち
と

比
べ
て
も
小
さ
い
の
で
あ
り
�
他
の
人
々
の
背
の
高
さ
や
恰

幅
の
よ
さ
の
た
め
に
�
こ
の
非
常
に
発
育
の
悪
い
青
年
は
�

ま
る
で
髭
の
生
え
る
の
が
早
す
ぎ
た
子
供
の
よ
う
に
見
え

る
�

　

一
人
ひ
と
り
を
肖
像
と
し
て
眺
め
る
と
�
こ
れ
ら
は
成
功

と
は
い
い
が
た
い
�
似
て
い
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
�
顔
立

ち
も
魅
力
に
欠
け
る
�
こ
の
一
六
四
二
年
に
は
す
で
に
力
量

が
証
明
ず
み
で
あ
�
た
肖
像
画
家
に
し
て
は
意
外
な
不
出
来

で
あ
�
て
�
後
に
コ
�
ク
隊
長
が
あ
ら
た
め
て
手
堅
い
フ
�

ン
・
デ
ル
・
ヘ
ル
ス
ト
に
肖
像
画
を
注
文
し
た
こ
と
に
も
�

多
少
は
弁
護
の
余
地
が
あ
る
�

　

マ
ス
ケ
�
ト
銃
に
弾
を
込
め
て
い
る
隊
員
に
し
て
も
�
隊

長

や

副

官

よ

り

も

も
�
と
よ
く
観
察
さ

れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
�

画

面

右

側

の

銃

を

持
�
た
隊
員
や
鼓
手

に
つ
い
て
は
ど
う
だ

ろ
う
�
こ
れ
ら
の
人
々

の
肖
像
は
全
員
に
手

が
な
い
�
と
言
う
こ

と
す
ら
で
き
そ
う
で

あ
る
�
そ
う
言
い
た
く
な
る
ほ
ど
手
の
描
き
方
は
曖
昧
で
�

手
の
動
き
の
意
味
が
は
�
き
り
し
な
い
の
だ
�

　

さ
て
�
こ
こ
に
付
随
的
な
人
物
が
一
人
残
�
て
い
る
�
今

日
に
至
る
ま
で
�
こ
の
人
物
は
あ
ら
ゆ
る
説
明
を
受
け
つ
け

ず
に
き
た
�
な
ぜ
な
ら
�
こ
の
人
物
は
姿
か
た
ち
�
身
な
り
�

不
思
議
な
輝
き
に
よ
�
て
�
ま
た
こ
こ
に
は
場
違
い
だ
と
い

う
事
実
に
よ
�
て
�
魔
法
と
か
何
ら
か
の
ロ
マ
ン
テ
�
�
ク

な
意
味
と
か
�
こ
の
絵
の
本
来
の
意
味
を
覆
す
も
の
と
い
�

て
も
よ
い
が
�
の
化
身
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
か
ら
で

あ
る
�

　

私
が
お
話
し
し
て
い
る
の
は
�
幼
女
の
よ
う
で
も
あ
り
老

婆
の
よ
う
で
も
あ
る
�
魔
女
め
い
た
姿
を
し
た
小
柄
な
女
の

こ
と
だ
�
図
�
�
真
珠
の
よ
う
な
飾
り
を
付
け
た
豊
か
な
髪
を
�

彗
星
の
尾
の
よ
う
に
後
ろ
へ
流
し
て
い
る
�

　

こ
の
娘
は
ど
う
い
う
わ
け
か
わ
か
ら
な
い
が
�
射
撃
隊
員

た
ち
の
脚
の
間
に
滑
り
こ
ん
で
し
ま
�
た
�
し
か
も
�
さ
ら

に
わ
け
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
�
帯
に
白
い
鶏
�
無
理
を
す

れ
ば
巾
着
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
�
を
ぶ
ら
下
げ
て

い
る
の
で
あ
る
�

　

人
間
ら
し
い
と
こ
ろ
は
一
切
な
さ
そ
う
な
こ
の
小
さ
な
姿

は
�
い
�
た
い
な
ぜ
こ
の
行
進
に
混
じ
�
て
い
る
の
か
？
空

想
の
所
産
か
現
実
の
存
在
か
も
定
か
で
な
い
こ
の
少
女
�
端

役
で
あ
り
な
が
ら
主
役
の
座
を
奪
�
て
い
る
と
も
い
え
る
こ

の
少
女
は
�
い
�
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
�

　

こ
の
問
い
に
答
え
る
の
は
と
う
て
い
私
の
任
で
は
な
い
�

私
な
ど
よ
り
は
る
か
に
学
識
あ
る
人
々
が
�
こ
の
人
物
は
誰

な
の
か
�
こ
こ
で
何
を
し
て
い
る
の
か
と
�
繰
り
返
し
問
い

か
け
て
き
た
の
で
あ
る
が
�
誰
一
人
満
足
す
べ
き
答
え
を
考

え
つ
き
は
し
な
か
�
た
�
�
＊
２
�
�

　

�
夜
警
�
が
一
六
四
二
年
に
世
に
出
た
と
き
�
ど
の
よ
う

な
反
響
を
呼
び
起
こ
し
た
か
�
こ
れ
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
�
こ
の
記
念
す
べ
き
試
み
は
�
理
解
も
さ
れ
ず
正

当
に
評
価
も
さ
れ
な
か
�
た
�
こ
の
絵
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の

栄
光
を
い
�
そ
う
喧
伝
ず
る
も
の
と
な
り
�
彼
の
忠
実
な
支

持
者
た
ち
の
目
に
彼
を
い
�
そ
う
偉
大
な
存
在
と
し
て
印
象

づ
け
は
し
た
が
�
他
方
�
こ
の
�
決
定
的
な
一
歩
ま
で
多
少

の
無
理
を
し
な
が
ら
つ
い
て
く
る
の
が
や
�
と
だ
�
た
人
々

の
目
か
ら
見
る
と
�
こ
れ
に
よ
�
て
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
信
用

は
大
い
に
揺
ら
い
だ
の
で
あ
る
�
こ
の
絵
の
お
か
げ
で
�
彼

は
非
常
に
変
わ
�
た
画
家
�
あ
ま
り
あ
て
に
な
ら
な
い
大
家

と
い
う
こ
と
に
な
�
て
し
ま
�
た
�
�

　

と
く
に
今
日
に
お
い
て
�
人
々
が
異
口
同
音
に
認
め
て
い

る
こ
と
が
あ
る
�
そ
れ
は
こ
の
絵
の
色
彩
と
描
き
方
に
関
す

る
こ
と
で
�
色
彩
は
�
ま
ば
ゆ
い
ま
で
に
輝
か
し
く
�
前
代

未
聞
�
�
読
者
も
お
わ
か
り
の
と
お
り
�
こ
の
手
の
言
葉
は

む
し
ろ
称
賛
を
ぶ
ち
こ
わ
し
に
す
る
も
の
だ
��
描
き
方
は

衆
目
の
見
る
と
こ
ろ
�
こ
の
上
な
く
見
事
だ
と
い
う
こ
と
に

な
�
て
い
る
�

　

さ
て
�
つ
い
に
私
は
�
こ
の
絵
に
お
い
て
�
疑
い
も
な
く

最
も
興
味
深
い
問
題
�
新
し
い
方
向
に
向
か
�
て
の
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
の
偉
大
な
努
力
の
問
題
に
た
ど
り
つ
い
た
�
私
が
言

わ
ん
と
し
て
い
る
の
は
�
こ
の
絵
に
は
彼
独
自
の
も
の
の
見

方
が
た
�
ぷ
り
と
生
か
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
�
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
独
自
の
こ
の
見
方
は
�
明
暗
法
�
と
呼
ば
れ
て
い

る
�

　

オ
ラ
ン
ダ
派
の
中
で
�
明
暗
法
の
法
典
と
い
う
べ
き
も
の

を
起
草
し
�
秩
序
立
て
�
公
布
し
た
の
は
�
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

そ
の
人
で
あ
る
�
す
べ
て
を
包
み
�
す
べ
て
を
影
の
中
に
と
�

ぷ
り
と
浸
す
こ
と
�
光
そ
の
も
の
さ
え
影
の
中
に
沈
ま
せ
る

こ
と
�
こ
の
影
の
波
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
�
あ
る
と
こ
ろ
で

は
薄
く
し
�
ま
た
あ
る
と
こ
ろ
で
は
厚
く
盛
り
上
げ
�
し
か

も
�
影
に
も
半
暗
に
も
透
明
感
を
出
す
こ
と
�
最
後
に
�
最

も
濃
い
色
に
も
あ
る
種
の
透
過
性
を
与
�
明
暗
法
の
法
典
と

い
う
べ
き
も
の
を
起
草
し
�
秩
序
立
て
�
公
布
し
た
の
は
�

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
そ
の
人
な
の
だ
か
ら
�

　

第
一
級
の
人
々
は
誤
り
を
犯
さ
な
い
は
ず
�
な
ど
と
頭
か

ら
信
じ
て
は
お
ら
れ
な
い
方
々―

私
は
そ
の
方
々
に
以
下
の

話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
�
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
�
武
装
し

た
人
々
の
一
隊
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
か
�
た
�
彼
ら
が
何
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
わ
れ
わ
れ
に
伝
え
る
の
は
�
簡

単
至
極
だ
�
た
は
ず
で
あ
る
�
に
も
か
か
わ
ら
ず
�
レ
ン
ブ

ラ
ン
ト
は
こ
の
点
で
あ
ま
り
に
手
を
抜
い
て
い
る
の
で
�
こ

れ
が
何
の
場
面
で
あ
る
の
か
は
�
も
は
や
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

に
お
い
て
さ
え
わ
か
ら
な
く
な
�
て
し
ま
�
た
�

　

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
肖
像
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
か
�
た
の
だ

が
�
こ
れ
ら
の
肖
像
は
信
憑
性
に
欠
け
て
い
る
�
固
有
の
特

徴
を
そ
な
え
た
衣
装
を
描
か
ね
ば
な
ら
な
か
�
た
の
だ
が
�

衣
装
の
大
半
は
現
実
に
は
あ
り
そ
う
に
な
い
�
彼
は
ピ
ト
レ

ス
ク
な
効
果
を
追
求
し
た
�
そ
し
て
�
そ
の
あ
ま
り
��
夜
警
�

と
い
う
作
品
は
か
く
も
不
可
解
な
も
の
に
な
�
て
し
ま
�
た

の
で
あ
る
�

レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ほ
ど
の
芸
術
家
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
過
つ
と

は
�
表
現
す
べ
き
こ
と
を
な
お
ざ
り
に
し
て
�
よ
り
に
も
よ
�

て
要
求
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
表
現
す
る
と
は
�
い
�
た
い

な
ぜ
こ
ん
な
こ
と
に
な
�
て
し
ま
�
た
の
だ
ろ
う
か
�

　

実
際
�
た
ぶ
ん
読
者
も
気
づ
か
れ
た
こ
と
と
思
う
が
�
矛

盾
に
満
ち
た
こ
の
天
才
の
内
部
に
は
�
二
人
の
レ
ン
ブ
ラ
ン

ト
が
存
在
し
て
い
る
の
だ
�

　

二
人
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
こ
れ
ま
で
充
分
に
区
別
さ
れ
て

き
た
と
は
言
い
が
た
い
の
だ
が
�
と
に
か
く
対
立
し
あ
�
て

い
て
�
同
時
に
は
�
ま
た
同
一
の
作
品
に
お
い
て
は
�
ほ
と

ん
ど
絶
対
に
折
り
合
わ
な
い
の
で
あ
る
�
一
人
は
思
想
家
で
�

現
実
を
忠
実
に
写
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
�
お
よ
そ
不

器
用
で
あ
る
が
�
真
実
を
語
る
義
務
に
よ
�
て
手
の
自
由
を

妨
げ
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
�
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
�
も
う

一
人
は
職
人
で
あ
り
�
夢
想
家
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
な
け
れ
ば

素
晴
ら
し
い
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
�

　

�
夜
警
�
は
�
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
が
ど
ち
ら
と
も
つ
か
ぬ
曖

昧
な
状
態
で
い
る
と
き
に
制
作
さ
れ
た
�
そ
れ
ゆ
え
に
�
彼

の
思
想
が
自
由
に
発
揮
さ
れ
た
作
品
で
も
な
く
�
彼
の
手
が

健
や
か
な
状
態
の
と
き
の
作
品
で
も
な
い
�
ひ
と
こ
と
で
言

え
ば
�
真
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
こ
こ
に
は
存
在
し
な
い
の
だ
�

　

し
か
し
�
人
間
精
神
の
名
誉
に
と
�
て
は
た
い
へ
ん
幸
い

な
こ
と
に
�
真
の
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
別
な
と
こ
ろ
に
な
ら
確

か
に
存
在
す
る
�
そ
れ
ゆ
え
�
こ
れ
ほ
ど
有
名
で
は
な
い
に

せ
よ
�
も
�
と
優
れ
た
い
く
つ
か
の
作
品
を
例
に
引
く
こ
と

で
�
こ
の
偉
大
な
人
物
の
二
つ
の
側
面
を
�
そ
れ
ぞ
れ
の
最

当時一般的だった集団肖像画の描き方
ニコラス・ピッケノイ「市民隊」1642
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註

　

�
＊
１
�　

�
夜
警
�
は
一
七
一
五
年
に
当
初
の
設
置
場
所
で
あ
る
火
縄
銃

射
手
隊
会
館
の
広
間
か
ら
市
庁
舎
�
現
王
宮
�
の
会
議
室
に　

移
さ
れ
た
と

き
�
新
し
い
設
置
場
所
の
寸
法
に
合
わ
せ
る
た
め
�
四
方
�
と
く
に
左
側
�

を
切
り
詰
め
ら
れ
た
�
十
七
世
紀　

半
ば
の
コ
ピ
�
か
ら
本
来
の
状
態
が
わ

か
る
�
�
こ
の
結
果
�
画
面
の
枠
と
人
物
の
位
置
の
関
係
は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト

が
意
図
し
た
も
の
と
は
違
�
て
し
ま
�
た
�
フ
ロ
マ
ン
タ
ン
が
画
中
の
人
物

配
置
に
違
和
感
を
抱
い
て
い
る
の
は
�
彼
の
芸
術
的
直
観
の
鋭
さ
を
示
し
て

い
る
�

　

�
＊
２
�　

今
日
の
研
究
者
は
こ
の
少
女
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い

る
�
当
時
�
射
手
隊
に
は
�
ビ
�
ル
や
食
料
品
を
供
給
す
る
専
属
の
商
人
が

つ
い
て
お
り
�
鶏
と
巾
着
を
帯
に
下
げ
�
杯
を
手
に
し
た
少
女
の
い
で
た
ち

は
�
他
の
絵
画
か
ら
知
ら
れ
る
こ
の
種
の
物
売
り
と
に
か
よ
�
て
い
る
�
し

か
し
�
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
は
同
時
に
こ
の
少
女
を
火
縄
銃
射
手
隊
を
象
徴
す
る

擬
人
像
と
し
て
構
想
し
た
�
鶏
の
爪
が
目
立
た
せ
ら
れ
て
い
る
が
�
こ
れ
は
火

縄
銃
射
手
隊
の
紋
章
�
鷹
の
爪
�
を
暗
示
し
�
少
女
が
手
に
す
る
杯
は
�
普

通
の
酒
保
商
人
が
持
ち
歩
く
ジ
�
�
キ
で
は
な
く
�
火
縄
銃
射
手
隊
の
儀
式

用
杯
だ
か
ら
で
あ
る
�
現
実
の
物
売
り
女
で
は
あ
り
え
な
い
光
り
輝
く
豪
華

な
衣
装
�
他
の
人
物
と
不
釣
り
あ
い
な
小
さ
さ
は
�
こ
の
少
女
が
現
実
と
は

次
元
を
異
に
し
た
擬
人
像
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
�
Ｅ
・
ハ
�
フ
�

ル
カ
ン
プ
�
ベ
�
ヘ
マ
ン
�
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
�
夜
警
�
�
一
九
八
二
�
�

も
輝
か
し
い
姿
で
か
目
に
か
け
る
な
ら
ば
�
私
は
か
く
も
大

き
な
栄
光
を
い
さ
さ
か
も
そ
こ
な
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
�

フ
ロ
マ
ン
タ
ン
�
オ
ラ
ン
ダ
ベ
ル
ギ
�
紀
行
�
下
�
�
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感　想 疑　問

頭部のインパクトが弱い
頭が大きい

手が大きい

力強い

力強い意思を感じる

筋肉がたくましい

リアルな筋肉

理想的スタイル

均整がとれている

動きがゆったりしている

動きを伴っている

左右の足の長さが違う

①なぜ、ヌードなの？

②何を見てるの？

③鼻の穴は彫ってあるの？

④何を持ってるの？

⑤右足の木は何だろう？

図1、観察結果の整理

ナニが小さい

観察・記述

 
 
 
 
 
 

 
 
 

イ
ス
ラ
エ
ル･

ユ
ダ
複
合
王
国
の
王

①　

羊
飼
い
の
少
年
ダ
ビ
デ
は
�
琴
の
名
手
と
し
て
�

悪
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
王
サ
ウ

ル
を
慰
め
る
た
め
宮
廷
に
出
仕
し
た
�

②　

別
の
伝
承
に
よ
る
と
�
ペ
リ
シ
テ
人
の
勇
士
ゴ
リ

ア
テ 

を
倒
し
て
認
め
ら
れ
�
サ
ウ
ル
に
仕
え

る
よ
う
に
な
�
た
と
い
う
�

　　
　

い
ず
れ
に
し
て
も
サ
ウ
ル
の
武
将
と
し
て
頭
角
を

現
し
た
�
し
か
し
�
彼
の
成
功
を
ね
た
ん
だ
サ

ウ
ル
に
命
を
ね
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
�
宮
廷

か
ら
逃
亡
し
て
ユ
ダ
の
荒
野
に
身
を
潜
め
�
ゲ

リ
ラ
戦
に
よ
�
て
サ
ウ
ル
と
対
抗
し
た
�

　
　
　

そ
の
後
�
サ
ウ
ル
が
ギ
ル
ボ
ア
山
で
ペ
リ
シ
テ

人
と
戦
�
て
敗
死
し
た
こ
と
を
聞
く
と
�
ダ
ビ

デ
は
ユ
ダ
王
国
を
建
て
�
さ
ら
に
イ
ス
ラ
エ
ル

を
併
合
し
�
前9

9
7

年
こ
ろ
イ
ス
ラ
エ
ル･

ユ

ダ
複
合
王
国
の
王
に
な
�
た
�

　
　

ダ
ビ
デ
は
東
ヨ
ル
ダ
ン
の
諸
王
国
と
シ
リ
ア
の

ア
ラ
ム
人
を
征
服
し
て
�
南
は
紅
海
か
ら
北
は

ユ
�
フ
ラ
テ
ス
川
に
達
す
る
大
帝
国
を
建
設
し

た
�　

こ
の
成
功
を
背
景
に
�
ダ
ビ
デ
は
王
政

前
に
シ
ロ
部
族
同
盟
の
象
徴
で
あ
�
た
�
神
の

箱(

契
約
の
箱)

�
を
エ
ル
サ
レ
ム
に
搬
入
し
�

イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
ヤ
ハ
ウ
�
が
�
エ
ル
サ
レ
ム

と
ダ
ビ
デ
家
を
永
遠
に
イ
ス
ラ
エ
ル
の
首
都
と

王
家
に
選
ぶ
約
束
を
し
た
�
と
主
張
し
た
�
こ

の
神
の
約
束
は
�
ダ
ビ
デ
契
約
�
と
呼
ば
れ
�

の
ち
に
ダ
ビ
デ
の
子
孫
か
ら
メ
シ
ア
が
現
れ
る

と
い
う
メ
シ
ア
思
想
の
源
泉
と
な
�
た
�

　
　
　
　

ダ
ビ
デ
と
は

ドナテルロ＜ダビデ＞　1430頃

今
回
は
�
ス
テ
�
ジ
２
の
人
た
ち

が
�
次
の
ス
テ
�
ジ
３
に
レ
ベ
ル

ア
�
プ
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た

ら
良
い
の
か
�
を
考
え
て
い
き
ま

す
�
そ
の
方
法
は
�
疑
問
点
を
き
�

か
け
に
し
て
分
析
作
業
を
お
こ
な

う
こ
と
だ
と
�
私
は
考
え
ま
す
�

絵
を
見
て
生
じ
た
疑
問
を
�
ほ
�

て
お
か
な
い
で
�
調
べ
て
見
よ
う

と
い
う
行
動
が
出
来
る
か
ど
う
か

で
す
��
な
ん
か
よ
く
わ
か
ら
ん
な
�

で
お
わ
ら
せ
て
お
い
た
ら
�
ス
テ
�

プ
２
を
脱
出
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
�

作
品
を
見
て
生
じ
た
疑
問
は
ど
ん

な
観
点
に
よ
�
て
解
明
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
�
そ
の
こ
と
が
分

析
作
業
に
ど
う
役
立
つ
の
か
を
考

え
て
み
ま
し
�
う
�

は
じ
め
に
�
世
界
で
最
も
有
名
な

彫
刻
の
ひ
と
つ
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ

作
�
ダ
ビ
デ
�
�
次
に
印
象
派
の
絵

画
の
代
表
作
�
モ
ネ
作
�
印
象
�

日
の
出
�
を
検
討
の
対
象
に
し
ま

し
�
う
�
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こ
こ
で
は
�
美
術
科
の
入
門
的
実
践
演
習

と
し
て
お
こ
な
�
た
例
を
示
し
ま
し
た
�

前
回
�
第
五
回
�
解
説
し
た
�
Ⅰ
観
察
・

記
述
�
�
Ⅱ
分
析
・
解
明
�
�
Ⅲ
解
釈
・
価

値
把
握
�
の
３
つ
の
鑑
賞
プ
ロ
セ
ス
を
�

授
業
方
法
に
組
み
込
ん
だ
も
の
で
す
�
こ

う
し
た
鑑
賞
授
業
の
進
め
方
は
�
批
評
的

鑑
賞
方
法
と
呼
べ
る
と
思
い
ま
す
�

　

�
ダ
ビ
デ
�
授
業
記
録

先
生　

 

�
さ
て
�
今
日
は
こ
の
彫
刻
を
見
て
い
き
ま
す
�
こ

の
彫
刻
は
図
版
な
ど
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ

と
が
あ
る
か
な
�
見
た
覚
え
の
あ
る
人
�
ち
�
�
と

手
を
挙
げ
て
く
れ
る
か
な
� 

　

◆ 
メ
イ
ン
・
ス
ラ
イ
ド
�
ダ
ビ
デ
全
身
像
・
正
面
向
�
を
映
す
�

　

◆
質
問
に
対
し
て
は
学
生
全
員
が
挙
手
す
る

先
生　

�
全
員
が
見
た
こ
と
が
あ
る
訳
で
す
ね
�
ど
こ
で
見

た
ん
だ
ろ
う
�

学
生　

 

�
世
界
史
の
教
科
書
��
�
美
術
の
教
科
書
�

先
生　

�
で
も
�
考
え
て
み
れ
ば
�
日
本
人
の
作
品
じ
�
な

い
の
に
�
こ
こ
に
い
る
全
員
が
知
�
て
る
な
ん
て
い

う
の
は
�
す
ご
い
こ
と
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
か
�
と

い
う
こ
と
は
�
こ
の
彫
刻
は
芸
術
作
品
と
し
て
相
当

に
重
要
な
も
の
な
ん
で
し
�
う
ね
�
じ
�
あ
�
こ
の

像
に
つ
い
て
何
か
知
�
て
い
る
こ
と
を
言
�
て
下
さ

い
�
�

先
生　

�
作
者
や
題
名
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
�　

学
生　

知
�
て
い
る
者
が
数
名
い
た
＞

先
生　

�
テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
で
は
�
作
者
や
題
名
を
知
�

て
い
た
ら
そ
れ
で
十
分
な
場
合
が
多
い
で
す
よ
ね
�

は
い
�
良
く
ご
存
じ
で
す
ね
�
じ
�
次
の
問
題
�
�

と
い
�
た
感
じ
で
進
む
の
で
す
が
�
美
術
作
品
の
鑑

賞
で
は
�
そ
の
時
点
が
ス
タ
�
ト
に
な
り
ま
す
�
こ

の
彫
刻
の
題
名
が
ダ
ビ
デ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
�
て

た
人
に
尋
ね
る
よ
�
ダ
ビ
デ
�
て
ど
う
い
う
意
味
な

の
�

学
生　

�
街
の
名
前
か
な
�
�

先
生
�
こ
の
彫
刻
は
�
人
の
形
を
し
て
る
よ
�
お
か
し
く
な

い
か
な
�

学
生　

�
あ
�
人
の
名
前
だ
�

先
生　

�
き
�
と
ダ
ビ
デ
は
人
の
名
前
な
ん
だ
ろ
う
ね
�
じ
�

あ
ダ
ビ
デ
�
て
の
は
ど
う
い
う
人
な
ん
だ
ろ
う
�
誰

か
知
ら
な
い
か
い
�

学
生
�
�
�
�

先
生　

�
作
者
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
だ
�
て
知
�
て
た
人
も

い
た
よ
ね
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
は
な
ぜ
ダ
ビ
デ
を
作
�

た
ん
だ
ろ
う
�
そ
ん
な
疑
問
が
生
じ
な
い
か
？　

あ

る
い
は
�
な
ぜ
こ
う
い
う
ポ
�
ズ
を
し
て
い
る
の
か
？

と
か
�
ス
ラ
イ
ド
の
映
像
を
見
て
い
る
う
ち
に
�
い

ろ
い
ろ
な
疑
問
が
生
じ
て
来
な
い
か
な
�

　
　
　
　

私
は
�
今
日
の
授
業
で
皆
さ
ん
に
望
ん
で
い
る
こ

と
は
�
ス
ラ
イ
ド
の
作
品
を
じ
�
と
見
つ
め
る
こ
と
�

作
品
を
隅
か
ら
隅
ま
で
よ
く
観
察
す
る
こ
と
�
そ
う

し
て
い
る
う
ち
に
�
あ
れ
�
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
か
�

こ
の
部
分
は
こ
う
い
う
こ
と
な
ん
じ
�
な
い
か
な
�

な
ど
と
い
�
た
�
疑
問
と
か
意
味
づ
け
な
ど
を
生
じ

さ
せ
る
よ
う
な
自
分
の
姿
勢
�
言
い
換
え
れ
ば
そ
ん

な
関
心
を
喚
起
し
て
ほ
し
い
と
思
�
て
い
る
ん
で
す

ね
�

　
　
　
　

た
ぶ
ん
皆
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
�
作
品
を
見
る
と
い

う
こ
と
に
お
い
て
�
見
る
こ
と
を
通
じ
て
疑
問
を
生

じ
さ
せ
た
り
�
そ
し
て
そ
の
疑
問
を
調
べ
た
り
す
る

こ
と
で
解
決
し
よ
う
と
し
た
経
験
を
持
�
て
い
な
い

と
思
う
ん
で
す
ね
�
そ
う
し
た
こ
と
が
出
来
る
た
め

に
は
慣
れ
が
必
要
で
す
�
今
日
は
そ
う
し
た
ト
レ
�

ニ
ン
グ
も
含
ん
で
い
ま
す
�

　
　
　
　

さ
て
�
こ
の
彫
刻
が
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
の
ダ
ビ
デ

で
あ
る
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た
�
で
も
�
知
識
的
な

情
報
�
て
い
う
の
は
そ
の
程
度
ま
で
じ
�
な
い
の
か

な
�
今
日
の
時
間
の
う
ち
に
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
が

こ
の
像
に
込
め
た
意
味
と
�
こ
の
彫
刻
作
品
の
芸
術

と
し
て
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
�

●
観
察
記
述

先
生　

�
そ
れ
で
は
�
も
う
一
度
５
分
間
じ
�
く
り
と
ス
ラ

イ
ド
の
ダ
ビ
デ
を
見
つ
め
て
下
さ
い
�
そ
し
て
�
感

じ
た
こ
と
�
考
え
た
こ
と
な
ど
何
で
も
良
い
か
ら
メ

モ
し
て
く
だ
さ
い
�
箇
条
書
き
で
構
い
ま
せ
ん
よ
�

ど
ん
な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
良
い
で
す
�
思
い
つ
い

た
こ
と
を
記
録
し
て
み
て
下
さ
い
�

●
発
表
・
分
類

　

◆
五
分
後
�
学
生
全
員
か
ら
メ
モ
に
も
と
づ
き
発
表
さ
せ
る
�

先
生　

�
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
感
想
の
内
で
多
か
�
た
の

は
�
筋
肉
が
た
く
ま
し
く
て
�
リ
ア
ル
で
あ
る
�
理

想
的
ス
タ
イ
ル
�
な
ど
と
い
�
た
�
外
見
上
の
格
好

良
さ
と
か
力
強
さ
に
対
す
る
反
応
で
し
た
よ
ね
�
も

ち
ろ
ん
�
手
や
足
の
大
き
さ
や
長
さ
の
バ
ラ
ン
ス
が

ち
�
�
と
変
だ
ゾ
�
て
い
う
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
け

ど
ね
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
は
か
�
こ
良
い
�
若
く
逞

し
い
青
年
を
創
り
出
す
こ
と
が
目
的
だ
�
た
と
言
え

る
の
か
な
�

学
生　

�
�
�
�

先
生　

�
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
の
彫

刻
の
意
味
を
�
皆
さ
ん
は
簡
単
に
見
抜
い
て
し
ま
�

ス
テ
�
ジ
２
は
�
構
築
段
階
�
�
こ
こ
に
は
殆

ど
の
人
た
ち
が
い
る
�
疑
問
点
を
き
�
か
け

に
分
析
作
業
を
お
こ
な
う
こ
と
で
結
果
的
に

美
術
の
知
識
を
貯
め
込
み
�
ス
テ
�
ジ
３
�
ク

ラ
ス
フ
�
イ
ス
テ
�
ジ
�
分
類
段
階
�
�
へ
と

移
行
す
る
�

美
術
作
品
の
解
明
作
業
は
�
推
理
小
説
を
読

む
こ
と
に
近
い
も
の
が
あ
る
�
な
ぞ
解
き
み

た
い
な
も
の
�
謎
解
き
に
は
推
理
力
も
当
然

必
要
だ
が
�
相
応
の
知
識
も
必
要
�
逆
に
い

え
ば
�
謎
解
き
を
考
え
て
調
べ
て
い
る
う
ち

に
�
知
識
も
自
然
に
つ
い
て
く
る
も
の
で
す
�

た
こ
と
に
な
り
ま
す
よ
ね
�
果
た
し
て
そ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
ろ
う
か
？
�

　
　
　

�
と
こ
ろ
で
�
皆
さ
ん
か
ら
出
さ
れ
た
疑
問
の
中
に
�

何
を
見
て
る
ん
だ
ろ
う
�
手
に
持
�
て
い
る
の
は
何

だ
ろ
う
�
な
ぜ
ヌ
�
ド
な
の
�
て
い
う
の
が
あ
り
ま

し
た
�
実
は
こ
れ
ら
の
疑
問
は
ダ
ビ
デ
の
意
味
を
考

え
る
上
で
す
ご
く
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
う
ん
で

す
ね
�

　
　
　

美
術
作
品
を
見
た
際
に
は
�
見
た
だ
け
で
そ
の
意

味
を
了
解
で
き
る
も
の
や
�
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま

す
�
し
か
し
目
で
見
た
だ
け
で
は
意
味
が
良
く
理
解

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
�
疑
問
と
い
う
も
の
は
�

お
や
�
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
い
�
た
�
自
分
に
と
�

て
意
味
不
明
な
内
容
で
す
よ
ね
�

　
　
　

皆
さ
ん
は
象
徴
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
と
思
い
ま
す
�
例
え
ば
�
十
字
架
は
キ
リ
ス
ト
教

を
象
徴
し
て
い
る
�
と
い
う
例
な
ど
は
一
番
わ
か
り

や
す
い
例
で
す
ね
�

　
　
　

宗
教
的
な
象
徴
以
外
に
も
民
族
や
社
会
で
の
伝
統

的
な
象
徴
も
あ
る
し
�
美
術
作
品
の
場
合
に
は
作
者

が
自
分
で
新
し
い
象
徴
を
考
え
出
し
て
し
ま
う
こ
と

も
多
く
あ
る
ん
で
す
ね
�
ダ
ビ
デ
は
何
を
持
�
て
る

の
�
何
を
見
て
る
の
と
い
う
疑
問
は
�
お
そ
ら
く
象

徴
と
し
て
の
意
味
が
あ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
せ
ん
か
�

な
ぜ
ヌ
�
ド
な
の
�
て
い
う
の
も
す
ご
く
大
切
な
疑

問
だ
と
思
い
ま
す
よ
�
だ
�
て
�
普
通
人
間
は
裸
で

い
た
ら
社
会
的
に
も
お
か
し
い
で
す
よ
ね
�
美
術
の

作
品
だ
�
た
ら
お
か
し
く
な
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す

け
ど
�
子
ど
も
た
ち
だ
�
た
ら
�
こ
の
彫
刻
を
見
た

時
に
絶
対
そ
の
こ
と
を
言
う
と
思
い
ま
す
よ
�

　
　
　

裸
な
の
は
変
だ
と
か
�
ち
ん
ち
ん
出
し
て
る
と
か

き
�
と
言
う
は
ず
な
ん
で
す
よ
�
ヌ
�
ド
に
関
し

て
は
次
回
の
授
業
で
扱
う
予
定
で
す
の
で
今
日
は

ち
�
�
と
説
明
は
控
え
ま
す
け
ど
ね
�

　
　
　
●
分
析
段
階
�
１
�

　

◆
素
材
的
な
も
の
の
確
認
�
実
物
の
イ
メ
�
ジ
化

　
先
生　

�
さ
て
�
こ
れ
か
ら
�
作
品
を
見
る
こ
と
か
ら
生
じ

た
皆
さ
ん
の
感
想
や
疑
問
を
元
に
し
て
�
ダ
ビ
デ
の

意
味
を
解
読
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
�
そ
の

前
に
ち
�
�
と
�
ダ
ビ
デ
像
の
材
質
は
何
だ
ろ
う
か

を
考
え
て
み
て
欲
し
い
ん
で
す
ね
�

学
生　

�
石
膏
か
な
�

先
生
�
な
ぜ
石
膏
だ
と
思
う
の
�

学
生
�
白
い
か
ら
�

先
生
�
彫
刻
に
使
わ
れ
る
白
い
材
料
は
石
膏
だ
け
か
な
�

学
生
�　

�
�　

�

先
生
�
大
理
石
か
な
�

先
生
�
石
膏
と
大
理
石
と
が
出
た
け
れ
ど
�
ど
ち
ら
だ
ろ
う
�

学
生
�
分
か
ら
な
い
�

先
生
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
は
�
こ
の
像
を
屋
外
に
展
示
し

て
ほ
し
い
と
願
�
た
ん
だ
よ
�
だ
と
す
れ
ば
ど
ち
ら
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先
生
�
そ
う
い
え
ば
�
頭
も
大
き
い
で
す
よ
ね
�
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
�
ロ
は
�
な
ぜ
頭
と
手
を
こ
ん
な
に
大
き
く
作
�

た
ん
だ
ろ
う
�

学
生
�
力
強
さ
を
出
す
た
め
�

先
生
�
そ
う
い
う
目
的
も
あ
�
た
の
か
も
知
れ
な
い
�
た

し
か
に
�
手
を
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
作
る
こ
と
は
彫

刻
で
は
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ん
で
す
よ

ね
�
そ
れ
は
�
体
か
ら
離
れ
て
い
る
部
分
は
原
寸
サ

イ
ズ
だ
と
小
さ
く
見
え
て
し
ま
う
と
い
う
視
覚
心
理

面
で
の
性
格
が
あ
る
か
ら
な
ん
で
す
ね
�
だ
か
ら
手

は
大
き
め
に
作
�
て
あ
る
�
じ
�
あ
頭
が
大
き
く
作
�

て
あ
る
の
は
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
�

学
生
�　

�
�　

�

先
生
�
さ
�
き
�
こ
の
像
の
大
き
さ
を
確
認
し
ま
し
た
ね
�

５
メ
�
ト
ル
近
い
巨
大
な
像
で
す
�
像
を
見
て
い
る

自
分
の
姿
を
イ
メ
�
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
�

学
生
�
下
か
ら
見
上
げ
る
か
ら
�
大
き
め
に
作
ら
な
い
と
�

先
生
�
そ
う
で
す
よ
ね
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
は
見
る
人
の
立

場
に ｧ

�
て
�
見
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
計
算
し
て
頭
を

大
き
く
作
�
た
わ
け
で
す
�
だ
か
ら
正
確
に
い
え
ば
ダ

ビ
デ
は
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ん
で
す
が
�
見
上
げ
た
際
に

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る
よ
う
に
作
�
て
あ
る
わ
け
で
す
�

　
●
分
析
段
階
�
２
�

　
　
　

◆
テ
�
マ
的
・
象
徴
的
な
も
の
の
理
解

先
生
�
外
見
的
に
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
が
ど
ん
な
工
夫
を
し

た
の
か
を
見
た
わ
け
で
す
が
�
次
に
こ
の
像
は
何
を
意

味
し
て
い
る
の
か
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
が
像
に
込
め
た

意
味
を
読
み
と
�
て
い
き
ま
し
�
う
�
さ
�
き
発
表
し

て
も
ら
�
た
際
に
�
左
手
は
何
を
持
�
て
い
る
ん
だ
ろ

う
�
眼
は
何
を
見
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問
点
が

上
げ
ら
れ
ま
し
た
ね
�
そ
の
あ
た
り
が
関
係
し
て
い
る

と
思
う
ん
で
す
ね
�

　
　

ま
ず
�
手
に
持
�
て
い
る
も
の
は
何
か
と
い
う
点
で
す
�

学
生　

�
布
み
た
い
�

　
　
　

�
タ
オ
ル
�
お
ふ
ろ
上
が
り
か
な
�
笑
�
�

先
生
�
右
手
の
方
も
見
て
み
ま
し
�
う
�
右
手
は
ど
う
か　

な
�

学
生　

�
何
か
つ
か
ん
で
る
�

先
生　

�
実
は
�
こ
れ
に
関
し
て
は
�
実
物
の
像
を
眼
で
見

た
場
合
で
も
何
を
持
�
て
い
る
の
か
は
分
か
り
ま
せ

ん
�
こ
れ
は
つ
り
帯
と
呼
ば
れ
る
�
袋
に
石
を
入
れ
て

そ
れ
を
振
り
回
す
こ
と
で
敵
と
戦
う
た
め
の
素
朴
な
武

器
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
�
右
手
に
は
石
を
持
�
て
い

る
と
言
え
ま
す
ね
�
ダ
ビ
デ
は
�
た
だ
の
裸
じ
�
な
く

て
武
器
を
持
�
て
い
る
ん
で
す
�

　
　
　

�
と
こ
ろ
で
�
さ
�
き
脚
の
長
さ
が
違
う
と
言
�
た

人
が
い
ま
し
た
が
�
長
さ
が
違
う
と
い
う
よ
り
も
�
こ

う
し
た
脚
の
表
現
は
遊
び
脚
と
い
�
て
�
片
方
の
脚
に

重
心
を
か
け
た
ポ
�
ズ
な
ん
で
す
ね
�
で
も
な
ぜ
遊
び

脚
に
し
た
ん
だ
ろ
う
�

学
生
�
外
見
上
の
バ
ラ 

ン
ス
じ
�
な
い
の
�

先
生
�
単
な
る
見
か
け
だ
け
な
ん
だ
ろ
う
か
�
ち
�
�
と
誰

か
に
同
じ
ポ
�
ズ
を
と
�
て
も
ら
い
ま
し
�
う
�

　
　

◆
一
人
を
選
び
�
ダ
ビ
デ
の
ポ
�
ズ
を
と
ら
せ
る

先
生
�
ど
ん
な
感
じ
が
す
る
�

学
生
�　

�
�　

�

先
生
�
両
足
に
体
重
を
の
せ
た
時
と
比
べ
て
�
ど
こ
か
違
い

が
あ
る
か
な
�

学
生
�　

�
�　

�

先
生
�
そ
の
ポ
�
ズ
の
次
に
来
る
動
作
を
考
え
て
み
て
く
だ

さ
い
�

学
生
�
動
き
や
す
い
�

先
生
�
そ
う
�
長
距
離
走
の
ス
タ
�
ト
の
時
も
片
方
の
脚
を

浮
か
せ
る
よ
ね
�
野
球
の
ボ
�
ル
を
投
げ
る
時
も
そ
う

で
し
�
�
つ
ま
り
�
こ
の
ポ
�
ズ
は
す
ぐ
に
動
け
る
状

態
を
示
し
て
い
る
と
言
え
な
い
か
な
�

先
生
�
じ
�
�
次
に
顔
を
見
て
み
ま
し
�
う
�
何
を
見
て
い

る
の
�
て
い
う
疑
問
が
あ
�
た
け
れ
ど
も
�
眼
を
見
て

下
さ
い
�
ど
ん
な
目
つ
き
で
す
か
�

学
生
�
睨
ん
で
い
る
�

　
　

�
一
点
を
見
つ
め
て
い
る
�

　
　

�
何
か
警
戒
し
て
い
る
よ
う
な
�　

先
生
�
そ
う
�
ボ
�
�
と
見
て
い
る
わ
け
じ
�
な
く
て
�
鋭

い
目
つ
き
で
注
意
深
く
見
つ
め
て
い
る
よ
う
で
す
よ

ね
�
と
こ
ろ
で
�
左
右
の
ど
ち
ら
を
見
て
る
の
か
な
�

学
生
�
左
側
�

先
生　

�
西
洋
人
に
と
�
て
は
右
と
左
と
で
は
異
な
る
意
味

が
あ
る
�
右
は
神
に
守
ら
れ
て
い
て
�
左
に
は
悪
魔
が

住
ん
で
い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
�
そ
う
し
て
み
る
と
�

左
側
を
見
つ
め
て
い
る
の
は
�
何
か
良
く
な
い
も
の
を

見
つ
め
て
い
る
と
も
い
え
る
ね
�
敵
を
睨
ん
で
い
る
の

だ
ろ
う
�

学
生
�
大
理
石
だ
�

先
生
�
そ
う
�
こ
の
ダ
ビ
デ
像
は
大
理
石
で
す
�
じ
�
あ
�

な
ぜ
大
理
石
を
使
�
た
の
か
を
考
え
て
み
よ
う
�
ス

ラ
イ
ド
の
雰
囲
気
か
ら
見
て
ど
う
思
う
�

学
生
�
き
れ
い
だ
か
ら
�

学
生
�
彫
り
易
そ
う
だ
か
ら
�

先
生
�
そ
う
�
大
理
石
は
石
の
中
で
も
相
当
に
柔
ら
か
い

石
な
ん
で
す
よ
ね
�
し
か
も
光
を
吸
収
す
る
�
だ
か

ら
見
た
目
に
も
ソ
フ
ト
な
印
象
を
与
え
る
�
ブ
ロ
ン

ズ
像
は
黒
ず
ん
で
ど
こ
か
冷
た
い
感
じ
が
す
る
け
れ

ど
も
�
大
理
石
は
穏
や
か
で
暖
か
な
感
触
を
持
�
て

い
ま
す
ね
�

先
生
�
さ
て
�
こ
の
像
の
大
き
さ
は
ど
の
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
か
�

ス
ラ
イ
ド
で
は
分
か
り
に
く
い
で
し
�
う
が
推
測
し

て
み
て
く
だ
さ
い
�

学
生
�
等
身
大
か
も
う
少
し
小
さ
い
�

学
生
�
も
�
と
大
き
い
ん
じ
�
な
い
か
�

先
生
�
こ
の
像
は
�
台
座
も
入
れ
て5

.2

メ
�
ト
ル
と
さ

れ
て
い
ま
す
�
し
か
も
一
個
の
石
か
ら
掘
り
出
さ
れ

た
も
の
で
す
�

　
　
　

大
変
大
き
い
で
す
ね
�
彫
ら
れ
る
前
の
石
は
�
そ

の
当
時
�
一
度
は
別
の
作
家
が
彫
り
始
め
た
も
の

の
中
断
さ
れ
�2

5

年
間
放
置
さ
れ
て
い
た
も
の
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
�
そ
の
大
き
さ
ゆ
え
に
巨
人

と
い
う
渾
名
が
つ
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
か

ら
�
大
理
石
の
本
場
の
イ
タ
リ
ア
で
も
ま
れ
な
大

き
さ
の
石
だ
�
た
ん
で
し
�
う
ね
�
１
６
世
紀
の
初

頭
�
１
５
０
１
年
か
ら
２
年
半
を
か
け
て
�
ミ
ケ
ラ

ン
ジ
�
ロ
に
よ
�
て
ダ
ビ
デ
は
完
成
し
ま
し
た
�

●
分
析
段
階
�
２
�

　
　

◆
形
態
の
造
形
的
理
解

先
生
�
さ
�
き
�
理
想
的
ス
タ
イ
ル
だ
と
言
�
た
人
が
い

ま
し
た
よ
ね
�
本
当
に
こ
の
ダ
ビ
デ
は
ス
タ
イ
ル
が

良
い
ん
だ
ろ
う
か
�

学
生
�　

�
�　

�

先
生
�
手
が
大
き
い
�
て
言
�
た
人
が
い
ま
し
た
が
�
全

体
的
な
先
生
バ
ラ
ン
ス
か
ら
み
て
�
他
に
気
づ
い
た

こ
と
は
無
い
か
な
�

学
生
�
頭
が
大
き
い
�

ベルニーニ 1623
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か
も
知
れ
な
い
�

　
　

�
さ
て
�
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
�
整
理

し
て
み
ま
し
�
う
�
ま
ず
�
武
器
を
持
�
て
い
る
�
そ

し
て
す
ぐ
に
動
け
る
態
勢
で
敵
を
睨
ん
で
い
る
�
私
た

ち
は
�
今
日
の
始
め
の
時
点
で
は
�
こ
の
ダ
ビ
デ
像
を

見
た
時
に
は
�
像
の
持
つ
意
味
は
全
く
分
か
ら
な
か
�

た
�
し
か
し
今
は
違
う
�
こ
の
彫
刻
は
�
健
康
的
で
見

事
な
肉
体
を
持
�
た
た
だ
の
青
年
じ
�
な
い
�
戦
い
に

備
え
た
�
あ
る
い
は
何
か
を
守
�
て
い
る
若
い
勇
士
の

像
と
し
て
の
意
味
を
持
�
て
い
る
こ
と
が
分
か
�
て
き

た
�

●
解
釈
段
階

先
生　

�
皆
さ
ん
が
感
じ
と
�
た
疑
問
点
は
ほ
と
ん
ど
解
決

で
き
ま
し
た
�
で
も
�
ま
だ
一
番
重
要
な
解
明
す
べ
き

問
題
が
残
�
て
い
ま
す
�
そ
れ
は
�
な
ぜ
ダ
ビ
デ
な
の

か
と
い
う
点
で
す
�
ダ
ビ
デ
と
は
何
者
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
は
ま
だ
不
明
な
ま
ま
で
す
�
そ
し
て
�
ダ
ビ

デ
は
芸
術
と
し
て
ど
の
よ
う
な
価
値
を
持
�
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
�
最
後
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
ま
し
�
う
�

◆
次
の
３
点
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
�
た
�

　

▼
ダ
ビ
デ
の
意
味
に
つ
い
て
�
旧
約
聖
書
上
の
伝
説
的
存

在
で
あ
る
こ
と
�
解
説
文
に
よ
る
紹
介
�

　

▼
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
け
る
フ
�
レ
ン
ツ
エ
と
い
う
都
市
の

位
置
づ
け
に
つ
い
て
�
中
世
の
農
奴
制
と
都
市
の
関
係

�
外
敵
か
ら
の
防
衛
の
必
要
性
�
�
ダ
ビ
デ
は
フ
�
レ
ン

ツ
エ
の
守
り
神
的
存
在
と
し
て
市
民
か
ら
愛
さ
れ
て
い

た
こ
と
�

　

▼
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
の
ダ
ビ
デ
像
が
�
フ
�
レ
ン
ツ
エ
に

は
３
つ
あ
る
こ
と
の
意
味
�
市
民
に
と
�
て
の
ダ
ビ
デ

=

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
が
如
何
に
大
切
に
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
事
実
確
認
�

マンテーニャによる
ダビデ（絵画）1623

風
景
画
の
変
遷

27

先
生　

う
ん
そ
う
だ
ね
�
そ
れ
に
答
え
る
前
に
花
子
さ
ん

に
聞
く
け
れ
ど
�
地
動
説
を
唱
え
た
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス

が
活
躍
し
た
の
も
�
こ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
期
だ
�

た
�
て
こ
と
を
知
�
て
い
る
か
な
�

花
子　

そ
う
な
ん
で
す
か
？　

ガ
リ
レ
オ
や
コ
ペ
ル
ニ
ク

ス
の
業
績
は
少
し
は
知
�
て
い
る
け
ど
�
歴
史
年
表

の
中
で
ど
こ
に
位
置
し
て
い
る
の
か
�
わ
か
り
に
く

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
よ
ね
�

先
生　

ル
ネ
サ
ン
ス
の
時
代
は
�
思
想
も
芸
術
も
発
展
し

た
け
れ
ど
�
も
�
と
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
科
学

の
分
野
で
の
発
展
だ
と
思
う
よ
�
中
世
の
思
想
の
中

心
だ
�
た
神
学
に
対
し
て
�
真
理
を
求
め
る
新
た
な

精
神
は
�
ル
ネ
サ
ン
ス
に
お
い
て
は
科
学
の
大
き
な

前
進
を
見
せ
た
ん
だ
�
こ
の
時
代
に
は
科
学
と
美
術

と
の
連
携
に
よ
る
大
き
な
成
果
が
あ
�
た
ん
だ
け
ど
�

そ
れ
は
い
�
た
い
何
だ
と
思
う
？

花
子　

そ
う
い
え
ば
�
透
視
図
法
と
か
遠
近
法
な
ど
の
描

き
方
が
確
立
し
た
の
は
こ
の
時
代
で
し
た
ね
�

先
生
�
そ
う
だ
よ
�
透
視
画
�
透
視
図
法
・
遠
近
法
�

は
�
三
次
元
空
間
を
平
面
に
置
き
換
え
る
た
め
の
光

学
的
理
解
が
必
要
だ
か
ら
ね
�
人
間
や
自
然
を
目
に

見
え
る
様
子
を
正
確
に
再
現
す
る
た
め
に
は
�
レ
ン

ズ
を
使
�
た
映
像
の
実
験
や
�
大
気
の
存
在
に
よ
る

遠
く
の
も
の
の
色
の
見
え
方
の
変
化
な
ど
�
今
で
言

う
物
理
学
や
光
学
の
力
を
借
り
た
研
究
の
成
果
だ
�

た
ん
だ
よ
ね
�

花
子　

そ
う
か
�
当
時
の
美
術
家
は
�
た
ん
な
る
画
家
や

彫
刻
家
と
い
う
よ
り
も
�
科
学
者
も
兼
ね
た
よ
う
な

存
在
と
し
て
捕
ら
え
た
ほ
う
が
良
い
の
ね
�

先
生　

そ
う
な
ん
だ
�
た
と
え
ば
レ
オ
ナ
ル
ド
が
人
体
解

剖
の
ノ
�
ト
を
残
し
て
い
る
し
�
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ

に
至
�
て
は
�
百
体
も
の
人
体
解
剖
を
お
こ
な
�
た

と
さ
れ
て
い
る
ん
だ
�
彫
刻
と
解
剖
学
�
そ
し
て
人

間
理
解
と
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
探
求
さ
れ
た
と
い
え
る

ね
�

花
子　

レ
オ
ナ
ル
ド
が
ヘ
リ
コ
プ
タ
�
や
鳥
の
よ
う
に
飛

行
す
る
羽
を
考
案
し
た
り
�
戦
車
や
戦
闘
の
武
器
の

プ
ラ
ン
を
考
え
た
り
し
た
も
の
の
ス
ケ
�
チ
を
見
た

こ
と
が
あ
る
け
れ
ど
�
そ
う
い
わ
れ
れ
ば
�
当
時
の

状
況
の
中
で
は
芸
術
も
科
学
も
現
代
の
よ
う
に
区
別

し
て
考
え
る
必
要
は
な
い
ん
で
す
ね
�
総
合
の
時
代

だ
�
た
�
て
言
え
る
ん
で
す
ね
�

先
生　

そ
う
い
�
た
時
代
だ
�
た
か
ら
�
レ
オ
ナ
ル
ド
や

ミ
ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
の
よ
う
な
万
能
の
天
才
�
総
合
の

巨
人
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
人
材
が
登
場
し
た
ん
じ
�

な
い
の
か
な
�
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風
景
画
や
静
物
画
�
風
俗
画
は
�

目
で
見
る
こ
と
で
理
解
が
出
来
る
内

容
と
い
え
る
で
し
�
う
�

　

で
も
�
昔
の
絵
画
に
は
�
作
者
が
�

画
像
の
裏
に
潜
ま
せ
た
意
味
の
部
分
�

つ
ま
り
見
た
だ
け
で
は
�
意
味
が
わ

か
ら
な
い
も
の
が
多
い
�

　

分
析
か
ら
解
釈
へ
の
作
業
で
�
眼

の
前
の
絵
画
が
�
ど
ん
な
仕
組
み
に

な
�
て
い
る
か
�
�
見
え
る
も
の
と
見

え
な
い
意
味
�
に
つ
い
て
�
ど
の
よ

う
に
ア
プ
ロ
�
チ
し
た
ら
良
い
の
か

を
考
え
ま
し
�
う
�

　

見
え
る
�
モ
ノ
�
と

　
　
　
　
　
　

見
え
な
い
�
意
味
�

花
子　

静
物
画
に
も
い
ろ
い
ろ
な
寓
意
が
込
め
ら
れ

た
絵
が
あ
る
�
て
こ
と
を
聞
い
た
ん
で
す
が
�

な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
す
る
必
要
が
あ
�
た
ん
で

す
か
？

先
生　

日
本
人
に
と
�
て
油
絵
の
静
物
画
�
て
も
の

は
�
た
と
え
ば
岸
田
劉
生
の
�
鮭
�
の
絵
の
よ

う
な
�
す
ご
く
リ
ア
ル
に
描
く
こ
と
イ
コ
�
ル

真
実
を
描
く
�
と
い
�
た
静
物
画
へ
の
イ
メ
�

ジ
が
あ
る
�
つ
ま
り
�
静
物
画
�
リ
ア
リ
ズ
ム

で
描
か
れ
た
絵
�
と
い
う
見
方
が
あ
る
よ
ね
�

で
も
そ
れ
は
�
じ
つ
は
西
欧
に
お
い
て
は
�
近

代
的
な
発
想
な
ん
だ
よ
�

花
子　

そ
れ
は
�
ク
�
ル
ベ
の
�
リ
ア
リ
ズ
ム
�
と
�

そ
れ
以
前
の
�
理
想
化
�
さ
れ
て
い
た
絵
画
と

の
違
い
み
た
い
な
も
の
で
す
か
�

先
生　

も
ち
ろ
ん
静
物
画
に
も
�
理
想
化
す
る
方
法
も

含
ま
れ
て
い
た
け
れ
ど
�
そ
れ
よ
り
も
大
き
な

違
い
は
�
西
洋
で
は
単
な
る
写
生
的
な
リ
ア
ル

な
表
現
に
加
え
て
�
描
か
れ
た
モ
ノ
の
背
後
に
�

何
ら
か
の
教
訓
を
付
け
加
え
な
い
と
気
が
す
ま

な
い
と
こ
ろ
が
あ
�
た
ん
だ
�
と
い
う
の
も
�

静
物
画
は
い
ろ
い
ろ
な
教
訓
が
込
め
ら
れ
て
い

た
宗
教
画
の
部
分
だ
�
た
食
卓
や
果
物
が
�
単

独
で
描
か
れ
る
よ
う
に
な
�
た
わ
け
だ
ろ
�
だ

か
ら
�
静
物
だ
け
が
独
立
し
て
も
�
そ
こ
に
意

味
を
持
た
せ
る
と
い
う
習
慣
が
残
�
て
し
ま
�

た
�
て
こ
と
が
あ
る
よ
ね
�

花
子　

1
7

世
紀
は
じ
め
の
オ
ラ
ン
ダ
で
風
景
画
が
発

達
し
た
際
に
�
静
物
画
も
さ
か
ん
に
描
か
れ
た
�

て
言
�
て
ま
し
た
よ
ね
�
や
は
り
静
物
画
も
市

民
の
日
常
的
生
活
の
場
に
飾
る
目
的
が
あ
�
た

ん
で
す
か
？

先
生　

サ
イ
ズ
が
小
さ
な
静
物
画
は
�
市
民
の
家
庭
で

も
飾
り
や
す
い
よ
ね
�
オ
ラ
ン
ダ
の1

7

世
紀
は

風
景
画
も
静
物
画
も
両
方
と
も
に
黄
金
時
代
を

Administrator
テキストボックス
寓意画（絵画の読み方）

Administrator
テキストボックス
聖家族解説

Administrator
テキストボックス
絵画の寓意解説

Administrator
テキストボックス
寓意画（まなざしのレッスン）

http://cgfa.sunsite.dk/vermeer/index.html
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�
愛
の
ア
レ
ゴ
リ
�
�

　
　
　
　
　
　
　

ブ
ロ
ン
ジ
�
ノ

　
　

寓
意
を
解
く　

　

一
見
し
て
神
話
の
よ
う
に
見
え
る
こ
の
絵
の
人
物
た
ち

は
�
よ
く
見
る
と
特
定
の
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
は
あ
て
は
ま
ら

な
い
�
も
�
と
も
目
立
つ
の
は
ヴ
�
�
ナ
ス
の
よ
う
な
裸
体

の
女
性
で
�
息
子
の
ク
ピ
ド
�
ア
モ
ル
�
か
ら
金
の
矢
を
取

り
上
げ
て
い
る
が
�
い
�
ぽ
う
の
手
に
は
エ
ヴ
�
が
楽
園
で

と
つ
て
食
べ
た
禁
断
の
果
実
を
も
�
て
い
る
�
そ
の
上
�
息

子
で
あ
る
は
ず
の
ク
ピ
ド
と
恋
人
の
よ
う
に
抱
き
合
つ
て
い

る
の
で
�
こ
れ
は
ど
う
や
ら
ヴ
�
�
ナ
ス
で
は
な
い
ら
し
い
�

　

貴
婦
人
の
よ
う
な
高
価
な
宝
石
で
頭
を
結
い
上
げ
た
裸
体

像
は
と
り
わ
け
エ
ロ
テ
�
ツ
ク
で
あ
り
�
年
齢
的
に
ふ
さ
わ

し
く
な
い
こ
の
カ
ツ
プ
ル
に
は
貴
婦
人
と
小
姓
の
恋
に
似
た

宮
廷
的
な
恋
愛
遊
戯
の
香
り
が
あ
る
�
ま
た
�
ク
ピ
ド
の
う

し
ろ
に
は
�
醜
い
お
そ
ろ
し
い
顔
を
し
た
老
婆
が
自
分
の
髪

を
か
き
む
し
つ
て
い
る
� 

　

バ
ノ
フ
ス
キ
�
は
�
�
イ
コ
ノ
ロ
ジ
�
研
究
�
�
美
術
出
版

社
�
の
な
か
で
�
こ
れ
ら
の
謎
め
い
た
人
物
た
ち
を
明
快
に

解
読
し
て
い
る
�
そ
れ
に
よ
る
と
�
ク
ビ
ド
の
足
元
の
つ
が

い
の
鳩
は
恋
の
愛
撫
を
示
す
寓
意
�
彼
が
膝
を
つ
い
て
い
る

枕
は
怠
惰
と
好
色
の
寓
意
で
あ
つ
て
�
り
ん
ご
は
禁
じ
ら
れ

た
愛
を
表
す
の
で
�
こ
の
二
人
は
�
悦
楽
�
の
寓
意
像
と
い

う
こ
と
に
な
る
�

　

右
側
の
男
の
子
は
�
そ
の
手
に
し
た
ば
ら
の
花
を
見
れ
ば

あ
き
ら
か
な
よ
う
に
�
は
か
な
い
快
楽
�
の
寓
意
で
あ
る
�

か
れ
の
足
元
に
不
誠
実
�
偽
り
を
表
す
仮
面
が
置
い
て
あ
る

の
で
�
そ
の
快
楽
は
あ
て
に
な
ら
な
い
偽
り
を
隠
し
て
い
る

こ
と
に
な
る
�

　

そ
の
う
し
ろ
の
美
し
い
少
女
の
顔
を
も
つ
た
怪
物
は
�
下

半
身
が
動
物
の
一
種
の
ス
フ
�
ン
ク
ス
で
�
甘
い
蜜
を
差
し

出
す
い
�
ぽ
う
で
毒
を
用
意
し
て
い
る
�
ま
た
�
そ
の
左
右

の
手
が
入
れ
か
わ
つ
て
い
る
の
で
�
右
手
と
見
え
た
も
の
が

実
は
左
手
�
左
手
が
実
は
右
手
と
い
う
手
の
こ
ん
だ
ト
リ
�

ク
を
や
�
て
い
る
�
西
欧
人
に
と
�
て
右
は
正
義
�
左
は
邪

悪
を
意
味
す
る
の
で
�
こ
の
と
り
ち
が
え
は
�
正
と
邪
を
ご

ま
か
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
�
結
論
的
に
い
え
ば
こ
の

怪
物
は
人
を
た
ぶ
ら
か
す
要
素
を
備
え
た
�
欺
瞞
�
の
寓
意

像
で
あ
る
�

パ
ノ
フ
ス
キ
�
が
こ
の
よ
う
に
画
面
の
人
物
を
特
定
す

る
に
は
�
一
六
世
紀
の
文
学
や
さ
ま
ざ
ま
な
図
像
集
に
描
か

れ
た
イ
メ
�
ジ
か
ら
の
類
推
が
役
だ
�
て
い
る
�
と
い
う
の

は
�
一
六
世
紀
は
い
わ
ば
こ
の
よ
う
な
寓
意
の
大
流
行
が
あ

�
た
時
代
で
�
こ
の
時
期
に
数
多
く
の
寓
意
集
が
出
版
さ
れ

た
か
ら
で
あ
る
�
そ
の
理
由
は
�
一
六
世
紀
の
は
じ
め
こ
ろ

か
ら
�
自
然
の
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
生
す
る
こ
と
が
�

人
々
に
と
�
て
次
第
に
興
味
が
な
い
も
の
に
思
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
目
に
児
え
た
ま
ま
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
�
な
ん

ら
か
の
思
想
や
ア
�
デ
�
ア
を
�
目
に
見
え
る
も
の
を
借
り

て
表
現
す
る
こ
と
に
画
家
た
ち
の
関
心
が
移
�
た
か
ら
で
あ

る
�そ

の
変
化
は
�
実
直
で
技
術
の
た
し
か
な
職
人
に
か
わ

�
て
�
知
識
人
で
あ
り
思
想
家
で
も
あ
る
個
性
的
な
芸
術
家

が
多
く
な
�
た
と
い
う
こ
と
か
ら
き
て
い
る
�
そ
の
筆
頭
が

実
は
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
エ
ロ
や
レ
オ
ナ
ル
ド
で
あ
る
が
�
か
れ
ら

は
芸
術
を
手
の
し
ご
と
で
は
な
く
�
頭
脳
の
し
ご
と
だ
と
考

え
て
�
思
想
家
が
言
葉
で
考
え
を
表
す
よ
う
に
�
イ
メ
�
ジ

で
思
想
を
表
現
し
よ
う
と
望
ん
だ
�

ま
た
�
芸
術
を
注
文
し
た
り
鑑
賞
し
た
り
す
る
側
も
�

自
分
の
知
識
や
思
想
や
難
解
な
象
徴
な
ど
を
描
か
せ
る
こ
と

を
好
む
よ
う
に
な
�
た
�
さ
ら
に
�
ル
ネ
サ
ン
ス
の
支
配
的

な
思
想
で
あ
り
哲
学
で
も
あ
ら
た
新
プ
ラ
ト
ン
主
義
の
学
者

た
ち
が
�
自
分
た
ち
の
思
想
を
表
す
た
め
に
し
ば
し
ば
ギ
リ

シ
ア
神
話
に
新
し
い
意
味
を
与
え
た
り
�
エ
ジ
プ
ト
の
ビ
エ

ロ
グ
リ
フ
に
人
類
の
最
古
の
知
恵
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
も
の

と
解
釈
し
た
り
し
た
�
そ
の
た
め
�
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
か
ら

伝
承
さ
れ
た
象
徴
的
・
寓
意
的
イ
メ
�
ジ
が
�
一
六
世
紀
に

は
一
斉
に
息
を
吹
き
返
し
�
芸
術
家
�
文
学
者
�
劇
作
家
な

ど
の
ア
イ
デ
�
ア
の
レ
バ
�
ト
リ
�
を
提
供
す
る
た
め
に
�

図
像
集
と
し
て
つ
ぎ
つ
ぎ
と
出
版
さ
れ
た
の
で
あ
る
�

　

こ
の
よ
う
な
図
像
集
の
な
か
で
�
一
六
〇
三
年
に
版

画
つ
き
で
出
版
さ
れ
た
チ
�
�
ザ
レ
・
リ
�
パ
の
�
イ
コ
ノ

ロ
ギ
ア
�
は
も
の
と
も
よ
く
で
き
た
も
の
で
�
一
六
世
紀
の

知
識
人
が
知
�
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
寓
意
図
像
が
か
な
り
に

網
羅
さ
れ
て
い
る
�

絵
画
が
描
か
れ
る
目
的
は
変
化
し
て

き
た
�
中
世
ま
で
は
�
文
字
が
読
め

な
い
人
た
ち
に
宗
教
的
内
容
を
教
え

る
た
め
の
重
要
な
道
具
と
し
て
機
能

し
た
�
ル
ネ
サ
ン
ス
以
後
は
�
人
間

的
感
情
表
現
が
可
能
に
な
�
た
�
教

育
や
記
録
が
目
的
で
制
作
さ
れ
た
絵

画
を
�
目
に
見
え
る
事
柄
の
み
で
�

理
解
し
よ
う
と
し
て
も
無
理
が
あ
る

こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
の
で
す
�

迎
え
た
と
い
え
る
ね
�
で
も
オ
ラ
ン
ダ
の
状
況

に
関
し
て
は
�
も
う
ひ
と
つ
違
う
要
素
が
あ
�

た
ん
だ
�
そ
れ
は
�
オ
ラ
ン
ダ
は
キ
リ
ス
ト
教

の
う
ち
で
も
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
選
択
し
て
国

を
作
り
上
げ
た
と
こ
ろ
だ
ね
�

花
子　

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
は
偶
像
崇
拝
し
な
い
ん
で
し

た
よ
ね
�
だ
か
ら
�
オ
ラ
ン
ダ
の
教
会
は
ド
イ

ツ
や
ス
ペ
イ
ン
の
よ
う
に
派
手
な
装
飾
も
な
け

れ
ば
�
キ
リ
ス
ト
や
マ
リ
ア
の
像
も
置
か
な
か
�

た
ん
で
し
�
�

先
生　

そ
う
�
よ
く
知
�
て
た
ね
�
だ
か
ら1

7

世
紀

以
後
の
オ
ラ
ン
ダ
で
は
�
ほ
か
の
国
の
よ
う
に

宗
教
画
が
発
達
し
な
か
�
た
ん
だ
け
れ
ど
�
そ

う
な
る
と
ち
�
�
と
困
�
た
こ
と
が
起
き
た
ん

だ
�
つ
ま
り
�
宗
教
画
は
単
に
お
祈
り
す
る
た

め
の
道
具
じ
�
な
く
�
て
�
こ
う
い
う
こ
と
は

し
て
は
い
け
な
い
と
か
�
人
間
の
生
き
方
と
か
�

社
会
の
倫
理
感
な
ど
を
�
視
覚
を
通
じ
て
教
え

る
と
い
う
目
的
も
持
�
て
い
た
か
ら
�
そ
れ
に

代
わ
り
う
る
何
物
か
が
必
要
と
さ
れ
た
ん
だ
�

花
子　

あ
あ
�
静
物
画
に
寓
意
性
を
持
た
せ
た
の
に
は
�

そ
う
い
�
た
面
の
教
育
的
要
素
も
必
要
と
さ
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
か
�

先
生　

そ
う
な
ん
だ
�
現
在
の
わ
れ
わ
れ
が
静
物
画
を

鑑
賞
す
る
と
き
に
は
�
純
粋
に
造
形
的
な
見
方

で
評
価
し
た
り
し
て
い
る
け
ど
�
当
時
の
静
物

画
は
も
�
と
別
な
面
で
の
目
的
が
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
も
知
�
て
お
い
た
方
が
よ
い
と
思
う
よ
�

花
子　

中
学
校
の
美
術
の
時
間
に
は
�
水
彩
絵
の
具
で

静
物
画
を
描
い
た
こ
と
が
あ
�
た
け
れ
ど
�
寓

意
が
こ
め
ら
れ
た
静
物
画
が
あ
る
な
ん
て
こ
と

は
教
わ
ら
な
か
�
た
わ
�

先
生　

そ
う
な
ん
だ
�
学
校
教
育
で
は
絵
画
と
寓
意
に

つ
い
て
ほ
と
ん
ど
扱
わ
れ
な
い
こ
と
も
�
西
洋

の
絵
画
鑑
賞
に
と
�
て
の
問
題
だ
よ
ね
�

Administrator
テキストボックス
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カ
ル
フ
�
銀
の
水
差
し
の
あ
る
静
物
�

       

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館　

7
1

.5

×6
8

cm　

 

ネ
�
デ
ル
ラ
ン
ト
�
現
在
の
ベ
ル
ギ
�
と
オ
ラ
ン
ダ
�
の

宗 

主
国
ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る
反
乱
は
一
五
六
八
年
に
幕
を

切
�
て
落
と
す
�
紆
余
曲
折
の
末
�
地
勢
の
利
に
恵
ま
れ
た

北
部
の
オ
ラ
ン
ダ
だ
け
が
連
邦
共
和
国
と
し
て
独
立
を
果
た

す
こ
と
に
な
�
た
�
こ
の
長
い
独
立
戦
争
の
こ
と
を
オ
ラ
ン

ダ
で
は
�
八
十
年
戦
争
�
と
呼
ん
で
い
る
�

　

オ
ラ
ン
ダ
は
ス
ペ
イ
ン
と
の
十
二
年
休
戦
条
約
を
締
結
し

た
一
六
〇
九
年
に
は
�
事
実
上
の
独
立
を
果
た
し
た
�
空
前

の
経
済
繁
栄
に
支
え
ら
れ
た
都
市
�
と
り
わ
け
名
実
と
も
に

世
界
経
済
の
中
心
地
と
な
�
た
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
上
層
市

民
の
生
活
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
め
�
き
り
贅
沢
さ
を
増
し
�
貴

族
化
し
て
ゆ
く
�
こ
う
し
た
風
潮
は
�
静
物
画
を
構
成
す
る

モ
テ
�
�
フ
に
も
如
実
に
反
映
し
て
い
る
�

オ
ラ
ン
ダ
の
食
卓
静
物
画
が
最
初
の
ピ
�
ク
を
迎
え
た

一
六
三
〇
年
代
に
は
�
描
か
れ
る
食
卓
は
木
製
�
テ
�
ブ
ル

ク
ロ
す
は
白
布
で
�
卓
上
に
並
ぶ
食
器
も
市
民
た
ち
の
食
卓

で
普
通
に
見
ら
れ
る
事
物
が
中
心
を
な
し
て
い
た
が
�
五
〇

年
代
に
入
る
と
�
も
は
や
質
実
剛
健
の
気
風
と
は
程
遠
い
各

種
の
貴
重
品
で
満
た
さ
れ
た
�
豪
華
な
静
物
画
�
が
盛
ん
に

描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
�

ロ
ツ
テ
ル
ダ
ム
に
生
ま
れ
�
パ
リ
滞
在
の
の
ち
�
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
長
く
活
動
し
た
ヴ
�
レ
ム
・
カ
ル
フ

�
一
六
一
九
�
九
三
�
の
静
物
画
は
�
登
場
す
る
モ
テ
�
�

フ
の
贅
沢
さ
に
お
い
て
�
中
で
も
ひ
と
き
わ
群
を
抜
い
て
い

る
�
こ
の
�
銀
の
水
差
し
の
あ
る
静
物
�
一
点
だ
け
で
も
� カルフ「銀の水差しのある静物」1656

豪華（迫真的）静物画

意
も
隠
さ
れ
て
い
る
�
絵
画
が
見
か
け
以
上
に
�
い
か
に
多

く
の
意
味
を
担
つ
て
い
る
か
を
�
こ
れ
ら
の
作
品
は
示
し
て

い
よ
う
�　
　
　
　
　
　

�
大
野
芳
材
�

く
残
さ
れ
て
い
る
も
の
の
�
ボ
�
ジ
�
ン
は
幸
い
に
し
て
そ

の
名
と
作
品
が
今
日
ま
で
伝
わ
�
て
い
る
�
こ
れ
ら
の
画
家

た
ち
の
一
人
な
の
で
あ
る
�

�
チ
�
ス
盤
の
あ
る
静
物
�
を
構
成
し
て
い
る
モ
テ
�
�

フ
は
�
チ
�
ス
盤
と
そ
の
上
に
置
か
れ
た
鏡
�
花
の
さ
し
て

あ
る
花
瓶
�
そ
れ
に
机
の
土
に
並
べ
ら
れ
た
り
�
�
ト
�
ト

ラ
ン
プ
�
巾
着
�
パ
ン
な
ど
�
ご
く
わ
ず
か
の
も
の
に
す
ぎ

な
い
�
さ
ま
ざ
ま
な
モ
テ
�
�
フ
を
�
豪
華
に
装
飾
的
に
配

す
る
北
方
の
多
く
の
静
物
画
と
は
極
端
に
異
な
る
こ
の
作
品

の
簡
潔
さ
は
�
ひ
と
り
ボ
�
ジ
�
ン
の
特
色
と
い
う
よ
り
�

こ
の
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
の
静
物
画
の
特
色
と
い
つ
て
よ
い
�

こ
の
単
純
さ
の
な
か
か
ら
漂
�
て
く
る
何
と
も
い
え
な
い
優

雅
な
雰
囲
気
も
�
そ
の
特
色
の
ひ
と
つ
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
�

　

静
物
画
は
一
見
す
る
か
ぎ
り
で
は
�
身
近
に
あ
る
さ
ま

さ
ま
な
事
物
を
写
実
的
に
描
い
た
だ
け
の
も
の
と
思
わ
れ
よ

う
�
し
か
し
�
当
時
の
画
家
た
ち
は
�
し
ば
し
ば
そ
れ
ら
の

事
物
に
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
託
し
た
の
で
あ
る
�
た
と
え
ば

当
時
�
非
常
に
珍
し
く
貴
重
だ
�
た
チ
�
�
リ
�
プ
を
描
く

こ
と
で
�
作
品
の
注
文
主
の
富
を
暗
示
す
る
と
い
�
た
の
は
�

そ
の
一
例
で
あ
る
�

　

さ
ら
に
�
メ
メ
ン
ト
・
モ
�
リ
�
死
を
覚
え
よ
�
�
と
い

�
た
宗
教
的
な
内
容
を
�
時
が
迅
速
に
過
ぎ
去
る
こ
と
を
示

す
砂
時
計
や
�
炎
の
揺
ら
ぐ
ろ
う
そ
く
な
ど
を
組
み
合
わ
せ

て
描
く
こ
と
も
あ
�
た
�

　

ボ
�
ジ
�
ン
の
こ
の
作
品
に
は
�
�
メ
メ
ン
ト
・
モ
�
リ
�

と
と
も
に
静
物
画
の
隠
れ
た
主
題
と
し
て
非
常
に
好
ま
れ

た
�
五
感
�
が
表
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
�
五
感
�
つ
ま
り

人
間
の
五
つ
の
感
覚
は
�
古
く
か
ら
画
家
た
ち
が
さ
ま
ざ
ま

な
寓
意
的
な
手
段
に
�
�
て
表
現
し
て
き
た
�
パ
リ
の
ク
リ

�
ニ
�
美
術
館
に
あ
る
�
一
角
獣
を
連
れ
た
女
性
を
表
し
た

十
五
世
紀
末
の
一
連
の
タ
ピ
ス
リ
�
は
�
鏡
や
オ
ル
ガ
ン
を

描
き
込
む
こ
と
で
視
覚
や
聴
覚
と
い
�
た
意
味
を
読
み
説
く

よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
�
こ
の
連
作
は
�
五
感
の
寓
意
表

現
と
し
て
最
も
美
し
い
も
の
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
�
ボ
�
ジ
�

ン
の
作
品
で
は
�
リ
ユ
�
ト
は
聴
覚
�
ト
ラ
ン
プ
や
巾
着
は

触
角
�
花
は
嗅
覚
�
パ
ン
は
味
鴬
鏡
は
視
覚
を
表
し
て
い
る
�

こ
の
隠
れ
た
主
題
こ
そ
�
画
面
を
統
一
す
る
も
う
ひ
と
つ
の

主
役
な
の
で
あ
る
�　

十
七
世
紀
初
頭
�
フ
ラ
ン
ス
の
静
物

画
の
展
開
に
大
き
く
貢
献
し
た
リ
ナ
�
ル
に
も
�
五
感
�
を

表
し
た
作
品
が
あ
る
�
参
考
図
�
�
た
だ
し
�
こ
の
作
品
に

は
ワ
イ
ン
が
キ
リ
ス
ト
の
血
を
暗
示
す
る
な
ど
�
宗
教
的
寓

ボージャン「チェス盤のある静物」1630

寓意的な静物画

30

   

ボ
�
ジ
�
ン
�
チ
�
ス
盤
の
あ
る
静
物
�

        1
6

3
0

　

ル
�
ブ
ル
美
術
館　

5
5

×7
3

cm 

　

フ
ラ
ン
ス
の
静
物
画
家
と
し
て
歴
史
に
名
を
と
ど
め
て
い

る
�
お
そ
ら
く
最
初
の
一
人
は
ジ
�
�
ク
・
リ
ナ
�
ル
�
一
六

〇
〇
こ
ろ
�
四
五
�
だ
ろ
う
�
彼
は
籠
に
盛
�
た
果
実
や

草
花
の
単
純
な
構
図
の
作
品
や
�
そ
れ
ら
に
鏡
や
書
物
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
五
感
を
寓
意
的
に
表
す
作
品
な
ど
を
制
作

し
�
明
瞭
で
簡
潔
で
あ
る
こ
と
を
特
色
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
的

な
静
物
画
の
伝
統
を
創
始
し
た
�

　

リ
�
バ
ン
・
ボ
�
ジ
�
ン
�
一
六
一
二
こ
ろ
�
六
三
�
は
�

こ
の
伝
統
の
形
成
に
か
か
わ
�
た
画
家
の
一
人
で
�
魅
力
あ

る
作
品
を
残
し
た
�　

ボ
�
ジ
�
ン
は
当
時
の
画
家
の
例

に
な
ら
つ
て
�
一
六
三
六
年
こ
ろ
イ
タ
リ
ア
ヘ
行
き
幾
年
か

滞
在
し
�
ラ
フ
�
エ
ロ
や
バ
ロ
�
チ
�
一
五
二
八
／
三
五
�

一
六
一
二
��
コ
レ
�
ジ
オ
�
一
四
八
九
こ
ろ
�
一
五
三
四
�

な
ど
の
イ
タ
リ
ア
画
家
の
作
品
を
学
ん
だ
�

　

十
七
世
紀
は
�
フ
ラ
ン
ス
が
美
術
の
世
界
で
独
自
の
道
を

歩
み
始
め
た
時
代
で
あ
る
�
プ
�
サ
ン
や
ル
・
ブ
ラ
ン
な
ど
�

傑
出
し
た
著
名
な
画
家
が
そ
れ
に
大
き
く
貢
献
し
た
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
�
し
か
し
そ
の
根
底
に
は
�
小
画
面
の
平

凡
な
作
品
を
制
作
し
た
多
数
の
無
名
画
家
の
活
動
が
あ
つ
た

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
�
謎
は
依
然
と
し
て
多

Administrator
テキストボックス
楽器の静物画
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謳
歌
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
�
右
下
隅
に
描
き
込
ま
れ
た

懐
中
時
計
は
＜
こ
れ
自
体
も
高
価
な
貴
重
品
だ
が
＞
�
光
陰

矢
の
如
し
��
す
な
わ
ち
時
の
移
ろ
い
の
速
さ
と
世
俗
的
人

生
の
は
か
な
さ
に
つ
い
て
の
教
訓
を
�
観
者
に
さ
り
げ
な
く
�

し
か
し
雄
弁
に
語
り
か
け
て
い
る
�

　

カ
ル
フ
の
静
物
画
に
は
同
じ
モ
テ
�
�
フ
が
繰
り
返
し
登

場
す
る
�
と
前
に
述
べ
た
が
�
そ
れ
ら
は
い
つ
も
寸
分
違
わ

ぬ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
�
む
し
ろ
一
見
同

じ
よ
う
で
も
�
細
部
が
微
妙
に
異
な
�
て
い
る
例
が
非
常
に

多
い
�
現
在
各
地
の
美
術
館
に
あ
る
工
芸
品
の
実
物
に
も
そ

れ
ほ
ど
の
細
部
の
ヴ
�
リ
エ
�
シ
�
ン
は
見
当
た
ら
な
い
�

と
す
れ
ば
�
本
物
そ
�
く
り
�
の
描
写
で
観
者
を
賛
嘆
さ
せ

る
カ
ル
フ
も
�
実
は
画
家
と
し
て
の
想
像
力
に
基
づ
く
芸
術

的
自
由
を
楽
し
ん
で
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
�
そ
も
そ
も

十
七
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
絵
画
は
�
い
か
に
�
迫
真
の
描
写
�

を
売
り
物
に
し
て
い
た
と
は
い
え
�
文
字
通
り
の
�
写
実
�

を
目
指
し
て
は
い
た
わ
け
で
は
な
か
�
た
の
で
あ
る
�

　

絵
画
の
中
で
の
静
物
画
の
地
位
は
決
し
て
高
く
な
か
�
た

が
�
精
緻
極
ま
る
カ
ル
フ
の
絵
は
生
前
か
ら
知
識
人
た
ち
に

高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
�　
　

�
高
橋
達
史
�

シャルダン（仏）18c 前

狩野元信「花鳥図」1513

31

一
見
す
る
と
�
な
ん
だ
�

ど
れ
も
テ
�
ブ
ル
の
上

の
花
や
�
器
物
を
描
い

た
も
の
じ
�
な
い
か
と

思
え
る
で
し
�
う
け
ど

描
か
れ
た
目
的
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
�
１
７

世
紀
の
静
物
画
に
は
常

に
そ
う
い
う
意
図
が
背

後
に
あ
�
た
の
で
す
�
�

こ
れ
ら
は
寓
意
的
な
静

物
画
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
�

こ
の
こ
と
は
十
分
理
解
し
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
�
パ
リ
時
代

に
は
ピ
ト
レ
ス
ク
な
興
趣
に
は
富
ん
で
い
る
も
の
の
�
実
に

地
味
な
台
所
の
片
隅
や
日
常
的
什
器
の
描
写
を
十
八
番
に
し

て
い
た
カ
ル
フ
の
世
界
が
�
帰
国
後
一
変
す
る
の
は
�
や
は

り
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
未
曾
有
の
繁
栄
と
い
う
社
会
的
背
景

を
抜
き
に
し
て
は
到
底
説
明
で
き
な
い
�

　

彼
の
静
物
画
に
頻
出
す
る
モ
テ
�
�
フ
で
あ
る
イ
タ
リ
ア

の
色
大
理
石
の
テ
�
ブ
ル
�
卓
上
を
覆
う
ペ
ル
シ
ヤ
じ
�
う

た
ん
�
食
卓
に
じ
�
う
た
ん
を
掛
け
る
の
は
今
日
ま
で
続
い

て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
独
特
の
習
慣
で
あ
る
�
�
中
国
の
陶
磁
器
�

南
ド
イ
ツ
の
金
細
工
な
ど
の
高
価
な
輸
入
品
で
�
そ
れ
に
比

べ
る
と
�
国
産
品
�
の
常
連
は
装
飾
ガ
ラ
ス
く
ら
い
の
も
の

で
い
さ
さ
か
影
が
薄
い
�
今
で
は
あ
り
き
た
り
の
レ
モ
ン
や

オ
レ
ン
ジ
も
イ
ベ
リ
ア
半
島
か
ら
の
産
地
直
送
品
だ
�
た
の

だ
�
金
さ
え
出
せ
ば
世
界
各
地
の
一
流
グ
�
ズ
や
珍
品
を
何

で
も
手
に
入
れ
ら
れ
る
時
代
が
到
来
し
た
わ
け
で
�
こ
の
点

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
こ
そ
は
�
ま
さ
に
現
代
の
東
京
の
偉
大
な

先
輩
と
言
え
る
�

こ
の
�
銀
の
水
差
し
の
あ
る
静
物
�
に
も
色
大
理
石
の

テ
�
ブ
ル
�
明
の
染
め
付
け
の
鉢
�
南
国
の
柑
橘
類
と
い
�

た
お
馴
染
の
モ
テ
�
�
フ
が
見
え
る
�
し
か
し
い
か
に
豪
華

な
食
器
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
と
い
�
て
�
そ
れ
だ
け
で
立

派
な
絵
が
出
来
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
�
カ
ル
フ
の
す

ご
い
と
こ
ろ
は
�
実
物
が
ど
ん
な
に
美
し
か
ろ
う
と
�
絵
に

描
く
こ
と
に
よ
つ
て
対
象
の
美
を
さ
ら
に
純
化
し
て
�
よ
り

高
次
元
の
美
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
点
に
あ
る
の
だ
�
別
の

静
物
画
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
�
ド
イ
ツ
の
文
豪
ゲ
�
テ
も

こ
う
言
つ
て
い
る
�
�
も
し
金
器
と
�
そ
れ
を
描
い
た
カ
ル

フ
の
�
絵
の
ど
ち
ら
を
取
る
か
と
言
わ
れ
れ
ば
�
少
な
く
と

も
私
に
関
す
る
限
り
�
何
の
た
め
ら
い
も
な
ぐ
絵
の
方
を
取

る
だ
ろ
う
�

　

豪
奢
な
金
銀
の
器
に
実
物
を
遥
か
に
超
え
た
ま
ば
ゆ
さ
を

授
け
て
い
る
の
は
�
薄
明
の
中
に
差
す
強
烈
な
光
の
描
写
と
�

ハ
イ
ラ
イ
ト
の
効
果
で
あ
る
�
光
の
粒
子
を
感
じ
さ
せ
る
よ

う
な
レ
モ
ン
や
オ
レ
ン
ジ
の
皮
の
点
描
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
�
カ

ル
フ
独
自
の
技
法
で
�
黄
色
や
檄
色
と
青
と
の
涜
洒
な
ハ
�

モ
ニ
�
も
こ
の
画
家
な
ら
で
は
の
も
の
だ
�
し
か
し
カ
ル
フ

は
こ
の
絵
で
�
富
の
も
た
ら
し
た
贅
沢
な
生
活
を
無
条
件
で

カラバッジオ（伊）、16c 末

半
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テキストボックス
静物画

http://cgfa.sunsite.dk/chardin/index.html


１７－１８世紀の絵画

�

◆
�
�
�
� 

　

イ
タ
リ
ア
美
術
の
片
田
舎
に
す
ぎ
な
か
�
た
１
６
世
紀

後
半
の
ス
ペ
イ
ン
に
�
エ
ル
・
グ
レ
コ
と
よ
ば
れ
る
画
家

が
き
て
�
旧
都
ト
レ
�
ド
で
異
様
に
細
長
い
人
体
を
描
い

た
�
ビ
ザ
ン
テ
�
ン
と
ヴ
�
ネ
チ
ア
絵
画
の
と
け
合
わ
さ

�
た
そ
の
作
品
に
は
�
深
い
精
神
的
な
苦
悩
と
喜
び
が
感

じ
ら
れ
る
�
エ
ル
・
グ
レ
コ
の
芸
術
は
カ
ラ
ヴ
�
ツ
ジ
�

の
レ
ア
リ
ス
ム
の
流
れ
に
よ
�
て
打
ち
消
さ
れ
る
が
�
そ

の1
7

世
紀
は
ス
ペ
イ
ン
芸
術
の
黄
金
時
代
で
あ
�
た
�

バ
レ
ン
シ
ヤ
に
う
ま
れ
�
ナ
ポ
リ
に
永
住
し
た
り
ベ
�

ラ
は
�
カ
ラ
ヴ
�
�
ジ
�
の
最
も
よ
い
後
継
者
で
あ
る
�

彼
の
光
と
闇
の
激
し
さ
に
は
ス
ペ
イ
ン
独
特
の
も
の
が
加

わ
�
て
い
る
�

南
の
セ
ビ
�
リ
ヤ
か
ら
は
２
人
の
画
家
が
で
た･

神
秘

な
静
け
さ
の
宗
教
画
家　
　

ス
ル
バ
ラ
ン
と
庶
民
的
で
甘

美
な
マ
ド
ン
ナ
の
画
家
ム
リ
リ
�
と
で
あ
る
�

ま

た

セ
ビ
�
リ
ヤ
出
身
で
後
に
都
マ
ド
リ
ツ
ド
で
王
室
画

家
に
な
�
た
ベ
ラ
ス
ケ
ス
は
�
油
絵
の
完
璧
な
技
術

を
も
�
て
�
王
女
と
片
わ
者
と
を
同
じ
よ
う
な
冷
静

さ
で
描
い
た
�
そ
の
冷
静
さ
の
背
後
に
は
微
妙
な
人

間
感
情
が
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
�
彼
の
銀
灰
色
の
色

調
の
中
に
は
�
１
９
世
紀
の
印
象
派
の
彩
色
法
が
す

で
に
な
か
ば
実
現
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る･

ス
ペ
イ
ン
の
栄
光
が
地
に
お
ち
た
１
８
世
紀
末
に
�

王
室
画
家
で
あ
り
な
が
ら
お
く
れ
た
社
会
制
度
と
フ

ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る
混
乱
を
颯
刺
し
�
人
間
の
本
性

の
暗
黒
を
絶
望
的
に
え
ぐ
り
だ
し
た
の
は
ゴ
ヤ
で
あ

る
�
彼
は1

8

世
紀
絵
画
の
す
べ
て
を
吸
収
し
１
９
世

紀
へ
の
巨
大
な
橋
渡
し
と
な
�
た
�

�

◆
�
�
�
�
��

Castor and Pollux Abduct the Daughters 
of Leukyppos. c.1618. Oil on canvas. Alte 
Pinakothek, Munich

バ
ロ
�
ク
の
一
般
的
な
特
徴
と
し
て

あ
げ
ら
れ
る
の
は
�
光
と
影
の
強
い

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
躍
動
感
�
美
術
史

で
は
普
通
�
こ
う
し
た
説
明
で
�
な

ん
と
な
く
納
得
し
て
し
ま
う
が
�
じ

つ
は
�
バ
ロ
�
ク
と
い
う
も
の
は
�

キ
リ
ス
ト
教
の
宣
伝
効
果
と
し
て
重

要
な
役
割
を
持
�
て
い
た
�

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
�
宗
教
改
革
�

は
�
清
く
正
し
い
�
昔
の
キ
リ
ス
ト

教
の
状
況
に
戻
そ
う
と
し
た
�
そ
の

た
め
に
教
会
に
聖
像
を
置
く
こ
と
を

禁
じ
�
人
間
の
感
覚
を
刺
激
す
る
も

の
は
極
力
排
除
し
た
�

つ
ま
り
美
術
や
音
楽
を
遠
ざ
け
た
�

そ
れ
に
対
し
て
�
バ
ロ
�
ク
の
祭

壇
は
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
�
ト
し
た
�

あ
ら
ゆ
る
感
覚
的
刺
激
を
駆
使
し
て
�

い
か
に
神
の
世
界
が
魅
力
的
で
あ
る

か
を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
�

今
回
は
建
築
を
中
心
に
そ
の
あ
た

り
を
紹
介
し
ま
す
�

�

�
�
世
紀
�
∃
�
�
�
�
�
�

宗
教
改
革
後
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
新
教
国
�
�
�
出
発
�
�
�

�
�
�
�
�
各
国
�
国
内
�
統

一
�
�

�
れ
�
れ
�
国
民
�
特

色
�
芸
術
�
�
�
�
わ
れ
�
�

�
時
代
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
様
式
�
�
わ
れ
�
他
�
時
代
�

�
異
�
�
�
特
長
�
�
�
�

�

れ
�

�
理
知
�
�
静
止
�
�
均
整
�

�
�
�
�
�
平
静
�
破
�
�
�

�

�
動
�
�
�

�不
規
則
�
�
�情

感
�
激
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
わ
れ
�
�
�･

�
�
世
紀
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
心
�
�
�
�
�
�
�
洗
練
�

れ
�
�
繊
細
�
�
優
雅
�
�
�
男

性
的
�
�
�
�
�
様
式
�
�
�
�

�
�
女
性
的
�
傾
向
�
�
�
わ

れ
�
�
�
�
�
れ
�
�
�
�
様
式

�
�
�
�

��

◆
�
�
�
�

バ
ロ
�
ク
様
式
は
イ
タ
リ
ア
か
ら
お
こ
る
� 

１
６
世
紀
末
に
カ
ラ

ヴ
�
�
ジ
�
が
�
き
れ

い
ご
と
や
約
束
ご
と
を

す
て
て
�
聖
人
を
下
層

階
級
の
い
や
し
い
姿
の

ま
ま
に
描
い
た
�
マ
リ

ア
の
モ
デ
ル
に
水
死
人

を
使
�
た
と
非
難
さ
れ

る
ほ
ど
で
あ
�
た
�
そ
れ
に
側
面
か
ら
あ
て
ら
れ
た
強
い

照
明
に
よ
る
光
と
影
の
対
立
で
�
彫
刻
の
よ
う
な
量
感
が

浮
き
あ
が
る
�
そ
の
む
き
だ
し
な
写
実
の
奥
に
は
崇
高
な

精
神
の
あ
る
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
�

彼
は
殺
人
者
・
放
浪
者
と
し
て
の
短
い
生
涯
を
終
わ
�

た
が
�
そ
の
芸
術
の
革
命
は
ロ
�
マ
に
い
た
各
国
の
若
者

た
ち
に
よ
�
て
ヨ
�
ロ
�
パ
中
に
伝
え
ら
れ
た
�

１
７
世
紀
と
１
８
世
紀
を
つ
な
ぐ
画
家
は
ク
レ
ス
ピ
と

マ
ニ
�
ス
コ
と
で
あ
る
�
ほ
か
に
風
景
画
家
に
は
カ
ナ
レ

�
ト
も
い
る
�
大
装
飾
画
の
伝
統
で
は
テ
�
エ
ポ
ロ
の
明

る
い
色
彩
の
世
界
が
ロ
コ
コ
の
特
性
を
発
揮
し
て
い
る･

銅

版
画
家
に
は
ピ
ラ
ネ
�
ジ
が
巨
大
な
牢
獄
と
廃
墟
に
幻
想

を
描
い
た
�

O u r  L a d y  o f  t h e  
Immaculate Conception. 
c.1678. Oil on canvas. 
Museo del Prado

Death of the Virgin. c.1601-1603. Oil 
on canvas. The Louvre,

S t .  F r a n c i s  K n e e l i n g .  
1635-39. Oil on canvas. 
National Gallery, London
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ブ
ラ
ン
は
ヴ
�
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
装
飾
を
指
導
す
る
�

１
７
世
紀
の
最
も
偉
大
な
フ
ラ
ン
ス
の
画
家
は
プ

�
サ
ン
と
ク
ロ
�
ド
・
ロ
ラ
ン
で
あ
る
�
彼
ら
は
ほ
と

ん
ど
ロ
�
マ
を
離
れ
な
か
�
た
が
�
近
代
フ
ラ
ン
ス
絵

画
の
基
礎
を
形
づ
く
�
て
い
る
�

１
８
世
紀
に
入
る
と
�
ヴ
�
ト
�
が
�
雅
び
の
宴
�

と
よ
ば
れ
る
風
俗
画
に
お
い
て
�
う
ち
ふ
る
え
る
光
の

中
に
感
傷
的
な
夢
を
た
く
し
た
�
こ
の
よ
う
な
恋
愛
風

俗
は
ブ
�
シ
�
で
は
軽
薄
に
流
れ
る
�

フ
ラ
ゴ
ナ
�
ル
は
そ
の
中
に
ロ
マ
ン
テ
�
ツ
ク
な

空
想
の
楽
し
さ
を
く
わ
え
て
１
９
世
紀
へ
の
準
備
を
す

る
の
で
あ
る
�
ヴ
�
ト
�
に
始
ま
る
こ
の
よ
う
な
ロ
コ
コ

様
式
は
�
啓
蒙
思
想
と
と
も
に
や
が
て
ヨ―

ロ
ツ
パ
中
を
支

配
し
て
ゆ
く
�

Hals, Frans�　The Gypsy 
Girl　1627-1630

The Shepherds of  Nicolas 
Poussin 　Arcadia

Gainsborough　The Blue 
Boy 　1770

旧
教
の
ス
ペ
イ
ン
領
に
と
ど
ま
�
た
フ
ラ
ン
ド
ル
の
リ

�
�
ベ
ン
ス
ほ
ど
�
力
強
く
波
う
つ
生
命
力
を
た
た
え

た
画
家
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
�

リ
�
�
ベ
ン
ス
は
長
年
イ
タ
リ
ア
に
学
ん
で
�
ミ

ケ
ラ
ン
ジ
�
ロ
�
テ
�
チ
ア
�
ノ
�
カ
ラ
ヴ
�
ツ
ジ
�

ら
を
完
全
に
彼
の
血
肉
に
と
り
い
れ
て
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
絵
画
を
描
い
た
�
彼
は
ま
た
一
流
の
外
交
官
で
も
あ

り
�
弟
子
を
使
�
て
驚
く
べ
き
数
の
大
作
を
う
み
だ
し

た
�１

８
世
紀
フ
ラ
ン
ド
ル
の
名
の
あ
る
画
家
は
ほ
と

ん
ど
彼
の
画
室
か
ら
で
た
と
い
�
て
も
よ
い
の
で
あ

る
�早

熟
で
�
弟
子
の
中
で
最
も
す
ぐ
れ
た
才
能
を
も

�
て
い
た
ヴ
�
ン
・
ダ
イ
ク
は
�
後
に
イ
ギ
リ
ス
に
渡

り
イ
ギ
リ
ス
絵
画
の
基
礎
を
つ
く
る
が
�
と
り
わ
け
貴

族
的
肖
像
画
に
す
ぐ
れ
て
い
た
�

�

◆
�
�
�
�

　

　

ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
し
た
オ
ラ
ン
ダ
は
�
は
な
や
か

な
宮
廷
美
術
や
大
宗
教
画
と
絶
縁
し
て
�
芸
術
は
も
�

ぱ
ら
中
産
階
級
の
日
常
生
活
を
か
ざ
る
た
め
に
つ
く
ら

れ
た
�
フ
ラ
ン
ス
・
ハ
ル
ス
は
�
は
つ
ら
つ
と
し
た
集

団
肖
像
や
風
俗
を
楽
し
い
生
活
の
し
る
し
の
よ
う
に
描

い
て
い
る
�
生
活
へ
の
自
信
と
愛
情
は
オ
ラ
ン
ダ
特
有

の
�
室
内
画
�
を
う
ん
だ
�

と
り
わ
け
デ
ル
フ
ト
市
の
フ
�
ル
メ
�
ル
の
絵
に

み
る
簡
素
で
し
か
も
な
に
ひ
と
つ
欠
け
て
い
な
い
構
図

と
物
質
の
材
質
感
を
表
現
す
る
画
面
の
美
し
さ
�
明
る

い
色
彩
の
調
和
に
は
人
の
お
よ
ば
な
い
も
の
が
あ
る
�

静
物
画
は
１
７
世
紀
に
は
各
国
で
描
か
れ
る
よ
う

に
な
る
が
�
オ
ラ
ン
ダ
で
最
も
栄
え
�
ウ
�
レ
ム
＊
カ

ル
フ
�
ダ
ワ
�
�
ド
�
へ
�
ム
ら
が
い
る
�

風
景
画
家
に
は
男
性
的
な
ロ
イ
ス
ダ
�
ル
や
ホ
ツ

ベ
マ
が
い
る
�
オ
ラ
ン
ダ
の
�
多
彩
で
豊
富
な
画
家

た
ち
の
す
べ
て
に
匹
敵
し
�
ま
た
そ
れ
以
上
の
画
家

は
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
で
あ
る
�
彼
は
世
間
の
評
判
よ
り

も
自
己
の
内
心
の
声
に
忠
実
に
従
う
に
つ
れ
て
�
世

の
中
か
ら
忘
れ
ら
れ
極
貧
の
中
で
死
ん
だ
�

オ
ラ
ン
ダ
美
術
界
も
世
紀
の
後
半
に
は
お
と
ろ
え

は
じ
め
�
ふ
る
わ
な
く
な
る
�

�

◆
�
�
�
�

　

１
６
世
紀
に
は
ホ
ル
バ
イ
ン
に
教
わ
�
た
イ
ギ
リ
ス

絵
画
は
�
１
７
世
紀
に
は
ヴ
�
ン
・
ダ
イ
ク
に
よ
�

て
フ
ラ
ン
ド
ル
の
影
響
が
決
定
的
に
な
る
�
し
か
し

英
国
派
が
自
立
す
る
の
は
他
の
国
に
１
世
紀
お
く
れ

た
１
８
世
紀
に
な
�
て
か
ら
で
あ
る
�
ホ
�
ガ
�
ス

は
風
俗
画
で
社
会
悪
を
颯
刺
し
た
ほ
か
肖
像
画
家
と

し
て
も
す
ぐ
れ
て
い
た
�
レ
イ
ノ
ル
ズ
は
�
堂
々
と

し
た
肖
像
画
を
描
き
�
理
論
家
で
も
あ
�
た
�

ゲ
イ
ン
ズ
バ
ラ
は
�
肖
像
画
に
繊
細
で
優
雅
な
感

情
を
も
た
せ
た
�
風
景
画
で
は
や
が
て
コ
ン
ス
ク
ブ

ル
�
タ
�
ナ
�
を
う
む
基
盤
が
こ
の
時
代
に
固
め
ら

れ
る
�

�

◆
�
�
�
�

　

１
７
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
も
�
イ
タ
リ
ア
・
バ
ロ
�

ク
の
影
響
が
強
い
が
�
フ
ラ
ン
ド
ル
風
の
写
実
主
義

が
混
り
合
�
て
独
特
の
フ
ラ
ン
ス
的
な
美
し
さ
を
つ

く
り
だ
し
て
い
る
�

ジ
�
ル
ジ
�
・
ド
・
ラ
・
ト
�
�
ル
は
カ
ラ
ヴ
�

�
ジ
�
的
な
強
烈
な
照
明
法
を
�
シ
ヤ
ン
ペ
�
ニ
�

は
肖
像
画
に
人
間
の
誠
実
さ
を
追
求
し
た
�
こ
れ
と

対
照
的
な
の
は
宮
廷
画
家
で
あ
る
�
１
７
世
紀
前
半

の
シ
モ
ン
・
ヴ
�
と
後
半
の
ル
イ
１
４
世
時
代
の
ル

ブ
ラ
ン
は
豪
華
な
大
装
飾
画
を
描
い
た
�
と
く
に
ル

33

http://cgfa.sunsite.dk/hals/index.html
http://cgfa.sunsite.dk/gainsbor/index.html
http://cgfa.sunsite.dk/poussin/index.html
Administrator
テキストボックス
ロンドン・ナショナルギャラリー
１７００－１９００作品解説



1
4
9
0

年
�
ル
ネ
サ
ン
ス
が
盛
ん
に
成
�
て

き
た
こ
ろ
�
実
は
�
こ
の
絵
は
西
洋
絵
画
に

お
い
て
は
�
ほ
ん
と
に
久
し
ぶ
り
の
女
性
の

裸
だ
�
た
�
そ
れ
ま
で
約
千
年
の
間
�
女
性

の
裸
の
絵
は
描
か
れ
て
い
な
か
�
た
�

　
　
　
　
　
　

サンドロ ・ ボッティチェルリ 「ビーナスの誕生」 1490 頃

カラー図版⑤

実は、１０００年ぶりの裸の女性だった

ティントレット「スザンナの水浴」

1550 年代

● 神話が扱われた時代

①ギリシャ

　　　ＢＣ４世紀～１世紀

②ルネサンスの初期

　　　15世紀末～ 16世紀半ば

③ロココ（第三黄金期）

　　　18世紀

ティントレット「聖ゲオルギウス

と竜」1570
ヴェロネーゼ

「マルスとビーと竜」1580

�
�
子
供
�
尋
�
�
れ
�
�

�
�
答
�
�
�
�
�
�
�
？

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
考
�
�
�
�

�
� �

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�
�
？
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ティティアーノ 「ウルビノのビーナス」

　　　　　　　　1538 年 119 × 165cm

マネ 「オランピア」 1863 年　130 × 190cm

カラー図版⑥

マネ
草上の昼食研究

①何をしている場面か？

②なぜ女性は裸なのか？

③女性の視線はなぜこちらを向
　いているのか？

④なぜ非難されたのか？

ジョルジョーネ
1510 ごろ

ライモンデ作「パリスの審判」

1520 年ごろ

マネ「ナナ」1877マネ Finding of Moses
1858 35x46cm クールベ「セーヌ河畔のお嬢さん」

1856
クールベ「

マネ「草上の昼食」1863、208 × 265 cm

　

ボ
�
テ
�
チ
�
リ
の
清
純
な
ヌ
�

ド
に
始
ま
�
た
ヨ
�
ロ
�
パ
近
代
ヌ

�
ド
は
�
後
期
ル
ネ
サ
ン
ス
あ
た
り

か
ら
爛
熟
期
を
迎
え
�　

ジ
�
ル
ジ
�

�
ネ
の

�
①
田
園
�
�
�
�
�
�
は
�

弟
子
の
テ
�
テ
�
ア
�
ノ

�
②
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
で
世
俗
的
な
扱
い
と

な
り
�
そ
れ
以
後
�
ビ
�
ナ
ス
�
と

は
名
ば
か
り
の
裸
体
拝
見
画
が
描
か

れ
る
よ
う
に
な
�
た
�

　

①
は
�
女
性
を
眠
ら
せ
て
い
る
こ

と
か
ら
�
�
の
ぞ
き
穴
か
ら
覗
き
見
る

よ
う
な
意
識
を
持
た
せ
る
絵
画
�
で

あ
り
�
②
は
目
覚
め
さ
せ
て
視
線
を

正
面
に
向
け
る
こ
と
か
ら
�
後
の
ピ

ン
ナ
�
プ
写
真
の
ル
�
ツ
と
も
い
え

る
�　

　

こ
の
�
②
ウ
ル
ビ
ノ
の
ビ
�
ナ
ス
�

の
背
筋
を
伸
ば
し
て
�
時
代
状
況
を

当
時
の
風
俗
に
合
わ
せ
た
も
の
が
マ

ネ
の
�
オ
ラ
ン
ピ
ア
�
で
あ
�
た
�
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1760 1780 1800 1820 1840 1860 1880 1900

ロ
コ
コ
様
式

新古典主義

ロマン主義

写実主義

バルビゾン派

印象派

後
期
印
象
派
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様
式

�
　

あ
る
一
定
の
時
期
に
、
広
範
な
地
域
や
多
く
の
民
族
に

共
通
し
て
行
わ
れ
た
表
現
形
式
に
与
え
ら
れ
た
名
称

　
　
　
（
ゴ
シ
ッ
ク
・
ル
ネ
サ
ン
ス
・
バ
ロ
ッ
ク
・
ロ
コ
コ

な
ど
）。

�
�
主
義
�
�
�
派
�

�
�
�

何
ら
か
の
主
張
を
表
明
し
て
活
動
し
た
個
人
や
グ
ル
ー

プ
の
活
動
を
さ
す
。「
様
式
」
よ
り
も
狭
く
短
期
間
。

　
　

市
民
社
会
が
成
立
し
て
以
後
に
生
じ
た
概
念
と
い
え
る

。
　
　
　
（
写
実
主
義
・
印
象
主
義
・
バ
ル
ヴ
ィ
ゾ
ン
派
な
ど
）

�
新
・
古
典
主
義
�
が
あ
る
な
ら
ば
�

�
古
典
主
義
�
と
い
う
様
式
が
あ
�
た
は
ず
だ
ろ
う
�
し
か
し
��
古

典
主
義
�
と
い
う
用
語
は
美
術
史
で
は
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
�

そ
の
理
由
は
？
？

　

イ
タ
リ
ア
ル
ネ
サ
ン
ス
に
続
い
て
�
バ
ロ
�
ク
�
と
い
う
�

ド
派
手
な
様
式
が
流
行
し
た
の
は
ご
存
知
で
す
ね
�
し
か
し
中

庸
を
好
む
フ
ラ
ン
ス
人
は
�
そ
の
時
期
は
バ
ロ
�
ク
に
は
染
ま

ら
ず
に
�
古
典
主
義
�
と
呼
ば
れ
る
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
た
�

　

こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
に
の
み
生
じ
た
ロ
�
カ
ル
な
ス
タ
イ
ル
な

の
で
�
美
術
史
の
一
般
解
説
に
は
登
場
し
な
い
こ
と
が
が
多
い

の
で
す
�

�
�
世
紀
�
後
半
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
活
躍
�
�
�
�
�
�
�
�
�
中
�

�
�

宝
�
�
�
�
�
�
�
�
�
略
奪
�
れ
�
�

�
�
�
同
時
�
絵
画
�
分
野
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
圧
倒
的
�
力
�
発
揮

�
�
�
�
�
�
�
�
�
近
代
美
術
�
特

徴
�
�
多
様
�
主
義
主
張
�
登
場
�
�

�
�
�
�
�
展
開
�
�
�
�
�
�
れ
�

�
�
約
�
世
紀
�
�
様
式
�
�
�
�
�
悠

長
�
�
�
�
�
�
�
わ
�
�
�
同
時
期
�

異
�
�

�
�
主
義
�
�
�
派
�
�
並
存

�
�
�
�
�
�
�
�
�
美
術
史
学
習
�

一
時
混
乱
�
�
�
れ
�
�
�
�
�
�
�

�
�
主
義
主
張
�
交
錯
状
況
�
�
�
�

今
回
�
�
�
�
�
れ
�
�
時
代
配
置
�

年
表
�
上
�
確
認
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
並
存
状
況
�
整
理
�
�
�
�
�
�

�
�
�
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テキストボックス
新古典主義

Administrator
テキストボックス
ロマン主義

Administrator
テキストボックス
写実主義



ハイアート

ローアート

宮廷や協会など、王侯貴族や教皇などの依頼により制作された美術工芸品をさす。
知識階級のための作品であり、絵画においてはアレゴリーを用いた難解な作品など、広範な知識が無
いと意味内容が理解できないものが多い。ジャンルとしては歴史画が代表的。

庶民や一般市民が、自分の家庭に飾るための作品で、風景画や花の絵などが多い。市販されている売
り絵や、家族の記念に描かせた肖像がなどをさす。

古典 ・古代 ・理想美

オリエント趣味

同時代の事件

�
�
�
�
�

19
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
絵
画
が　

　
　
　
　
　

解
り
難
い
の
は　

な
ぜ
？　
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■
美
術
品
収
奪
と
ル
�
ブ
ル
Ｍ
の
誕
生　

　

１
８
世
紀
以
前
に
は
美
術
品
の
収
集
は
王
侯
貴
族
が
行
う

も
の
で
あ
り
�
集
め
ら
れ
た
作
品
は
客
人
や
芸
術
家
な
ど
の

選
ば
れ
た
人
々
の
み
が
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
�

　

そ
れ
に
対
し
�
中
世
以
来
の
王
宮
で
あ
�
た
ル
�
ブ
ル
宮

�
た
だ
し
王
家
の
人
々
は
あ
ま
り
こ
こ
に
住
ま
な
か
�
た
�

を
公
共
美
術
館
に
す
る
と
い
う
構
想
は
�
世
紀
の
中
ご
ろ
�

啓
蒙
思
想
の
普
及
と
と
も
に
生
ま
れ
た
�

　

王
室
も
こ
の
案
に
は
協
力
的
で
あ
�
た
が
�
実
際
に
は

計
画
は
な
か
な
か
実
現
に
い
た
ら
ず
�
革
命
時
代
に
入
�
た

1
7

9
3

年
�
よ
う
や
く
ル
�
ヴ
ル
宮
の
一
部
が
中
央
美
術
館

の
名
の
も
と
に
美
術
館
と
し
て
ス
タ
�
ト
し
た
�

　

革
命
政
府
は
旧
体
制
の
支
配
者
で
あ
る
王
室
や
貴
族
や
聖

職
者
所
有
の
美
術
品
を
す
べ
て
国
有
化
す
る
方
針
で
あ
�
た

の
で
�
そ
う
し
た
作
品
も
新
美
術
館
の
収
蔵
品
と
な
�
た
�

そ
し
て
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
早
く
も
イ
タ
リ
ア
遠
征
の
時
か
ら
�

講
和
の
条
件
と
し
て
敗
戦
国
に
美
術
品
を
差
し
出
さ
せ
る
方

針
を
と
�
て
お
り
�
そ
う
し
た
収
奪
品
に
よ
�
て
中
央
美
術

館
の
収
集
は
増
す
ば
か
り
で
あ
�
た
�

　

１
８
０
３
年
中
央
美
術
館
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
美
術
館
と
名
を

変
え
�
帝
政
時
代
に
入
�
て
か
ら
も
イ
タ
リ
ア
�
ド
イ
ツ
�

オ
�
ス
ト
リ
ア
�
ス
ペ
イ
ン
か
ら
の
収
奪
美
術
品
が
次
々
に

到
着
し
�
大
規
模
な
展
覧
会
が
催
さ
れ
た
�

　

ま
た
展
示
品
を
前
に
皇
帝
の
宮
廷
的
な
儀
式
が
行
わ
れ
る

こ
と
も
あ
�
た(｢

戴
冠
の
あ
と
で
軍
隊
の
代
表
者
を
ル
�
ヴ

ル
宮
に
迎
え
る
ナ
ポ
レ
オ
ン｣

)

�

　

と
こ
ろ
が
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
１
８
１
５
年
ワ
�
テ
ル
ロ
�
で

各
国
連
合
軍
に
敗
北
し
て
王
政
復
古
が
実
現
す
る
と
�
列
強

は
美
術
品
の
変
換
を
要
求
し
�
１
０
０
点
の
絵
画
と
８
０
０

点
の
素
描
が
残
さ
れ
た
他
は
�
数
千
点
の
美
術
品
が
も
と
の

所
有
国
に
戻
さ
れ
て
し
ま
�
た
�

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ジ
�
ラ
�
ル

�
戴
冠
の
衣
装
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
�

1
8
0
5

白
テ
ン
の
毛
皮
を
あ
し
ら
�
た
赤
紫
の
衣
装
に
は
�

皇
帝
の
紋
章
の
ミ
ツ
バ
チ
が
黄
金
の
糸
で
刺
繍
さ

れ
て
い
る
�



「ソクラテスの死」　1787 ダビッド　130 × 196cm

「 グ ラ ン ド ・ オ ダ リ ス ク 」　1787 ア ン グ ル　130 ×
「トルコ風呂」　1862 アングル　108 × 108cm

「峠越えのボナパルト」　1814 ダビッド　395 × 531cm
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�
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
�
は
ダ
ビ
�
ド
の
初
期
の
傑
作
で
あ

る
�
一
七
八
九
年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
�
二
年
前
に
描
か
れ

て
好
評
で
あ
�
た
�

　

紀
元
前
五
世
紀
の
ア
テ
ナ
イ
で
活
躍
し
た
ソ
ク
ラ
テ
ス

は
�
哲
学
者
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
何
よ
り
も
教
育
名
と
し

て
名
高
い
�
粗
衣
を
身
に
着
け
�
醜
い
容
貌
で
�
毎
日
の
よ

う
に
広
場
へ
出
て
は
通
り
す
が
り
の
若
者
を
捕
ま
え
て
�
当

時
の
い
わ
ゆ
る
民
主
制
を
痛
烈
に
指
弾
し
た
�
そ
こ
で
青
年

た
ち
へ
の
影
響
を
憂
慮
し
た
指
導
者
ア
ト
ニ
�
ス
は
�
詩
人

メ
ド
レ
ス
の
術
策
を
借
り
て
�
民
衆
を
煽
動
し
国
家
の
神
々

を
信
じ
な
い
と
い
う
理
由
で
彼
を
法
廷
へ
告
発
す
る
�

　

彼
の
巧
み
な
弁
舌
力
も
あ
り
�
初
審
で
は
わ
ず
か
の
票
差

で
有
罪
と
な
�
た
が
�
そ
の
後
も
判
事
を
攻
撃
す
る
こ
と
を

や
め
ず
�
再
審
の
結
果
�
多
数
を
も
�
て
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死

刑
が
宣
告
さ
れ
る
�
弟
子
や
学
生
た
ち
は
�
逃
亡
を
す
す
め

た
が
�
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
市
民
の
義
務
は
法
を
厳
守
す
る
こ
と

に
あ
る
と
述
べ
�
従
容
と
し
て
死
を
受
け
入
れ
た
�
当
時
の

ア
テ
ナ
イ
で
の
死
刑
は
毒
に
ん
じ
ん
の
液
を
自
ら
服
用
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
た
�

　

こ
の
絵
の
中
央
で
�
今
ま
さ
に
毒
杯
を
受
け
取
ろ
う
と
し

て
い
る
の
が
ソ
ク
ラ
テ
ス
で
あ
り
�
杯
を
彼
に
与
え
よ
う
と

し
て
い
る
執
行
吏
は
恥
じ
入
�
て
顔
を
背
け
て
い
る
�
グ
レ

�
の
寛
衣
を
着
用
し
�
ベ
�
ド
の
左
側
に
腰
か
け
�
顔
を
伏

せ
黙
考
し
て
い
る
老
人
は
�
実
の
と
こ
ろ
当
時
二
十
歳
で
あ

�
た
�
愛
弟
子
プ
ラ
ト
ン
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
�
そ
の

後
景
で
回
廊
の
壁
に
も
た
れ
て
い
る
青
年
は
�
や
は
り
弟
の

ア
ポ
ロ
ド
ル
ス
と
思
わ
れ
る
�
そ
の
先
の
奥
ま
�
た
階
段
で

老
人
た
ち
と
と
も
に
階
上
ヘ
上
ろ
う
と
し
て
い
る
女
性
は
�

英
国
の
美
術
史
家
ケ
ネ
ス
・
ク
ラ
�
ク
が
語
る
よ
う
に
�
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
妻
グ
ザ
ン
テ
�
フ
ぺ
で
あ
ろ
う
�

　

ダ
ヴ
�
�
ド
は
死
へ
の
時
間
の
長
さ
を
物
語
る
か
の
よ
う

に
�
こ
の
部
分
の
奥
行
き
を
き
わ
め
て
明
快
に
暗
示
し
�
そ

の
ド
彼
上
彼
女
に
真
紅
の
衣
装
を
着
用
さ
せ
て
�
掌
を
観
る

者
に
向
け
さ
せ
て
い
る
�
画
面
の
主
調
音
は
�
明
ら
か
に
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
躍
動
す
る
�
う
な
挙
止
と
�
右
端
で
苦
悶
す
る

女
性
�
前
景
で
寝
椅
子
の
脚
に
腰
掛
け
�
死
に
向
か
う
師
の

弁
舌
に
耳
を
傾
け
る
ク
リ
ト
ン
�
毒
杯
を
差
し
だ
す
執
行
吏
�

そ
し
て
妻
グ
ザ
ン
テ
�
ソ
ペ
を
結
ぶ
�
ひ
と
つ
な
が
り
の
�

鮮
烈
な
衣
装
�
赤
の
対
比
で
あ
ろ
う
�
色
調
は
バ
レ
エ
の
輪

舞
の
よ
う
に
弧
を
描
い
て
連
な
�
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
�

濃
淡
�
濃
淡
の
リ
ズ
ム
を
奏
で
て
い
る
�
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
朗
々

と
し
た
声
色
が
�
画
向
か
ら
闇
こ
え
て
く
る
よ
う
な
錯
覚
に

陥
る
不
思
凄
に
現
代
性
を
感
じ
さ
せ
る
作
品
で
あ
る
�　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�
近
藤　

昭
�

　

ア
ン
グ
ル
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
�
三
世
と
続
く
十
九
世
紀

フ
ラ
ン
ス
の
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
き
�
数
々
の
肖
像
画
の

名
作
と
�
わ
け
て
も
裸
婦
の
秀
作
を
描
き
つ
つ
け
た
画
家
で

あ
�
た
�
世
に
い
う
十
九
世
紀
サ
ロ
ン
派
の
代
表
的
な
存
在

で
あ
る
�
ま
た
ド
ラ
ク
ロ
ワ
と
対
立
し
な
が
ら
も
�
い
わ
ゆ

る
�
束
方
趣
味
�
に
取
り
つ
か
れ
た
点
で
両
者
は
共
通
の
芸

術
的
な
認
識
を
出
発
点
と
し
て
い
た
�

　

一
八
〇
一
年
に
は
ロ
�
マ
賞
を
授
与
さ
れ
�
十
八
年
間
を

イ
タ
リ
ア
各
地
で
過
ご
す
�
一
八
二
十
四
年
に
バ
リ
ヘ
帰
還

し
た
時
�
彼
は
す
で
に
四
十
四
歳
の
輝
け
る
巨
匠
に
成
長
し

て
い
た
�
翌
年
に
は
レ
ジ
オ
ン
・
ド
ヌ
�
ル
勲
章
を
受
け
�

彼
自
身
の
画
室
を
開
く
が
�
そ
こ
に
は
百
人
も
の
生
徒
が
集

ま
�
た
と
い
わ
れ
る
�
一
八
二
九
年
に
は
国
立
美
術
学
校
教

授
に
�
次
い
で
同
学
長
に
任
命
さ
れ
�
そ
の
翌
年
に
は
口―

マ
の
フ
ラ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
�
総
裁
に
就
任
す
る
�

　

�
�
�
�
�
�
�

と
は
オ
ス
マ
ン
帝

国
ス
ル
タ
ン
の
愛

妾
ま
た
は
女
奴
隷

の
こ
と
で
あ
る
�

　　

こ
の
画
は
�
グ

ラ
ン
ド
・
オ
ダ
リ

ス
ク
�
と
も
呼
ば

れ
る
が
�
そ
れ
に

し
て
も
こ
の
女
性

は
何
と
い
う
無
理

な
ポ
�
ズ
で
わ
れ

わ
れ
を
誘
惑
し
て

い
る
こ
と
か
�

　

顔
は
ほ
と
ん
ど

四
分
の
三
正
面
向

き
で
観
者
の
ほ
う

を
振
り
向
い
て
い
る
の
に
�
全
裸
の
背
中
は
ま
�
た
く
と
い

え
る
ほ
ど
�
観
者
か
ら
は
正
面
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
�
い

わ
ば
こ
の
女
は
背
中
で
わ
れ
わ
れ
を
誘
惑
し
て
い
る
�

　

あ
る
批
評
家
が
�
こ
の
女
性
は
椎
骨
を
三
本
ほ
ど
余
計
に

備
え
て
い
る
と
非
難
し
た
と
い
う
が
�
あ
る
い
は
そ
の
通
り

か
も
し
れ
な
い
�
右
腕
が
流
れ
る
よ
う
に
左
脚
の
ふ
く
ら
は

ぎ
に
達
し
�
そ
の
左
脚
は
や
や
ふ
し
だ
ら
に
曲
が
�
て
右
脚

と
絡
み
合
つ
て
い
る
�
わ
き
の
下
に
ま
る
ま
る
と
し
た
乳
房

が
の
ぞ
い
て
い
る
が
�
そ
れ
も
か
な
り
不
自
然
に
描
か
れ
て

い
る
�
さ
ら
に
下
半
身
�
そ
れ
も
腎
部
が
著
し
く
誇
張
さ
れ

て
い
る
�
顔
も
ま
た
拡
大
さ
れ
�
顎
骨
が
突
き
出
し
�
眼
の

ま
わ
り
の
薄
紅
色
は
�
細
筆
の
丹
念
な
塗
り
重
ね
に
よ
�
て

到
達
し
た
賦
彩
効
果
で
あ
ろ
う
�
東
方
的
な
栗
色
の
毛
髪
も

ま
た
そ
う
で
あ
る
�

　

形
を
歪
め
�
部
分
と
細
部
や
�
色
彩
の
転
調
を
誇
示
す
る

ア
ン
グ
ル
の
画
法
は
�
一
種
の
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
復
活
を
意

図
し
た
も
の
と
も
い
え
る
�　
　
　
　
　
　

�
近
藤　

昭
�　

●
�
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
�
ダ
ヴ
�
�
ド
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●
民
衆
を
率
い
る
�
自
由
�
と
七
月
革
命

　

ま
ず
最
初
に
題
名
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
�
�
民
衆
を

率
い
る
�
自
由
��
は
�
一
般
に
は
�
民
衆
を
率
い
る
自
由

の
女
神
�
と
い
う
日
本
語
題
名
で
知
ら
れ
て
い
る
�
こ
の
絵

に
描
か
れ
て
い
る
�
自
由
�
は
む
ろ
ん
観
念
と
し
て
の
自
由

そ
の
も
の
で
は
な
く
�
そ
れ
が
女
性
の
姿
を
取
�
て
い
る
も

の
で
あ
る
か
ら
�
�
自
由
の
女
神
�
と
い
う
呼
び
方
は
分
か

り
や
す
く
て
良
い
と
も
思
わ
れ
る
�
だ
が
こ
の
女
性
と
し
て

表
現
さ
れ
た
�
自
由
�
は
�
本
来
は
自
由
と
い
う
観
念
の
擬

人
像
で
あ
り
�
そ
の
像
を
中
心
に
し
て
構
成
さ
れ
た
図
像
な

り
絵
画
は
�
寓
意
な
い
し
寓
意
画
と
も
呼
ば
れ
る
べ
き
全
体

を
構
成
す
る
�

　

七
月
革
命
は
�
ギ
リ
シ
ア
独
立
戦
争
に
対
す
る
国
際
的
支

援
を
主
張
す
る
声
の
高
ま
り
に
支
え
ら
れ
て
勢
力
を
伸
ば
し

て
き
た
自
由
主
義
を
抑
え
る
た
め
に
�
国
王
シ
�
ル
ル
十
世

が
発
布
し
た
�
七
月
勅
令
�
に
対
す
る
抗
議
に
よ
�
て
そ
の

口
火
が
切
ら
れ
た
�
勅
令
が
定
期
刊
行
物
の
出
版
の
自
由
の

停
止
と
�
ブ
ル
ジ
∋
�
階
級
に
選
挙
資
格
を
与
え
な
い
よ
う

に
す
る
条
項
を
含
ん
で
い
た
た
め
�
�
ナ
シ
�
ナ
ル
�
紙
に

拠
る
テ
�
エ
�
ル
等
は
�
市
民
に
反
政
府
的
行
動
を
呼
び
か

け
た
�
七
月
二
七
日
�
共
和
主
義
者
に
扇
動
さ
れ
た
り
�
自

由
主
義
者
の
一
無
用
者
に
有
給
で
組
織
さ
れ
た
り
し
た
労
働

者
に
よ
�
て
運
動
は
大
規
模
化
し
�
パ
リ
で
は
労
働
者
と
学

生
が
武
装
蜂
起
を
訴
え
て
バ
リ
ゲ
�
ド
を
築
い
た
�
二
八
日
�

軍
隊
相
手
に
市
街
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
民
衆
は
�
パ
リ
市
庁

舎
�
ノ
�
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
を
そ
の
手
に
帰
し
�
つ
い
に
は

ル
�
ヴ
ル
宮
殿
を
包
囲
す
る
に
至
�
た
�
こ
の
と
き
市
庁
舎

や
ノ
�
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
に
は
�
か
つ
て
一
七
九
四
年
に
大

革
命
の
理
念
の
象
徴
と
し
て
国
旗
に
制
定
さ
れ
�
王
政
復
古

政
府
に
よ
�
て
廃
さ
れ
た
赤
�
青
�
白
の
三
色
旗
が
ひ
る
が

え
�
た
と
い
う
�

こ
の
作
品
は
�
や
は
り
若
い
ド
ラ
ク
ロ
ア
の
政
治
的
心

情
の
表
明
と
解
釈
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
�
完
成
し
た
作
品

は
�
一
八
三
一
年
の
サ
ロ
ン
に
�
�
七
月
二
十
八
日
�
民
衆

を
率
い
る
�
自
由
�
�
の
題
名
で
出
品
さ
れ
た
�
画
家
が
作

品
を
搬
入
し
た
際
の
手
書
き
記
録
に
は
�
二
九
日
�
と
記
さ

れ
て
い
る
か
ら
�
こ
の
日
付
に
積
極
的
な
意
味
を
見
い
だ
そ

う
と
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
�
ま
た
�
ド
ラ
ク

ロ
ワ
は
�
栄
光
の
�
三
日
問
の
う
ち
の
特
定
の
事
件
や
�
パ

リ
の
特
定
の
場
所
を
描
こ
う
と
し
て
は
い
な
か
�
た
よ
う

だ
�

　
　

登
場
人
物
た
ち

　

七
月
革
命
と
い
う
生
々
し
い
歴
史
的
事
件
を
数
�
月
も
た

た
ぬ
内
に
描
い
た
こ
の
絵
の
中
央
を
占
め
て
い
る
の
は
�
逆

説
的
に
�
自
由
�
の
擬
人
像
と
い
う
非
現
実
の
存
在
で
あ
る
�

彼
女
は
右
手
に
三
色
旗
を
高
く
掲
げ
�
左
手
に
銃
剣
を
持
�

て
�
人
々
が
つ
き
従
�
て
来
る
の
を
確
か
め
る
か
の
よ
う
に

か
た
わ
ら
を
振
り
返
り
つ
つ
�
バ
リ
ケ
�
ド
上
を
大
股
に
進

ん
で
く
る
�
舞
台
と
な
�
て
い
る
地
点
を
特
定
す
る
手
が
か

り
が
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
�
ど
う
し
て

も
こ
の
絵
が
市
庁
舎
占
拠
に
向
か
う
民
衆
を
表
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ら
れ
て
し
ま
う
の
は
�
�
自
由
�
の
掲
げ
る
三
色

旗
が
市
庁
舎
占
拠
の
際
に
勝
利
の
象
徴
と
し
て
立
て
ら
れ
た

そ
れ
を
連
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
�
お
そ
ら
く
ド
ラ
ク
ロ

ワ
自
身
も
�
自
分
の
描
い
た
構
図
の
そ
う
し
た
雰
囲
気
に
気

づ
い
て
�
先
に
述
べ
た
よ
う
に
�
七
月
二
八
日
�
と
い
う
題

名
を
決
め
た
の
で
あ
�
た
か
も
し
れ
な
い
�

　

�
自
由
�
は
�
豊
か
な
胸
か
ら
上
を
諸
肌
脱
ぎ
に
し
て
い

る
た
く
ま
し
い
女
性
で
あ
る
�
彼
女
の
か
ぶ
�
て
い
る
帽
子

は
�
フ
リ
ギ
ア
帽
と
呼
ば
れ
る
布
製
の
三
角
帽
で
�
古
代
ロ

�
マ
の
解
放
奴
隷
が
同
型
の
も
の
を
着
用
し
た
た
め
�
自
由

の
象
徴
と
な
�
た
�
十
七
�
八
世
紀
の
図
像
表
現
の
伝
統
に

お
い
て
は
�
�
自
由
�
は
こ
の
帽
子
を
頭
や
手
に
持
�
た
槍

に
の
せ
た
�　

　

サ
ロ
ン
出
品
後
�
�
民
衆
を
率
い
る
�
自
由
��
は
�
王
と

し
て
推
戴
さ
れ
た
オ
ル
レ
ア
ン
公
ル
イ
・
フ
�
リ
�
プ
の
新

政
府
に
よ
�
て
買
い
上
げ
ら
れ
�
リ
�
ク
ク
サ
ン
ブ
�
ル
美

術
館
に
展
示
さ
れ
た
�
そ
の
後
七
月
王
政
の
保
守
化
に
と
も

な
�
て
こ
の
作
品
は
公
の
場
か
ら
引
き
揚
げ
ら
れ
�
一
時
画

家
に
返
却
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
�
二
月
革
命
の
後
�
第
二

共
和
制
政
府
は
こ
れ
を
リ
�
ク
サ
ン
ブ
�
ル
美
術
館
に
戻
し

た
�
一
八
七
四
年
以
降
は
ル
�
ヴ
ル
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
�
が
�
今
世
紀
に
入
�
て
か
ら
も
�
一
九
六
八
年
の
五

月
革
命
の
際
に
は
�
こ
の
バ
リ
ケ
�
ド
を
乗
り
こ
え
て
進
ん

で
ゆ
く
�
自
由
�
の
像
は
三
た
び
シ
ン
ボ
ル
視
さ
れ
た
と
い

う
�
一
四
〇
年
の
歳
月
も
�
男
女
に
共
有
さ
れ
る
べ
き
革
命

的
行
動
の
目
標
が
�
は
だ
け
た
胸
の
女
性
の
姿
を
取
�
て
い

る
こ
と
の
不
自
然
さ
に
気
づ
か
せ
る
力
を
も
た
な
か
つ
た
の

で
あ
る
�

「民衆を率いる自由」　ドラクロア 1827　395*495　

「キオス島の虐殺」　ドラクロア 1823　417*354
　

「ダンテの小船」　ドラクロア 1822　188*241　

「メヂュース号の筏」　ジェリコ 1819　491*716
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   対象は、いつも同じ性質（大きさ／形／色）

　　　　　　　　　　　　を持った同じモノとして知覚すること。

  　　　　１、大きさ

  　　　　２、形

  　　　　３、明るさ・色

  　　恒常度１００％＝子ども

　　　　　　　　　   恒常度０％＝カメラ：本物そっくり

    西洋絵画：４００年間の基準（1500 ～ 1900）

 

知覚の恒常性

セザンヌ「ｻﾝﾄﾋﾞｸﾄﾜｰﾙ山」 実景写真

40

１
９
世
紀
後
半
に
�

　
　

美
術
の
メ
イ
ン
は

　
　
　
　

大
衆
化
路
線
へ
！

と
思
い
き
や
�
な
ん
と
�

セ
ザ
ン
ヌ
さ
ん
が
と
ん
で
も
な
い

実
験
を
始
め
ち
ま
�
た
�

お
か
げ
で
�
ハ
イ
・
ア
�
ト
以
上
に
�

庶
民
と
は
無
縁
の
�
難
解
ア
�
ト
が

登
場
す
る
こ
と
に
な
�
た
�

今
回
は
�
セ
ザ
ン
ヌ
に
は
じ
ま
る
�

実
験
ア
�
ト
の
お
話
し
で
す
�

１、造形性と心理＝例示

　　　　（１）知覚の恒常性

　　　　（２）左右の問題

２、近代絵画の父　

　　　セザンヌの意味

　

近
代
絵
画
と
恒
常
性

　

ル
ネ
�
サ
ン
ス
以
来
長
く
続
い
た

恒
常
度
零
と
い
う
非
人
間
的
な
枠
に

束
縛
さ
れ
な
い
�
人
間
本
来
の
生
き

た
自
然
の
知
覚
に
立
ち
戻
り
�
そ
れ

に
従
�
て
世
界
を
観
�
そ
し
て
描
い

た
の
が
セ
ザ
ン
ヌ
で
あ
�
た
�

　

で
は
何
が
こ
の
よ
う
な
変
革
を
も

た
ら
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
�
要
因
の

1

つ
は
写
真
の
誕
生
で
あ
る
�

　

カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
�
ラ
の
出
現

か
ら3

世
紀
を
経
た19

世
紀
前
半
に
�

よ
う
や
く
そ
の
影
像
を
定
着
さ
せ
る

技
術
の
発
見
に
よ
�
て
写
真
が
生
ま

れ
た
�

　

最
も
完
璧
な
透
視
画
で
あ
る
写
真

の
出
現
は
�
画
家
た
ち
に
透
視
図
法

の
正
確
さ
で
カ
メ
ラ
と
競
う
こ
と
の

愚
し
さ
を
悟
ら
せ
�
恒
常
度
零
の
�
カ

メ
ラ
の
目
�
で
は
な
く
�
生
き
た
�
人

間
の
目
�
で
描
く
道
を
選
ば
せ
た
の

で
あ
る
�

　

か
く
し
て
�2

0

世
紀
初
頭
に
は
フ

�
�
ビ
ズ
ム
�
キ
�
ビ
ズ
ム
な
ど
�

現
代
絵
画
は
す
で
に
歩
み
始
め
て
い

た
が
�
同
じ
頃
か
ら
始
ま
�
た
心

理
学
に
お
け
る
恒
常
性
の
研
究
は
�

1
9
3
0

年
に
最
盛
期
を
迎
え
�
そ
の
成

果
は
現
代
絵
画
に
理
論
的
根
拠
を
与

え
た
の
で
あ
�
た
�



Ａ Ｂ

Ｄ

Ｇ Ｈ

Ｃ
Ｅ Ｆ

Ｉ Ｊ

こ
れ
ら
の
写
真
や
絵
画
は
�
ど
ち
ら
か

が
裏
焼
き
�
左
右
逆
�
で
す
�　
　
　

正
し
い
状
態
の
画
像
と
思
う
ア
ル
フ
�

ベ
�
ト
を
○
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
�

MEMO
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セ
ザ
ン
ヌ
は
�
知
覚
の
恒
常
性
�
を

ベ
�
ス
に
し
た
�
新
た
な
土
俵
を
つ

く
り
だ
し
た
�

そ
れ
ま
で
�
相
撲
し
か
見
た
こ
と
が

な
い
人
々
に
�
Ｋ
１
の
殴
り
合
い
を

見
せ
る
よ
う
な
モ
ノ
�

２
０
世
紀
に
入
�
て
か
ら
の
絵
画
は
�

芸
術
の
た
め
の
芸
術
�
実
験
ア
�
ト

の
世
界
と
な
�
た
�

つ
ま
り
�
絵
画
と
写
真
が
違
う
ジ
�

ン
ル
の
よ
う
に
�
そ
れ
ま
で
の
絵
画

と
は
違
う
�
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｇ
Ａ
�
と
い
う

ジ
�
ン
ル
が
ス
タ
�
ト
し
て
し
ま
�

た
と
考
え
た
ほ
う
が
良
い
�
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花
子　

私
に
は
セ
ザ
ン
ヌ
が
�
な
ぜ
�
こ
ん
な
絵
を
描
い
た

の
か
�
そ
の
理
由
が
わ
か
り
ま
せ
ん
�
印
象
派
以
前

の
絵
は
�
ど
れ
も
美
し
く
て
素
晴
ら
し
い
テ
ク
ニ
�

ク
で
描
か
れ
て
い
ま
し
た
�
で
も
�
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵

は
�
き
れ
い
で
も
な
け
れ
ば
�
上
手
で
も
な
い
で
し
�
�

ど
こ
が
良
い
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
�　

先
生　

ご
安
心
く
だ
さ
い
�
最
初
か
ら
セ
ザ
ン
ヌ
の
良
さ
が

わ
か
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
�
な
ん
か
変
だ
な

�
で
も
変
だ
な
�
�
と
�
繰
り
返
し
て
み
て
い
る
う

ち
に
�
セ
ザ
ン
ヌ
の
画
面
の
特
殊
性
に
�
慣
れ
て
く

る
の
で
す
�

花
子　

私
は
�
繰
り
返
し
見
て
い
て
も
少
し
も
良
さ
が
わ
か

り
ま
せ
ん
�

先
生　

花
子
さ
ん
が
�
そ
う
言
う
だ
ろ
う
と
思
�
て
い
ま
し

た
�
今
回
は
�
花
子
さ
ん
に
説
明
す
る
た
め
に
�
特

別
に
�
こ
の
ペ
�
ジ
の
中
央
部
分
に
８
つ
の
図
版
を

載
せ
て
お
き
ま
し
た
よ
�
今
日
は
�
こ
れ
を
使
�
て
�

説
明
し
ま
し
�
う
�
�
１-

Ａ
�
を
見
て
花
子
さ
ん
は

ど
う
思
い
ま
し
た
か
？

花
子　

セ
ザ
ン
ヌ
に
し
て
は
マ
ト
モ
な
絵
だ
な
�
て
思
い
ま

し
た
け
ど
�
さ
く
ら
ん
ぼ
が
乗
�
て
い
る
お
皿
が
�
立

ち
上
が
�
て
�
い
る
の
は
変
だ
な
�
て
思
い
ま
し
た
�

こ
れ
じ
�
�
さ
く
ら
ん
ぼ
が
手
前
に
こ
ぼ
れ
落
ち
て

し
ま
う
で
し
�
�

先
生　

そ
う
で
す
ね
�
た
し
か
に
さ
く
ら
ん
ぼ
の
皿
は
�
１

-

Ｂ
�
の
よ
う
に
�
も
�
と
寝
か
せ
て
描
く
べ
き
で
し

た

ね
�　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
れ
じ
�
次
に
�
赤
い
チ
�
�
キ
の
少
年
�
２-

Ａ
�

は
ど
う
思
い
ま
す
か
�

花
子　

こ
の
絵
は
ヒ
ド
イ
で
す
ね
�
一
目
み
て
腕
の
バ
ラ
ン

ス
が
狂
�
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
�
こ
の
図
版
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
�
す
べ
て
が
ガ
タ
ガ
タ
で

す
ね
�

先
生　

そ
う
な
ん
で
す
�
風
景
画
と
違
�
て
�
こ
の
チ
�
�

キ
の
少
年
は
人
物
で
す
か
ら
�
デ
�
サ
ン
の
狂
い
が

す
ぐ
に
バ
レ
て
し
ま
う
ん
で
す
よ
�
し
か
た
が
な
い

の
で
�
�
２-

Ｂ
�
の
よ
う
に
�
私
が
パ
ソ
コ
ン
で
修

正
し
て
お
き
ま
し
た
�
こ
れ
な
ら
花
子
さ
ん
も
文
句

な
い
で
し
�
�

花
子　

で
も
先
生
��
２-

Ｂ
�
の
少
年
は
�
デ
�
サ
ン
的
に

は
狂
い
は
無
い
の
で
す
が
�
ず
い
ぶ
ん
チ
ン
マ
リ
し

て
し
ま
�
た
気
が
し
ま
す
�
な
ん
か
ツ
マ
ン
ナ
イ
感

じ
だ
な
�

先
生　

花
子
さ
ん
も
そ
う
思
い
ま
す
か
�
私
も
お
ん
な
じ
で

す
�
オ
カ
シ
ク
は
な
く
な
�
た
け
れ
ど
�
オ
モ
シ
ロ

ク
な
く
な
�
て
し
ま
�
た
�
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
ね
�

Administrator
テキストボックス
セザンヌ「近代絵画」小林秀雄

Administrator
テキストボックス
CGFA　セザンヌ

http://cgfa.sunsite.dk/cezanne/index.html


花
子　

セ
ン
セ
イ
�
３-

Ａ
�
は
添
削
�
て
書
い
て
あ
�

て
�
書
き
込
み
が
い
�
ぱ
い
あ
り
ま
す
け
ど
�
こ
れ

は
い
�
た
い
何
な
ん
で
す
か
？

先
生　

あ
�
こ
れ
は
で
す
ね
�
美
大
受
験
の
た
め
の
通
信

教
育
�
て
の
が
あ
り
ま
し
て
�
地
方
の
受
験
生
が
�

課
題
作
品
を
送
る
と
予
備
校
の
セ
ン
セ
イ
が
こ
ん
な

ふ
う
に
書
き
込
ん
で
添
削
し
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
�

た
と
え
ば
セ
ザ
ン
ヌ
の
絵
だ
�
た
ら
�
キ
�
ト
こ

ん
な
風
に
赤
ペ
ン
が
入
�
て
送
り
返
さ
れ
る
だ
ろ
う

な
�
て
�

花
子　

ふ
う
ん
�
こ
れ
じ
�
セ
ザ
ン
ヌ
は
美
大
に
入
る
の

は
無
理
で
す
ね
�

先
生　

そ
う
で
す
ね
�
そ
れ
か
ら
セ
ザ
ン
ヌ
は
�
い
つ
も

左
側
に
傾
く
癖
が
あ
る
の
で
こ
ま
�
ち
�
う
ん
で

す
�
だ
か
ら
�
３-

Ｂ
�
は
５
度
右
回
転
さ
せ
て
修

正
し
た
も
の
な
ん
で
す
�
セ
ザ
ン
ヌ
の
ほ
と
ん
ど
の

作
品
は
左
に
５
度
傾
い
て
ま
す
�

花
子　

た
し
か
に
回
転
さ
せ
た
�
３-

Ｂ
�
で
�
何
と
か
ま
�

す
ぐ
に
な
り
ま
し
た
ね
�
と
こ
ろ
で
セ
ン
セ
イ
�
こ

ん
な
困
り
者
の
セ
ザ
ン
ヌ
の
ど
こ
が
そ
ん
な
に
ス
ゴ

イ
ん
で
す
か
？

先
生　

そ
う
�
そ
こ
な
ん
で
す
�
�
３-

Ｃ
�
を
ご
覧
く
だ

さ
い
�
従
来
の
絵
画
の
規
則
の
う
ち
で
セ
ザ
ン
ヌ
が

捨
て
て
し
ま
�
た
も
の
を
指
摘
し
ま
し
た
�
つ
ま
り
�

ほ
と
ん
ど
全
て
の
絵
画
の
ル
�
ル
を
セ
ザ
ン
ヌ
は
捨

て
た
�
あ
る
い
は
無
視
し
て
し
ま
�
た
ん
で
す
�

花
子　

で
も
セ
ン
セ
イ
�
こ
ん
な
に
捨
て
て
し
ま
�
た
ら
�

ル
�
ル
が
何
も
残
ら
な
い
で
し
�
�
セ
ザ
ン
ヌ
は

何
も
無
く
て
�
ど
う
や
�
て
描
こ
う
と
し
た
の
か
し

ら
？

先
生　

や
�
と
�
そ
こ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
よ
ね
�
残
る

も
の
は
何
か
�
そ
し
て
新
た
に
生
み
出
し
た
も
の
は

何
か
�
そ
こ
で
な
ん
で
す
ヨ
�

　
　

セ
ザ
ン
ヌ
は
�
確
実
に
存
在
す
る
実
感
が
絵
画
に
必

要
だ
と
考
え
て
い
た
�
�
実
感
�
と
は
�
目
に
見
え

る
錯
視
的
な
目
だ
ま
じ
�
な
く
�
て
�
実
感
す
な
わ

ち
人
間
の
視
覚
の
恒
常
性
に
も
と
づ
い
て
描
く
こ
と

だ
と
考
え
た
ん
だ
よ
�

　
　
　

彼
の
発
想
の
原
点
に
気
づ
い
た
数
人
の
画
家
た
ち

が
い
た
�
彼
ら
は
セ
ザ
ン
ヌ
を
礼
賛
し
�
そ
の
後
を

追
�
た
ん
だ
�
ピ
カ
ソ
も
そ
の
う
ち
の
一
人
だ
ね
�

そ
し
て
�
セ
ザ
ン
ヌ
が
最
後
ま
で
捨
て
切
れ
な
�
た

�
主
題
�
モ
テ
�
�
フ
�
を
捨
て
去
�
た
と
き
に
抽

象
絵
画
が
誕
生
し
た
�

花
子　

な
ん
か
�
わ
か
る
よ
う
な
�

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
�

43
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カラー図版⑧

最高の幻想画家＝ボッシュ

幻想の詩人＝ブレーク

偏執狂＝ダリ

イメージの魔術師＝マグリッド白昼の幻想＝キリコ
シャガール

三連祭壇画「快楽の園」

　　　　部分 1503 ～ 5
ダンテ「神曲」挿絵（水彩）1824 「内乱の予感」1936

「当惑するﾐｭｰｽﾞたち」1916 「大家族」1963

「私と村」1911

幻想：fantasy ＝

　　　　①　空想的な、  ルドン、 アンソール

　　　　②　気まぐれな、

　　　　③　奇怪な ・ 異様な ボッシュ～ブレーク

20 世紀の幻想絵画

ルソー、シャガール、キリコ、エルンスト、

ミロ、ダリ、デルボー、マグリット、

タンギー、フィニー

19 世紀までは、 神話 ・ 宗教のもとで幻想的

20 世紀 ： 個人的イメージ （普遍的無意識）

http://cgfa.sunsite.dk/bosch/index.html
Administrator
テキストボックス
CGFA　ボッシュ

Administrator
テキストボックス
CGFA　シャガール

http://cgfa.sunsite.dk/chagall/index.html
Administrator
テキストボックス
ARC　ダリ

http://www.artrenewal.org/asp/database/art.asp?aid=2769&page=2
Administrator
テキストボックス
HW　ダリ

http://www.humanitiesweb.org/human.php?s=g&p=c&a=s&ID=127
Administrator
テキストボックス
マグリットの先生はデ・キリコ

http://www.ekakinoki.com/novita3/magritte.html
http://www.m-n-j.com/town/entertainment/isako/chirico.htm
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「なぜジャングルに
　　ソファーに寝そべる
　　　　裸の女性がいるの？」

　この疑問は謎とされてきた。しかし、次のような
記録が発見され、ルソーの精神的素朴さが再確認さ
れた。

　密林のなかで長椅子に横たわる裸の女を描くこと

の“不条理”　を評論家に指摘されて、ルソーは、「長

椅子に横たわって眠っている女性は、この森に運ば

れ、魔法使いの音楽を聴いている夢を見ているので

す。そのことが絵に長椅子が描かれている理由なの

です」と答えた。この絵が初めて展示されたとき、

ルソーは次のような詩を副題としてつけ加えた。

　「安らかにまどろむヤドヴイガは

　　　甘美な夢に浸っている
　　　　　　彼女は
　心やさしい蛇使いが奏でる葦笛を
　　　　　聴いているのだ
　　　　　銀色の月の光は
　流れや木々の葉の上できらめき
　　　　　残忍な蛇たちも
　妙なる塵惑的な調べに耳を傾ける」

ヤドヴイガはルソーが愛したポーランド八女性で

あったといわれている

　「この巨大な絵はルソーの最後の作品であり、

彼の生涯をしめくくるすばらしい作品となって

いる。しかし、

　

絵
画
と
幻
想

　

私
の
知
る
限
り
�
�
幻
想
芸
術
�
と
い
う
名
称
を
�

公
的
に
表
示
し
た
最
初
の
展
覧
会
は
�
一
九
三
六
年

に
ニ
�
�
ヨ
�
ク
の
近
代
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
�

幻
想
芸
術
・
ダ
ダ
・
シ
�
�
ル
レ
ア
リ
ス
ム
�
展
で

あ
る
�

　

そ
こ
で
は
�
ダ
ダ
・
シ
�
�
ル
レ
ア
リ
ス
ム
以
前

の
先
行
的
な
諸
現
象
が
す
べ
て
�
幻
想
芸
術
�
と
し

て
総
括
さ
れ
�
一
五
世
紀
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命
ま
で

�
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
�
そ
し
て

二
〇
世
紀
の
三
段
階
に
区
分
さ
れ
て
い
た
�

　

第
一
段
階
で
の
�
幻
想
的
�
な
ボ
ス
の
地
獄
図
に

代
表
さ
れ
る
文
字
ど
お
り
奇
妙
�
奇
怪
�
異
様
な
表

現
で
あ
り
�
そ
の
要
素
は
第
二
段
階
の
ブ
レ
�
ク
や

ゴ
ヤ
に
ま
で
存
続
し
て
い
る
が
�
ル
ド
ン
�
ア
ン
ソ

�
ル
に
な
る
と
�
い
ち
じ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
�

　

二
〇
世
紀
の
先
駆
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の

は
�
ル
ソ
�
�
シ
ヤ
ガ
�
ル
�
デ
・
キ
リ
コ
�
デ
�

シ
ヤ
ン
�
カ
ン
デ
�
ン
ス
キ
�
�
ク
レ
�
�
ピ
カ
ソ

の
七
人
で
あ
る
�
一
九
三
六
年
の
時
点
で
挙
げ
ら
れ

た
こ
の
七
人
が
ル
ソ
�
�
ク
レ
�
を
別
と
し
て
そ
の

後
の
活
動
を
通
じ
て
�
幻
想
的
�
と
い
え
る
か
ど
う

か
疑
問
で
あ
る
が
�
よ
う
や
く
�
こ
の
段
階
に
き
て

�
�
幻
想
芸
術
�
が
美
術
史
に
登
録
さ
れ
て
�
は
じ

め
て
公
認
の
も
の
と
な
�
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
�

　

現
在
の
視
点
か
ら
す
る
と
�
そ
の
名
称
が
妥
当
す

る
近
代
画
家
と
し
て
は
�
ル
ド
ン
�
ア
ン
ソ
�
ル
を

は
じ
め
と
し
て
�
ル
ソ
�
�
シ
ヤ
ガ
�
ル
�
デ
・
キ

リ
コ
�
ク
レ
�
は
ま
ず
異
存
の
な
い
一
と
こ
ろ
で
あ

る
�
ピ
カ
ソ
は
部
分
的
で
あ
る
�
ダ
ダ
�
シ
�
�
ル

レ
ア
リ
ス
ム
系
に
は
さ
す
が
に
数
多
く
�
エ
ル
ン
ス

ト
�
ミ
ロ
�
タ
リ
�
デ
ル
ヴ
オ
�
�
マ
グ
リ
�
ト
�

タ
ン
ギ
�
�
フ
�
ニ
�
と
き
り
が
な
い
�
見
か
た
に

よ
れ
ば
�
現
代
美
術
の
大
部
分
は
�
多
か
れ
少
な
か

れ
�
�
幻
想
的
�
で
あ
り
�
特
定
す
る
必
要
も
な
い

ほ
ど
で
あ
る
�

　

シ
ヤ
ガ
�
ル
は
�
幻
想
的
か
�

�
幻
想
�
の
語
義
が
根
本
的
に
転
換
し
た
の
で
あ
る
�

英
語
に
お
け
る
三
つ
の
意
味
の
う
ち
�
③
が
ほ
と
ん

ど
消
え
去
り
�
②
の
�
気
ま
ぐ
れ
な
�
�
�
途
方
も
な

い
�
が
心
を
解
き
放
つ
好
ま
し
い
意
味
に
変
わ
り
�

①
の
�
空
想
的
な
�
に
す
べ
て
が
集
約
さ
れ
て
�
現

実
的
規
制
か
ら
自
由
な
感
情
�
精
神
の
表
現
と
し
て

歓
迎
さ
れ
る
よ
う
に
な
�
た
�
と
い
え
る
だ
ろ
う0

そ
こ
に
シ
ヤ
ガ
�
ル
と
い
う
画
家
が
浮
か
び
あ
が
る

�
現
代
に
お
け
る
代
表
的
な
�
幻
想
的
な
画
家
と
い

う
と
�
彼
を
第
一
に
あ
げ
る
人
が
少
な
く
あ
る
ま
い

�
そ
れ
は
�
な
ぜ
か
と
い
う
よ
り
も
�
彼
の
絵
が
そ

の
よ
う
に
見
え
る
こ
と
自
体
に
�
も
は
や
問
う
必
要
も

な
い
語
義
の
転
換
が
認
め
ら
れ
よ
う
�

　

恋
人
た
ち
が
抱
擁
し
�
月
が
出
て
�
貧
し
い
ヴ
�
イ

オ
リ
ン
弾
き
が
奏
で
�
ニ
ワ
ト
リ
と
ロ
バ
の
い
る
ロ
シ

ア
の
寒
村
と
い
う
あ
い
か
わ
ら
ぬ
ハ
ン
グ
リ
�
な
画
像

に
�
明
調
が
あ
ら
わ
れ
�
苦
悩
の
陰
影
が
薄
れ
た
第
二

次
大
戦
後
の
画
風
は
�
急
速
に
人
々
の
愛
好
す
る
と
こ

ろ
と
な
�
て
�
今
や
�
人
気
の
点
で
は
最
高
の
画
家
と

な
�
た
�

　

か
つ
て
�
現
実
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ
り
�
非
難

さ
れ
る
こ
と
の
多
か
�
た
�
空
想
的
な
�
が
�
む
し
ろ

人
々
が
希
求
し
�
そ
れ
と
と
も
に
�
境
界
が
曖
昧
に
な

り
�
現
実
の
地
平
�
水
平
を
華
や
か
に
彩
る
こ
と
と
な

�
た
�

　

自
分
の
絵
が
�
幻
想
的
�
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
こ
と

を
極
力
嫌
�
た
シ
ヤ
ガ
�
ル
の
真
情
に
か
か
わ
り
な
く

人
々
は
�
そ
れ
を
美
的
に
�
快
的
に
�
エ
モ
�
シ
�
ナ

ル
に
見
て
�
そ
れ
以
外
の
こ
と
を
求
め
な
い
�
平
和
な

時
代
に
は
�
幻
想
�
も
ま
た
�
平
穏
に
な
り
�
甘
美
な

叙
情
の
一
種
と
な
る
の
で
あ
る
�　

　
　

�
名
画
は
な
ぜ
心
を
打
つ
か
�
瀬
木
慎
一
�
講
談B

L
U
E
B
A
C
K
S

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

p
1
5
1

１
�1

5
8

カラー図版⑨

ルソー「夢」1910 年　204 × 298cm

Administrator
テキストボックス
ルソー

Administrator
テキストボックス
artworks for Henri Rousseau　ルソー

http://www.the-athenaeum.org/art/by_artist.php?id=366


�
那
智
瀧
図
�　

鎌
倉
時
代1

3

世
紀
末
１
６
０
×
５
９
cm　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

根
津
美
術
館
蔵
�
国
宝)

飛瀧権現

�
神
功
皇
后
像
�
�
薬
師
寺
�8

世
紀

古伊賀水差　銘＝破袋（16 世紀）

鼠志野茶碗　銘＝峰紅葉（16 世紀）

青
磁
鳳
凰
耳
花
生　

�
南
宗
時
代1

2

世
紀
�

神像＝日本の神

�
柴
門
新
月
図
�

杜
甫
�
南
隣
�

�　

白
沙
翠
竹
江
村
の
暮
れ
�
相
送
れ
ば
柴
門
に
月
色
新
た
な
り　

�

仙崖義梵

�
○
△
□
�

�
座
禅
蛙
�

水
墨
画
・
山
水
図

祖死父死子死孫死

日
本
的
水
墨
画

雪
舟
�
秋
冬
山
水
図
�

雪
舟
の
名
前
は
何
か
？

�
雪
舟
等
楊
�

雪
舟
�
号

等
楊
�
諱
�
本
名
� 

�
神
功
皇
后
像
�
�
薬
師
寺
�8

世
紀

詩
画
軸

日
本
美
術

日
本
文
化

　
　

精
神
・
生
活

　

日本の美術＝

     生活美術
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http://www.emuseum.jp/cgi/pkihon.cgi?SyoID=2&ID=w055&SubID=s000
Administrator
テキストボックス
水墨画（平凡社百科辞典より）

Administrator
テキストボックス
時代別日本美術鑑賞テキスト

Administrator
テキストボックス
やきもの（わかる日本美術より）

Administrator
テキストボックス
水墨画の心理
（八代幸雄）抜粋

Administrator
テキストボックス
文化理解を目的とする東洋美術の鑑賞教育２



雪
舟　

�
慧
可
断
臂
図
�

雪
舟　

�
破
墨
山
水
図
�

�
相
陽
�
相
模
の
国
の
南
�
鎌
倉
�
の
宗
淵
と
い
う
蔵
主

�
禅
僧
の
職
掌
�
は
�
私
に
つ
い
て
画
を
何
年
も
学
ん
だ

�
既
に
基
本
は
マ
ス
タ
�
し
て
い
る
�
自
由
に
絵
を
描
き

�
い
か
に
も
勉
強
熱
心
で
あ
る
�
今
年
の
春
�
国
に
帰
る

�
と
言
�
て
�
そ
の
彼
の
言
う
こ
と
に
は
�
�
先
生
の
絵
が

1

点
ほ
し
い
の
で
す
�
そ
れ
を
私
の
と
こ
ろ
の
代
々
続
く
家

宝
に
し
た
い
の
で
す
�

そ
う
何
日
も
私
に
せ
が
ん
だ
�
私
は
老
眼
だ
し
頭
も
ぼ
け

て
�
そ
う
い
う
こ
と
の
や
り
方
は
知
ら
な
い
の
だ
け
れ
ど

も
�
彼
の
志
に
押
さ
れ
て
�
そ
れ
で
ま
�
�
先
の
す
り
切

れ
た
筆
を
持
つ
て
�
淡
墨
を
そ
そ
い
で
�
こ
れ
を
与
え
て

ヽ
こ
う
言
つ
た
の
で
あ
る
・

�
私
は
か
つ
て
偉
大
な
る
宋
の
国
へ
行
�
た
�
大
河
を
北
へ

渡
り
�
北
京
へ
着
き
�
そ
こ
で
絵
の
先
生
を
探
し
た
�
そ

う
は
し
た
ん
だ
け
れ
ど
も
抜
群
の
人
は
い
な
か
つ
た
�
そ

の
中
で
�
長
有
声
と
李
在
の
二
人
が
�
世
間
で
は
い
い
と

い
う
こ
と
に
な
�
て
い
た
�
入
門
し
て
�
色
づ
け
の
ポ
イ

ン
ト
を
教
わ
�
た
�
破
墨
の
や
り
方
も
同
時
に
で
あ
る
�

数
年
た
�
て
我
が
国
に
帰
�
た
�
私
の
絵
の
親
�
祖
�
で

あ
る
如
拙
・
周
文
両
先
生
の
描
い
た
お
手
本
は
�
す
べ
て

先
人
の
作
を
正
し
く
受
け
て
い
て
�
こ
れ
に
な
に
か
を
付

け
加
え
た
り
文
句
を
言
う
必
要
の
な
い
こ
と
が
非
常
に
よ

く
分
か
�
た
�
日
本
と
中
国
を
見
て
回
り
�
両
先
生
の
見

識
の
高
さ
と
精
神
性
の
深
さ
を
ま
す
ま
す
尊
敬
す
る
よ
う

に
な
つ
た
の
だ
″

　

弟
子
が
書
け
と
言
う
の
で
�
笑
わ
れ
る
の
を
承
知
で
書

き
ま
し
た
�

雪
舟
自
筆
の
文
章　

�　

自
賛

京
都
五
山
の
僧
の
感
想　

�
賛　

雪
舟
が
描
い
た
絵

水
墨
�
８
世
紀
ご
ろ
中
国
の
発
明 

鎌
倉
時
代
の
後
期
か
ら
日
本
へ

室
町
時
代
に
な
る
と
盛
ん
に
描
か
れ
る
�

中
国
文
化
と
し
て
の
水
墨
画 

唐
絵　

�　

ス
テ
�
タ
ス 

4 位　阿修羅像

５位　風神雷神図屏風　俵屋宗達

６位　百済観音像

７位　伝源頼朝像

８位　源氏物語絵巻

９位　鳥獣戯画　鳥羽僧正

１０位　那智の滝図

１位

２位

３位

長谷川等伯「松林図屏風」

尾形光琳　「紅白梅図屏風」

葛飾北斎　「富嶽三十六景」

カラー図版⑩

カラー図版⑪

日本美術トップ１０

平成
11

年ＮＨＫ調査より
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http://www.tabiken.com/history/doc/M/M060R100.HTM
http://www.emuseum.jp/cgi/pkihon.cgi?SyoID=2&ID=w307&SubID=s000
http://www.emuseum.jp/cgi/pkihon.cgi?SyoID=2&ID=w056&SubID=s000
http://www.kohfukuji.com/cgi-bin/kohfukuji/dispdata.cgi?id=but00001
http://www.tabian.com/tiikibetu/kinki/nara/horyuji/horyuji4.html
http://www.moa-inter.or.jp/japanese/setsugekka/setsu-pic07.html
http://www.tnm.go.jp/jp/servlet/Con?processId=00&ref=1&Q1=__&Q2=____&Q3=__&Q4=____&Q5=_&F1=&F2=%92%B7%92J%90%EC%93%99%94%8C&pageId=E15&colid=A10471
http://www.mainichi.co.jp/life/culture/jigyo/event/art/sessyu/see/01.html
Administrator
テキストボックス
鳥獣人物戯画(絵巻に見る中世より）

Administrator
テキストボックス
「雪舟」芸術新潮より抜粋

Administrator
テキストボックス
「やまと絵」（日本美の意匠より抜粋



　東洋 ・ 日本の仏像

仏像の誕生

●仏教美術の成熟

●自然と共生する写実主義

●多様な工芸の発展

オリエント　Orient　もともと「日ののぼる所」「東方」という方角を意味する語で、ラテン語の

「のぼる(oriens)」に由来する。対になる語は「西方」を意味するオクシデント。オリエントは

異質な文化の東方世界として位置づけ。ビザンティン帝国やイスラム世界をさした。

東洋美術の特質

丈六仏＝ 1丈６尺（4.8 ｍ） 皇帝即如来

ウ
ン
コ
ウ
石
窟

龍
門
石
窟東大寺大仏のモ

デル

東大寺の大仏

仏教・仏像のしくみ

48

Administrator
テキストボックス
東大寺（芸術新潮より抜粋）

Administrator
テキストボックス
法隆寺（古寺を行くより抜粋）

Administrator
テキストボックス
文化理解を目的とする東洋美術の鑑賞教育１



仏像の種類

カラー図版⑫

盧舎那仏

和
辻
哲
郎　

　

古
寺
巡
礼　
　

岩
波
文
庫

�
夢
殿
・
フ
�
ノ
ロ
サ
の
見
方
・
伝
法
堂
�

　

ひ
る
か
ら
夢
殿
に
行
�
た
�
天
平
時
代
に
建
て
ら
れ

た
こ
の
美
し
い
八
角
の
殿
堂
は
�
西
の
入
り
口
か
ら
見

る
と
�
惜
し
い
こ
と
に
周
囲
が
狭
す
ぎ
て
�
十
分
の
美

し
さ
を
発
揮
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
�
聖
徳
太
子
の

斑
鵜
宮
は
今
の
堂
の
配
置
と
は
異
な
�
て
い
た
ら
し
い
�

し
か
し
講
堂
た
る
伝
法
堂
は
橘
夫
人
の
邸
宅
よ
り
移
し

た
住
宅
建
築
で
あ
る
�
廊
下
の
奥
に
そ
の
伝
法
堂
の
見

え
て
い
る
絵
殿
の
ぬ
れ
縁
立
�
て
夢
殿
を
な
が
め
る
と
�

か
ろ
う
じ
て
堂
の
全
貌
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
�
そ
れ

ほ
ど
建
築
が
近
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
�
そ
れ
は
伽
藍

の
感
じ
で
は
な
く
て
�
住
み
心
地
の
よ
い
静
か
な
住
宅

の
感
じ
だ
と
も
い
え
る
�

　

夢
殿
の
印
象
は
粛
然
と
し
た
も
の
で
あ
�
た
�
北
側

の
扉
を
あ
け
て
も
ら
�
て
堂
内
に
歩
み
入
り
�
さ
ら
に

二
重
の
壇
を
の
ぼ
�
て
中
央
の
厨
子
に
近
づ
い
て
行
く

と
�
そ
の
感
じ
は
ま
す
ま
す
高
ま
�
て
行
�
た
�

　

わ
た
く
し
た
ち
は
厨
子
の
左
側
に
立
�
た
�
高
い
屏

は
静
か
に
左
右
に
開
か
れ
た
�
長
い
垂
れ
幕
も
ま
た
静

か
に
引
き
分
け
ら
れ
た
�
香
木
の
強
い
匂
い
が
わ
れ
わ

れ
の
感
覚
を
襲
う
と
同
時
に
�
秘
仏
の
あ
の
奇
妙
な
�

神
秘
的
な
�
何
と
も
い
え
ぬ
横
顔
が
わ
れ
わ
れ
の
眼
に

飛
び
つ
い
て
来
た
�

　

わ
た
く
し
た
ち
は
引
き
よ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
近
々
と

厨
子
の
垂
れ
幕
に
近
づ
い
て
そ
の
顔
を
見
上
た
�
わ
れ

わ
れ
自
身
の
体
に
光
線
が
さ
え
ぎ
ら
れ
て
�
薄
暗
く
な
�

て
い
る
厨
子
の
な
か
に
�
悠
然
と
し
て
異
様
な
生
気
を

び
た
顔
が
浮
か
ん
で
い
る
�
そ
の
眉
に
も
眼
に
も
�
ま

た
特
に
頻
に
も
唇
に
も
�
幽
か
な
�
し
か
し
刺
す
よ
う

に
印
象
の
鋭
い
�
変
な
美
し
さ
を
持
�
た
微
笑
が
漂
う

て
い
る
�
そ
れ
は
謎
め
い
て
は
い
る
が
�
し
か
し
暗
さ

が
な
い
�
愛
に
充
ち
て
は
い
る
が
�
し
か
し
イ
ン
ド
的

な
塵
惑
は
な
い
�

　

そ
の
肌
の
感
じ
が
ま
た
奇
妙
で
あ
る
�
幽
か
な
が
ら

一
面
に
残
�
た
塗
金
が
�
暗
褐
の
地
か
ら
柔
ら
か
く
光

り
�
い
か
に
も
弾
力
あ
る
生
き
た
肌
の
よ
う
な
�
そ
の

く
せ
人
体
の
温
か
さ
や
匂
い
を
捨
て
去
�
た
清
浄
な
肌

の
よ
う
な
�
特
殊
な
生
気
を
持
�
て
い
る
�
そ
れ
は
顔

面
ば
か
り
で
な
く
�
そ
の
美
し
い
手
や
胸
な
ど
に
も
感

ぜ
ら
れ
る
�

　

腹
部
の
突
き
出
た
姿
勢
は
少
し
気
に
な
ら
ぬ
で
も
な

い
�
元
来
こ
の
像
は
横
か
ら
な
が
め
る
よ
う
に
は
で
き

て
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
�
し
か
し
肩
か
ら
下
へ
ゆ
る
く

流
れ
る
直
線
的
な
衣
文
は
非
常
に
美
し
い
�

　

こ
の
奇
妙
に
美
し
い
仏
像
を
突
然
見
い
だ
し
た
フ
�

ノ
ロ
サ
の
驚
異
は
�
日
本
の
古
美
術
に
と
�
て
忘
れ
難

い
記
念
で
あ
る
�
彼
は
一
八
八
四
年
の
夏
�
政
府
の
嘱

託
を
受
け
て
古
美
術
を
研
究
す
る
た
め
に
こ
こ
に
来
た
�

そ
う
し
て
法
隆
寺
の
僧
に
こ
の
厨
子
を
開
く
こ
と
を
交

渉
し
た
�
が
寺
僧
は
�
そ
う
い
う
邑
溝
を
あ
え
て
す
れ

ば
仏
罰
立
ち
ど
こ
ろ
に
至
�
て
大
地
震
い
寺
塔
崩
壊
す

る
だ
ろ
う
と
言
�
て
�
な
か
な
か
き
か
な
か
�
た
�
こ

の
時
に
寺
僧
の
知
�
て
い
た
と
こ
ろ
は
�
秘
仏
が
百
済

伝
来
の
推
古
仏
で
あ
る
こ
と
と
�
厨
子
が
二
宮
年
以
上

開
か
れ
な
か
�
た
こ 

ﾆ

と
の
み
で
あ
�
た
�
従
�
て
こ

の
仏
像
は
そ
の
芸
術
的
価
値
が
無
視
せ
ら
れ
て
い
た
と

い
う
ど
こ
ろ
で
は
な
く
�
数
世
紀
間
た
だ
一
人
の
日
本

人
の
眼
に
さ
え
触
れ
た
こ
と
が
な
い
の
で
あ
�
た
�
フ
�

ノ
ロ
サ
は
同
行
の
九
鬼
氏
と
と
も
に
�
格
有
の
宝
を
見

い
だ
す
か
も
知
れ
ぬ
と
い
う
期
待
に
胸
を
お
ど
ら
せ
な

が
ら
�
執
念
深
く
寺
僧
を
説
き
伏
せ
に
か
か
�
た
�
そ

う
し
て
長
い
論
判
の
未
に
と
う
と
う
寺
僧
は
鍵
を
持
�

て
中
央
の
壇
に
昇
る
こ
と
に
な
�
た
�
数
世
紀
間
使
用

せ
ら
れ
な
か
�
た
鍵
が
�
さ
ぴ
た
錠
前
に
触
れ
る
物
音

は
�
二
人
の
全
身
に
身
震
い
を
起
こ
さ
せ
た
�
厨
子
の

な
か
に
は
木
綿
の
布
を
一
面
に
巻
き
つ
け
た
丈
の
高
い

も
の
が
立
�
て
い
た
�
布
の
上
に
は
数
世
紀
の
塵
が
積

も
�
て
い
た
�
塵
に
む
せ
ぴ
な
が
ら
そ
の
布
を
ほ
ど
く

の
が
な
か
な
か
の
大
仕
事
で
あ
�
た
�
布
百
五
十
丈
ぐ

ら
い
も
使
�
て
あ
�
た
�

　

�
し
か
し
つ
い
に
最
後
の
覆
い
が
と
れ
た
�
と
フ
�
ノ

ロ
サ
は
書
い
て
い
る
�
�
そ
う
し
て
こ
の
驚
嘆
す
ぺ
き
�

世
界
に
唯
一
な
る
彫
像
は
�
数
世
紀
の
間
に
は
じ
め
て

人
の
眼
に
触
れ
た
�
そ
れ
は
等
身
よ
り
少
し
高
い
が
�

し
か
し
背
は
う
つ
ろ
で
�
な
に
か
堅
い
木
に
注
意
深
く

刻
ま
れ
�
全
身
塗
金
で
あ
�
た
の
が
今
は
銅
の
ご
と
き

黄
褐
色
に
な
�
て
い
る
�
頭
に
は
朝
鮮
風
の
金
銅
彫
り

の
妙
異
な
冠
が
飾
ら
れ
�
そ
れ
か
ら
宝
石
を
ち
り
ば
め

た
透
か
し
彫
り
金
物
の
長
い
飾
り
紐
が
垂
れ
て
い
る
�

　

�
し
か
し
わ
れ
わ
れ
を
最
も
ひ
き
つ
け
た
の
は
�
こ
の

製
作
の
美
的
不
可
思
議
で
あ
�
た
�
正
面
か
ら
見
る
と

こ
の
像
は
そ
う
気
高
く
な
い
が
�
横
か
ら
見
る
と
こ
れ

は
ギ
リ
シ
ア
の
初
期
の
美
術
と
同
じ
高
さ
だ
と
い
う
気

が
す
る
�
肩
か
ら
足
へ
両
側
面
に
流
れ
落
ち
る
長
い
衣

の
線
は
�
直
線
に
近
い
�
静
か
な
一
本
の
曲
線
と
な
�
て
�

こ
の
像
に
偉
大
な
高
さ
と
威
厳
と
を
与
え
て
い
る
�
胸

は
押
し
�
け
ら
れ
�
腹
は
幽
か
に
つ
き
出
し
�
宝
石
あ
る

い
は
薬
宮
を
さ
さ
え
た
両
の
手
は
力
強
く
肉
付
け
ら
れ

て
い
る
�
し
か
し
最
も
美
し
い
形
は
頭
部
を
横
か
ら
見

た
所
で
あ
る
�
漢
式
の
鋭
い
鼻
�
ま
�
す
ぐ
な
曇
り
な

き
顔
�
幾
分
大
き
い
ほ
と
ん
ど
黒
人
め
い
た
唇
�
そ
の

上
に
静
か
な
神
秘
的
な
微
笑
が
満
ち
て
い
る
�
ダ
・
ヴ
�

ン
チ
の
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
に
似
な
く
も
な
い
�
原
始
的

な
固
さ
を
持
�
た
エ
ジ
プ
ト
美
術
の
最
も
美
し
い
も
の

と
比
ぺ
て
も
�
こ
の
像
の
方
が
刻
み
出
し
方
の
鋭
さ
と

独
創
性
と
に
お
い
て
一
層
美
し
い
と
思
わ
れ
る
�
ス
ラ

リ
と
し
た
と
こ
ろ
は
�
ア
ミ
ア
ン
の
ゴ
シ
�
ク
像
に
似

て
い
る
が
�
し
か
し
線
の
単
純
な
組
織
に
お
い
て
�
こ

の
は
う
が
は
る
か
に
静
平
で
統
一
せ
ら
れ
て
い
る
�
衣

文
の
布
置
は
呉
の
銅
像
式
�
六
朝
式
�
に
基
づ
い
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
�
し
か
し
こ
の
よ
う
に
ス
ラ
リ
と

し
た
釣
り
合
い
を
加
え
た
た
め
に
�
突
然
予
期
せ
ら
れ

な
か
�
た
美
し
さ
に
展
開
ん
て
行
�
た
�
わ
れ
わ
れ
は

一
見
し
て
�
こ
の
像
が
朝
鮮
作
の
最
上
の
傑
作
で
あ
り
�

推
古
時
代
の
芸
術
家
特
に
聖
徳
太
子
に
と
�
て
力
強
い

モ
デ
ル
で
あ
�
た
に
相
違
な
い
こ
と
を
了
解
し
た
�
�

　

こ
の
フ
�
ノ
ロ
サ
の
発
見
は
わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
感

謝
す
ぺ
き
も
の
で
あ
る
�
し
か
し
そ
の
見
解
に
は
必
ず

し
も
こ
と
ご
と
く
同
意
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
�
た
と

え
ば
こ
の
微
笑
を
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
に
此
す
る
の
は
正

当
で
な
い
�
な
る
ほ
ど
二
者
は
と
も
に
内
部
か
ら
肉
の

上
に
造
ら
れ
た
美
し
さ
で
あ
る
�
そ
う
し
て
深
い
微
笑

で
あ
る
�

　

し
か
し
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
に
は
�
人
顆
の
あ
ら
ゆ
る

光
明
と
と
も
に
人
類
の
あ
ら
ゆ
る
暗
黒
が
宿
�
て
い
る
�

こ
の
観
音
の
微
笑
は
瞑
想
の
奥
で
得
ら
れ
た
自
由
の
境

地
の
純
一
な
表
現
で
あ
る
�
モ
ナ
リ
ザ
の
内
に
ひ
そ
む

グ
�
ナ
ス
は
�
聖
者
の
情
熱
に
よ
�
て
修
道
院
に
追
い

込
ま
れ
�
騎
士
の
情
熱
に
よ
�
て
霊
的
憧
憬
の
対
象
と

な
り
�
奔
放
な
人
間
性
の
自
覚
に
よ
�
て
反
抗
的
に
罪

悪
の
国
の
女
王
と
な
�
た
�
こ
の
観
音
の
内
に
ひ
そ
む

グ
�
ナ
ス
は
�
単
に
従
順
な
慈
悲
の
妙
に
過
ぎ
ぬ
�
こ

の
観
音
の
像
が
感
覚
的
な
肉
の
美
し
さ
を
閑
却
し
て
�

た
だ
瞑
想
の
美
し
さ
に
の
み
人
を
引
き
入
れ
る
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
�

　

モ
ナ
リ
ザ
の
生
ま
れ
た
の
は
�
恐
怖
に
慄
え
る
霊
的

動
揺
の
募
囲
気
か
ら
で
あ
�
た
�
人
は
土
中
か
ら
掘
り

出
さ
れ
た
白
い
女
悪
魔
の
裸
体
を
見
て
�
地
獄
の
に
焚

か
る
ぺ
き
罪
の
怖
れ
に
戦
慄
し
な
が
ら
も
�
そ
の
輝
け

る
美
し
さ
か
ら
眼
を
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
時

代
で
あ
�
た
�
し
か
し
夢
殿
観
音
の
生
ま
れ
た
の
は
�

素
朴
な
笠
的
要
求
が
深
く
自
然
児
の
胸
に
萌
し
は
じ
め

た
と
い
う
雰
囲
気
か
ら
で
あ
�
た
�
そ
の
な
か
で
は
人

は
ま
だ
笠
と
肉
と
の
苦
し
い
争
い
を
知
ら
な
か
�
た
�

彼
ら
を
導
く
仏
教
も
�
そ
の
生
ま
れ
出
て
来
た
深
い
内

生
の
分
裂
か
ら
は
遠
ざ
か
�
て
�
む
し
ろ
霊
肉
の
調
和

の
う
ち
に
�
－
芸
術
的
な
法
悦
や
理
想
化
せ
ら
れ
た
慈

愛
の
う
ち
に
�
－
そ
の
最
高
の
契
機
を
認
め
る
も
の
で

あ
�
た
�
だ
か
ら
そ
こ
に
結
晶
し
た
こ
の
観
音
に
も
暗

い
背
景
は
感
ぜ
ら
れ
な
い
�
ま
し
て
人
間
の
心
情
を
底

か
ら
掘
り
返
し
た
よ
う
な
深
い
鋭
い
棉
神
の
陰
影
も
な

い
�
た
だ
素
朴
で
�
し
か
も
言
い
難
く
神
髄
的
な
の
で

あ
る
�
そ
う
い
う
相
違
が
モ
ナ
リ
ザ
の
微
笑
と
夢
殿
観

音
の
微
笑
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
と
思
う
�

エ
ジ
プ
ト
の
古
彫
刻
と
の
比
較
も
き
わ
め
て
興
味
あ
る

も
の
で
あ
る
が
�
し
か
し
そ
の
刻
み
出
し
方
の
銑
さ
と

独
創
性
と
に
お
い
て
異
な
る
の
み
な
ら
ず
�
ま
た
そ
の

神
秘
的
な
気
分
に
お
い
て
も
異
な
�
て
い
る
・
エ
ジ
プ

ト
彫
刻
の
神
秘
的
な
気
分
は
�
た
ま
し
い
の
不
滅
と
肉

体
の
復
活
と
を
信
ず
る
人
間
的
な
情
緒
と
深
く
結
び
つ

い
て
い
る
�
し
か
し
こ
の
観
音
の
神
秘
的
な
気
分
は
�

も
�
と
瞑
想
的
で
�
ま
た
非
人
間
的
で
あ
る
�

�
ミ
ア
ン
あ
る
い
は
ラ
ン
ス
の
ゴ
シ
�
ク
像
と
の
比
較

は
非
常
に
興
味
深
い
�
実
際
両
者
は
そ
の
気
分
の
う
い
�

い
し
い
清
ら
か
さ
に
お
い
て
実
に
奇
妙
な
ほ
ど
類
似
し

て
い
る
の
で
あ
る
�
こ
の
類
似
が
何
に
よ
る
か
の
研
究

は
�
か
な
り
重
要
な
意
義
を
持
つ
か
と
思
わ
れ
る
�
そ

れ
は
結
局
�
世
界
宗
教
を
と
り
入
れ
た
若
い
民
族
の
宗

教
的
心
情
の
問
題
と
な
る
で
あ
ろ
う
�

　

こ
の
作
を
朝
鮮
作
と
断
ず
る
の
も
早
計
を
ま
ぬ
が
れ

な
い
�
も
と
よ
り
当
時
の
芸
術
家
の
な
か
に
は
朝
鮮
人

も
い
た
で
あ
ろ
う
�
し
か
し
朝
鮮
に
の
み
著
し
い
独
創

を
認
め
て
日
本
に
認
め
な
い
の
は
何
に
よ
る
の
で
あ
ろ

う
か
�

遺
品
か
ら
言
え
ば
朝
鮮
に
は
日
本
ほ
ど
残
�
て
い
な
い

の
で
あ
る
�
従
�
て
詳
し
い
比
較
は
な
し
得
ら
れ
な
い0

そ
の
朝
鮮
へ
日
本
で
不
明
な
も
の
を
押
し
�
け
る
の
は
�

問
題
を
回
避
す
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か0

シ
ナ
と
の
関
係
か
ら
言
え
ば
朝
鮮
も
日
本
と
変
わ
り
は

な
い
�
朝
鮮
に
来
て
著
し
い
変
化
が
あ
り
得
た
な
ら
日

本
に
来
て
も
ま
た
あ
り
得
た
で
あ
ろ
う
�
こ
の
作
を
百

済
観
音
と
鳥
式
仏
像
と
の
中
間
に
置
い
て
考
え
�
あ
る

い
は
竜
門
の
浮
き
彫
り
と
比
較
し
て
考
え
る
の
は
�
そ

の
様
式
上
の
考
察
と
し
て
は
見
当
を
あ
や
ま
�
て
い
な

い
か
も
し
れ
ぬ
�
面
長
な
顔
の
つ
く
り
方
や
高
い
鼻
の

格
好
も
�
シ
ナ
に
そ
の
模
範
あ
�
た
か
も
し
れ
な
い0

し

か
し
そ
れ
は
こ
の
観
音
が
日
本
作
で
な
い
と
い
う
証
拠

に
は
な
ら
な
い
�
朝
鮮
人
が
日
本
に
来
て
そ
こ
ば
く
の

変
化
を
経
験
し
な
か
�
た
は
ず
は
な
か
ろ 

う
し
�
朝
鮮

人
に
学
ん
だ
日
本
人
が
さ
ら
に
変
化
を
加
え
る
と
い
う

こ
と
も
な
て
来
た
こ
と
も
�
実
は
日
本
化
で
あ
る
か
も

知
れ
な
い
�
朝
鮮
の
古
仏
を
い
く
ら
見
て
も
�
夢
殿
の

租
仏
を
朝
鮮
作
と
断
ぜ
し
め
る
よ
う
な
明
色
な
特
徴
は

見
つ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
�

　

屋
根
の
ひ
く
い
絵
殿
の
廊
下
を
通
り
ぬ
け
て
�
そ
の

後
方
の
伝
法
堂
に
行
�
た
�
そ
こ
に
も
多
く
の
仏
像
が

並
ん
で
い
る
が
�
し
か
し
秘
仏
を
見
た
あ
と
で
は
ほ
と

ん
ど
目
に
は
い
�
て
来
な
い
�
挨
の
多
い
床
板
の
上
を

歩
き
な
が
ら
�
フ
�
ノ
ロ
サ
の
本
の
播
絵
に
あ
る
壊
れ

た
仏
像
の
埠
頓
を
思
い
出
し
て
�
本
専
の
裏
手
の
廊
下

の
よ
う

な
と
こ
ろ
を
の
ぞ
い
て
見
た
�
壊
れ
た
仏
像
は
ま
だ
随

分
多
く
残
�
て
い
た
�
こ
と
に
頭
部
や
手
な
止
が
挨
の

う
ち
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
�
て
い
る
の
は
�
一
種
異
様
な

感
じ
で
あ
�
た
�
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2
5
3

�2
6
1

�

49

Administrator
テキストボックス
仏像（わかる日本美術より抜粋）



美術的説明

　　　

　　　　　　抽象絵画

　実験絵画＝絵の具の世界

　×　意味・連想、　◎　色や形を感じる

　

　　① 「連想」 スルナ

　　② 「意味」 はナイ

　　③これは、 「絵画や彫刻じゃナイ」

なんで連想したらいけないの？

　作者自身が、連想や意味を考えて イナイから!!!　

本質：三次元世界→二次元上に描写

課題：遠近法・明暗法・色彩を用いて→平面上に現実世界の仮象

                抽象絵画は特殊な現象だ!!!

絵
画
の
定
義

（
美
学
事
典
）

伝統的絵画とは、ちがう見方が必要

大
き
な
誤
解

なぜ「解かり難い絵＝抽象絵画」と考えてしまうのか？：

辞典の意味に問題あり

「抽象的」の意味の二面性（辞書より）　

　　」」

　　①　同類のもの一般を、頭の中で取

り出して考える様子。 

　　②　物事の実際を離れ、

　個別の事物から、そ

れらの全部に共通な要

素を抜き出し、「およ

そ…と言われるものは 

そのようなものであ

る」と頭の中でまとめ

あげること。

○抽象芸術は、こちらの方

×これじゃない

「抽象」の意味

抽象美術［芸術］ abstract art

　目に見える世界を描写する具象美術とはことなり、色や形の表現によっ
て創造的なイメージを提示する。アブストラクトという用語は、自然から
抽出されたイメージをさし、20c の非写実的な作品を意味する。（ﾏｲﾍﾟﾃﾞｨｱ）

ステラの理解…
その方法とは　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

なぜ違う見方が
　必要なの？ 伝統的絵画＝意味の世界

1824 年：今日から絵画は死んだ

　　リアリズム・印象派・世紀末芸術

19 ｃ末：描くべきモノはもうナイ

伝統的絵画の終焉

キュビスム・フォービスム

20 ｃ実験絵画のスタート

特殊なんだから

ステラ　Frank Stella　1936～　

　アメリカの画家。フィリップス・アカデミー
およびプリンストン大学で美術史をまなぶとと
もに、絵画の制作を開始。1959 年にニューヨー
ク近代美術館で開催された「16 人のアメリカ人
」展に「ブラック・シリーズ」の絵画を出品し、
一躍注目をあつめた。 「ブラック・シリーズ」に
代表されるステラの初期の絵画は、キャンバス
そのものの形状をストライプによって反復する
もので、ミニマル・アートの絵画的展開の最良
の成果のひとつにかぞえられる。この制作のポ
リシーは、やがて絵画の外形を長方形から解放
するシェープト ・ キャンバスの実現につながった。
1960 年代後半には、蛍光色をふくむ鮮やかな色
彩を多数もちい、円弧を基本とするシェープト
・キャンバスに展開した「分度器シリーズ」が
生まれる。

　1970 年代に入って、ステラは、平面状の絵画
をはなれてレリーフ・ペインティングに移行す
る。さらに「表現主義的な筆触を大胆にもちい
たダイナミックな作風へとむかって注目をあつ
めた。その後、金属を支持体としたステラのレ
リーフ・ペインティングは急速に三次元性を強
め、90 年代に入ると、ついに床面に自立する彫
刻作品が制作されるにいたった。変貌 (へんぼ
う )を重ねるステラであるが、その根底には、「
目に見えているものだけが、目に見えている」
という言葉に象徴される徹底的な形式主義があ
る。1 

ステラ作品の見方（３つの呪文）

★現代アートの半数以上は、「環境と人間」をテーマにしている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（もはや自己表現の世界じゃナイ）
　→　だから、環境問題の視点から見ると、理解できることが多くある。

abstractは、もともと「引き出す」意味を持っていた。
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http://www.akiraikedagallery.net/ArtistData/Stella/Stella_index.htm


未来型実験ミュージアム 奈義町現代美術館　Nagi MOCA

建築家：磯崎　新（いそざきあらた）

作　家：荒川修作＋ﾏﾄﾞﾘﾝｷﾞﾝｽﾞ

　　　　岡崎和郎

　　　　宮脇愛子
磯崎　新

Nagi MOCA は、磯崎　新と 3名の作家によってできあがった。
　　　　最近作られてきた美術館は、美術館建設が先にあってのちに作品購入（収蔵）がなされて

きた。しかし Nagi MOCA は、建築家と作家との間で綿密なミーティングをおこない、その場
で作品がつくられた。　建築の外観も作家と建築家のぶうかりあいの上でできあがっていっ
た。
磯崎 「寺院の金堂を思い浮かべるとわかりやすいと思います。つまり、まず仏像がつくら

れていて、その仏像を覆う鞘堂として金堂は作られたわけですから。」
 「Nagi MOCA は、作品が設置される空間全体が作品として構想される。新たな美術館

の形式です。」
  つまり、Nagi MOCAは、建築家と美術家との共同作業で出来上がった美術館の建物であり、

作品である。

いったいこれは
何なのか？？

ド田舎になぜ
こんなﾓﾉが？

　奈義町は普通の日本の農村。病院も老人ホームもないが、農業基盤整備や道路開発などほとんどの

基盤工事を終えた。しかし人口は８千人弱。なにか町おこしを・・・町おこしには文化芸術に目を向け、

美術館や図書館が良いのでは・・・話はそのように推移した。（1990 頃）

　町の文化事業アドバイザーだった一人が「磯崎」の名をだした。……しかし、磯崎氏のような世界

的な建築家がこんな田舎の…？？

　教育長が出向き熱心に依頼した。そのひたむきさが磯崎氏の心をうった。…とにかく一度町を拝見

しましょうか。

　「現代美術を中心にした東大寺の大仏殿の現代版のような美術館を建てたらどうですか、といわれて、

ガンと頭を殴られたようなショック（笑）受けたんです」（館長談）

　世界の名画を買う予算もない。でも町おこしであるなら、それなりの話題性もほしい。何回もの町

議会、専門委員会、現代美術学習会を何回も開いた。その 4年後、建設に着手。世界の Nagi MOCA

の現実化に向けて第一歩を踏み出した・・・
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http://tokino.lib.net/editiong/2isozaki.html
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